


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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「高橋さん!?　高橋さん！　しっかりしてください!!」

　……はぁ、部下に心配かけちまったなぁ……こりゃいかん。

「いてて……、やっべ、血が止まらないや……」

　俺はへへへっと、力なく笑いながらつぶやいた。

　あぁ……、意識が薄れてきた……。

　俺、ここで死ぬのかなぁ……。

　俺こと高橋正一郎二六歳は、某県某市在住のいわゆる一般的な会社員である。

　毎日サービス残業に次ぐサービス残業を強いられながらも、日々なんとか働いていた俺なのだが、明日久しぶりに一日休みが貰える！　という矢先の帰り道、一緒に歩いていた後輩の方に向かって狙ったように走行中のトラックが迫って来たのだ。

　えぇ、俺は特に正義感なんて持ってませんし、自己犠牲愛なんて物もまったく持ち合わせてはいなかったんですがね、なんていうかさ、身体が勝手に動いてしまったのさ……。

「高橋さん……！　高……さ………」

　あぁ……なんか声が遠くなってきた……。身体の痛みも段々感じなくなってきたし……。

　まぁこいつが助かったんだし、それはそれでよかったのだろう。

　それだけでも儲けもんってとこか。

　う～ん、ただ心残りは家族のことだなぁ……。

　父さんや母さん、あとはまだ高校生の妹のことだけが気がかりだ。

　もうすぐ妹の誕生日だったのに……頼まれてたプレゼント……、こんなことなら先に渡しときゃあよかったなぁ……。

　ははは……やっぱ今際の際って時、頭の中に浮かぶのは家族のことか。

　うん？　けどちょっと待てよ……そういえば、午前中作りかけの報告書、まだ途中だったような……。

　あっちゃ～、こんなことなら、きっちり引継書でも作っとくべきだったか……。

　いや、そもそも俺の身体が勝手に動いちゃったのだって、あんだけ丁寧に仕事を教えた後輩が、こんなとこでぽしゃってしまうのはあかんやろ!?　って思ってしまったがゆえ……。

　あれ？　……はは……は、結局、最後の最期まで仕事のこと考えてるなんて、俺も大概ワーカーホリックだよなぁ……。

　そんなことを考えながら、徐々に遠のいていく意識の中、最後にちょっとだけ、本当にほんの少しだけ、俺は思考を巡らせる……。

　……まだ、死にたくなかったな……。もしも……もしも生まれ変われるなら……願わくば……今度は……楽しいスローライフ……を……。




※※※




　ふと目を覚ます。

　気が付くとそこは、辺り一面真っ白な空間、いや、そもそもが空間と呼べるような場所なのだろうか。

　なぜかと言うと、俺自身の身体は確かにあるのだが、足が地面についていない。言うなれば、上も下も、前も後も右や左さえわからず、フワフワと漂っているような状態なのだ。

「あれ……俺、死んだはずじゃ……？」

　俺はハッとして視線を下げ、自分の身体を確認してみる。

　しかしそこには、何の傷痕もなければ血の一滴すら流れていない。

　あれだけ思いっ切りトラックにぶっ込まれたのに……？

　……っていうか服も着ていない……。裸じゃん……俺。なんで……？

　自分の身に一体何が起こっているのか。必死に考えてみるが答えは出ない。というか、こんな状況で答えなんて出るはずもないことは頭の片隅では理解していたのだが……。

　するとそこへ、突然声が聞こえてくる。物理的に聞こえているのか、それとも意識の中に直接聴こえてきているのか、それに関しては俺自身もうまく説明できない。しかしながら、それはとても透き通った、あたかも一条の光のようにさえ感じられる、優しくそして温かな女性の声だった。

「こんにちは、高橋正一郎さん」

　突然のことに戸惑いながら、俺はかろうじて返答する。

「……えっと……、こ、こんにちは？　……あのー、ここは一体……。あと俺……、何ていうか裸なんですけど……。そちら様的には大丈夫ですかねぇ……？」

　声の主は少しだけ間を置いた後、ふふっと笑って答える。

「大丈夫です、ここはいわゆる精神世界ですので」

「精神世界……？　成程、ではとりあえずよかったです。聞いたところ女性の声ですし、一瞬やば！　と思いましたよ。そうでなくても、セクハラとかパワハラとか、そういったことにはすごく厳しい職場環境でして……あ、職場環境でしたっていう表現の方が正しいのかな？」

「な、成程。それは大変でしたね」

　声の主は少々困惑している様子だったが、落ち着きを取り戻すと、そのまま話を続けた。

「高橋さん。憶えていらっしゃるかと思いますが、あなたは会社の後輩の方を、過労運転で暴走するトラックから庇った結果、その生涯を終えられました。有体に言えば、交通事故死です」

　……なるほど、やっぱりな。あんだけ派手にぶつかられたら、そりゃ死んじゃうよね？

　俺は自分でも意外なぐらい、スムーズに自分の死を受け入れることができた。

「……となると、ですね。死んだはずの俺が何でこんな所にいるんでしょう？　あっ、もしかしてここは既に、死後の世界的な……？」

「そうですね、そういう認識でよろしいかと思います。既に肉体は滅び、あなたは魂だけの存在となりました。そして通常どおり輪廻の円環に戻ろうとするあなたの魂に、私がちょっと失礼してお声掛けをしているような状況です」

「ははは。ちょっと失礼できるんですね。魂って」

　おいおい、俺の魂は近所のスーパーでおばちゃんが焼く試食ソーセージみたいなもんかよ。

「もちろん、あなたの世界の管理者、わかりやすく言えばいわゆる神様への了承は得ていますし、ましてや新商品のベーコンをつまみ食いしようというわけではありませんよ？」

　おっと、俺の考えはお見通しかな？　くわばらくわばら。

　声の主は一息つくと、再びやさしげな声で話し出す。

「単刀直入に言います。高橋さん、あなたは私の管理する世界に転生する気はありませんか？」

「転生……と言いますと？」

「あなたの世界の輪廻の円環を抜け、私が管理する世界に生まれ変わるということです。あなたにはぜひ、そこで生きてほしいんです」

　俺は突然の話に唖然とする。しっかりとした感覚があれば、口をぽかんと開けているだろう。

「一体全体、何でそんな話に？　俺はただの会社員だし、特になんの取柄もない普通の人間ですけど？」

「そうですね、わかっています。今のあなたは、特にこれと言って何もありませんね」

「……そこまで断言されると、それはそれで、なんかこうグッとくるものがありますね」

　ど真ん中を打ち抜くようなストレートな発言。むしろ清々しくはあるが。

「転生って言われてもなぁ……俺は本当に良くも悪くも普通の人間ですよ？　特別な力なんて何にもありゃしないし。普通に生きて普通に就職して、まぁ仕事は好きな方でしたけど？　最後はほら、交通事故であっけなく死んじゃいましたし」

　そう。俺は自分で言うのもなんだが、本当に一般ピーポーなんだぜ？

　毎日毎日仕事に明け暮れ、たまの休みは出不精で趣味オンリー。もちろん、程々にゲームもしたし、まさにこんな感じの転生もんライトノベルだってそれなりに読んだことはあるよ。

　けどさぁ。いや、ないない。あり得ないだろ。

「ええ。あなたの歩んできた道のりは、そちらの世界の閻魔ペディアで閲覧させていただきました。可もなく不可もなく、いわゆる普通の人生を歩まれてきたのだと思います。ですがあなたは、日々真面目に精一杯、仕事をされていたではありませんか。そして最期は、あなたの指導後輩を迫りくるトラックから庇って亡くなられてしまった……ご自身のことは後回しにして」

　閻魔帳……ではないんだな。わりと電子化が進んでるのか？　神様界隈も。

「……身体が勝手に動いたんですよ、俺はそんなに殊勝な人間じゃあありません。確かに仕事は好きでしたけど、それはやらざるを得なかったからやってただけで。それ以外は基本的に趣味にばっかり時間を使ってましたし、興味の湧かないことはなぁんもしてません。ですので、俺自身は、他人様から何かを期待されるような人材ではないと思いますけどね」

　自分自身に対し、割と否定的な俺なのだが、声の主は構わずに話を進めていく。

「なればこそです。そのように真面目な心をお持ちで、かつ、ここぞという時に、他の誰かのために行動できるような方がこのまま消えてしまうのはあまりにも惜しい。これからあなたが生きるはずだった時間を取り戻し、ぜひ私の管理する世界にあなたのお力を役立ててはいただけないでしょうか」

　声の主から、俺に対する真摯な気持ちが伝わってくる。

　確かに最期の瞬間、俺は「死にたくない」と願った。

　であるならば、たとえ違った世界に転生するのだとしても、自分にとっては悪い話ではなかろう。

（憧れのスローライフも、手に入るかもしれない、か）

　しばし考え、俺は決意する。

「わかりました。俺なんかでよければ、何とか頑張ってみます。けど期待なんてしないでくださいね？　俺はただ、平々凡々と平和な暮らしを満喫したいと思ってますんで。……ところで俺はどんな世界へ行くんですか？　転生したはいいけど、実は全世界の生物は全員ミミズみたいな感じで、言葉はおろか、文化的な生活なんて実は存在しないんですよ、テヘペロ。っていうのはちょっと……」

　声の主は、俺の返答に安堵した様子で、声を弾ませる。

「ありがとうございます。心配はいりません。全員ミミズでもゾウリムシでもありません。あなたたちのような人族もたくさんいますよ」

　……ん？　人族も、とは？

「わかりやすく言うと、私が管理する世界は、あなたたちの世界でいう中世ヨーロッパのような文明水準で、種族も人族の他、獣人族やエルフ族、またドワーフ族や魔族など多種多様な種族で溢れています。また、魔獣と呼ばれる危険なモンスターなども多く生息しているのです」

　これには、さすがの俺も驚いた。

「……魔族って……？　まさか緑色の顔で、口からオエェッ！　と卵を産んだりするアレですか……？　目から怪光線なんかも……」

「……いえ？　そのような種族はいなかったように思いますが……些か変わった人物像をお持ちですね……」

「そ、そうですか？　個人的に魔族って言葉には、そんなイメージが……」

　声の主はちょっと不安そうな様子ではあるが、話を続ける。もう後には引けないようだ。

「……あとは、あなたたちの世界で言う科学とは違って、いわゆる魔法という技術が発達しています」

「……魔法、ですか。成程。指先から火が飛び出したり、風で物を切り裂いたりとか……？」

「そう！　それですよ、それ!!　ジャストミートです!!　あと怪我を治したりとか、雷でドッカンドッカンとかですよ!!」

　突如荒ぶる声の主。し……静まり給へ。

　正直ビビった。そういうのを待ってたんかよ……。

「ふぅふぅ……、失礼、少々取り乱してしまいました、申し訳ありません。……とにかく、そのような世界なのですが、私としましては、あなたにはかつての知識を生かし、ただ存分に第二の生を謳歌してほしいのです。その結果、私の世界の森羅万象が、多少なりともいい方向に発展すれば御の字なのですよ」

「ふむふむ。俺はバーベキューの時に火を起こす際の、化学燃料みたいなもんですか」

「言いえて妙、ですね。よろしくお願いいたします。もちろん、私の方からお願いするのですから、それ相応の能力は付与させていただきます。特にあなたはそちらの世界の技術を存分に生かせるよう、魔法の分野に関し、ある程度の才能を与えましょう」

　その瞬間、真っ白だった世界が急速に色づき始め、帯のように折り重なった風景が、俺の周りを猛スピードで流れてゆく。

　陸が顕れ、海が見える。山や森、大きな城、そこに生活しているであろう多種多様な人たち。

　……そしてこれから進むであろう世界とは逆方向に流れていく、些か見覚えのある景色。

　……うん。これは、俺の世界だな……。

　いや、正確に言えば、俺がかつて生きていた世界ということになるのか……。

　……見覚えのある景色、……見覚えのある人たち。

　この訳のわからない空間で、正直自分が生きているか死んでいるかもわからないような場所だが、どうやら涙だけは、自然と流れてくれる仕様だったみたいだな。

　……俺は気を取り直して言う。

「タイムアップ、ですね？」

　声の主の話は、まあ何となくだが、概ね理解はできた。

　若干天然っぽい雰囲気もあって多少心配だが、これ以上質問するのは野暮ってもんだし、あとは出たとこ勝負といこう。

　それから俺は、少し考えて最後に一言告げる。

「今一度生きる機会を与えていただいて、ありがとうございます。ご期待に沿えるかどうかは置いといて、とりあえず、まったりやってみますよ。最後にあなたのお名前を教えていただけますか？」

　声の主は、生きとし生けるもの全てに温もりを与えるような、声を聴いた誰もが深い慈しみを感じるような声で、優しく答える。

「私の名はルーシア。この世界を管理する者。かつては『創造の女神』などと呼ばれていましたが、今を生きる人々にとっては私の名など、とうの昔に忘却の彼方。無理に私への信仰を広める必要などはありません。ただ、あなたの人生に幸多からんことを」

「……あぁ、いや、女神とかそういうんじゃなく。ほら、例えば居酒屋を予約する時も、担当の人の名前ぐらい聞いとくじゃないですか。じゃないと注文したコースが間違ってても、クレームも入れられないし？」

　……薄れゆく意識の中、何かしら怒気をはらんだ声が聞こえたような気もしたが……、そんなことは気にしない。

　……じゃあ、いっちょやってみっか。
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「それでは少々森で遊んできますね、父上、母上、フリード」

「あぁ、気を付けてな」

「気を付けてね、レイン。いつも言うけど、あまり森の奥へ入ってはだめよ」

「承知いたしました、坊ちゃま」

　あれから月日は流れ、俺は十歳になった。

　いわゆるわんぱく坊やというやつだ。

　朝から領内の大きな森の中をうろうろし、日が暮れる頃には帰ってくる。

　え？　それは十歳児のやることじゃないって？

　ふふふ……いいのさ。

　両親はきっと「わんぱくでもいい。たくましく育ってほしい」と思っているはずだ。

　そしてそして、なんとなんと。

「エリーも行ってくるね」

「はい、おにたま。お気をつけて！」

　パンパカパーン！　めちゃくちゃかわいい妹ができました！

　ほっぺたがふわっふわだなぁ、ほっこり。
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　妹ってかわいいよね？　お兄ちゃん、お前のためならなんだってするぞ！

　よう頑張ったぞ、父と母。

　こちらの世界に転生して十年。

　俺はようやく、自分が置かれている状況を正確に把握できるようになってきていた。

　まず俺や家族のこと。

　この世界での俺の名前は、レインフォード・プラウドロード。

　グレイトバリア王国に属するこの付近一帯のエリーゼ地方を治める、プラウドロード男爵家の長男だ。

　知ってのとおり、何となく魔法が使える男の子。母上譲りの銀髪がかわいいだろ？

　父はグレンフィード・プラウドロード。

　騎士として王国のために働く、プラウドロード家の長。

　既に亡くなった爺さんの後を継いで、ここの領主となったらしい。

　若い頃は、いわゆる冒険者として、母と一緒にパーティを組んで、あちこち飛び回っていたとのこと。

　今でも毎日、剣を振るわ筋トレするわの筋肉もりもりマッチョマンだ。

　そのくせただの脳筋かと思いきや、領民からの信頼はとても厚く、かなりできた領主らしい。

　まあ領主が贅を尽くして領民が貧乏なんていうのは、典型的なあかん貴族っぽいしね。

　続いて母は、ミリアム・プラウドロード。

　魔法使いでありながら、献身的に領主を支える妻。銀色のふわふわロングヘアーでかなり美人さん。

　しかしその実態は、かなり天然のゆるふわ母だ。よく言えば癒し系？

　我がことながら、子育てをしながら毎日忙しい父を支えてよくやっていると思うよ。

　それでも昔は名うての魔法使いとしてかなり有名だったらしい。

　でもこれ絶対「わーん、ごめんなさーい」とか言いながら山火事とかを起こすようなタイプだな。

　そしてそして、かわいすぎる妹ことエリザベート・プラウドロード。

　聞いてくれよ、俺が「エリー」って声を掛けると、こっち見てにこっと笑うんだぜ……。

　お兄ちゃん嬉しいよ。けど将来お前に近づいてくるであろう悪い虫、これはめちゃ許せんよなぁ！　必ずお兄ちゃんが焼き払ってあげるからね。

　最後に、我が家の執事でかっこいいお兄さんのフリードリヒ。

　炊事・洗濯・掃除から接客対応まで何でもござれのチート執事さんなのだ。

　俺とも気さくに話してくれるし、血はつながっていなくとも、頼れる兄という感じ。

　あとは領地を警護している兵隊の方々や、数人のメイドさん、人の好さそうな料理長さんなんかがいるが、その話はまたおいおい。

　そして次は、うちのマッチョ父が治めるこのエリーゼ地方のこと。

　王国そのものの事情はまだ詳しくはわからないが、このエリーゼ地方は、端的に言うとあまり豊かな土地ではないらしい。

　領地の西半分は白銀の森と呼ばれる広大な森に囲まれ、奥へ行くと、なんと魔獣と呼ばれるモンスターに遭遇するらしいのだ。

　実は俺もまだ、生まれてこのかた、魔獣というものを見たことがない。滅多に森の中からは出てこないそうだが、ほんとにござるかぁ？

　森なのに白銀ってところも気になるけどなぁ。

　あと、東半分は広大な荒れ地になっていて、農地として使うこともままならず、西部劇で言うところの無人の荒野といったところかな。

　これらが原因で、あまり領地の開拓は進んでいるとは言えないようだ。

　もちろん俺が知らないだけで、何かしら特殊な事情があるのだろうが。

　領民の方々については、常に飢えで苦しんでいるというようなことはないが、日々の暮らしでみんな精一杯というように見える。

　主な収益は農業だが、それも栄えているというほどでもない。

　やはり農業は気候などに大きく左右され、必ずしも順風満帆とはいかないのだ。

　そんな厳しい状況下においても、領主のマッチョ父を中心として、領民みんなで助け合って頑張って暮らしているのがうちのプラウドロード男爵領なのだ。

　こう見ると、ほんとみんな家族のようなものなんだよな。

　良識あるいい両親の下に生まれて、俺は果報者だよ。

「では行ってまいります」

　自宅を出ようとする俺に、父が声をかけてくる。

「レイン、わかっていると思うが、周囲は十分に警戒するんだぞ」

「はい、父上。承知しております！」

「はぁ、本当にわかっているんだか……」

　げんなりするマッチョ父に対し、今日もはつらつ笑顔の俺は、一目散に森の奥へ。

　今日も実験するんだモン。




　森の入口から十分程度歩いた後、俺は身体中に魔力を巡らせる。

　属性は持たせず、ただただ魔力を淀みなく、身体の隅々まで。

　するとどうだ。

　俺の身体能力は、十歳児とは思えないほどにまで跳ね上がり、凄まじいポテンシャルを発揮する。

　これが、ルーシアと名乗った創造の女神から貰った魔法の才能の一端だ。

　この世界の魔法については、マッチョ父の書斎をちょっと失礼していた時に見つけた本で簡単に学んだ。

　何でも『火・土・水・風・光・闇』の六属性が定義づけられており、大抵は誰でもどれか一つの属性に適性を持っているものらしい。

　また、二つの属性にでも適性を持っていれば、才能溢れる魔法使いと認められるようだし、さらにそれが三つ、四つとなれば、いわゆる天才と讃えられるような存在らしい。

　……ところがどっこい。奥さん、ちょっと聞いてよ……。

　俺ったらさぁ、三つ、四つどころか、なぜか六属性の全てに適性があるんだぜ……？

　ルーシアさん、あんた『ある程度の才能』とか言われてましたよねぇ!?

　何がある程度だよ！　これ天才どころか天災だよ。逆に完全にやばい奴認定だよ。

　マッチョ父にそのことを軽く話した時の唖然としたあの顔……口を開きすぎた父の顎が外れて地面に突き刺さるかと思ったぜ。

「こ……国王にどう報告すれば……いや、まだ時期尚早か……？　だがしかし……」とかって悩んでいたな。考えすぎると禿げるよ？

　母は母で「あらあら、まあまあ」って言ってあんまり気にしてない感じだし。

　フリードなんかは「さすがは我が主のご子息です」って言いながら、目頭をハンカチで押さえていたな……ハンカチ王子ならぬハンカチ執事かよ。

　そんなことを思い出しながら、猛然と森の中をダッシュで駆け抜けると、慣れ親しんだ一角に差し掛かる。

「ふふっ。なんか昔子供の頃に作った秘密基地みたいだよな」

　かつて生きていた世界でも、小さい頃、近所の友達と一緒によく秘密基地ごっこをして遊んでいたものだ。

　家から持ってきた玩具や、どっかから拾ってきた何かの部品なんかを、さも大事に保管してたよなぁ。あともちろんエロ本とかもね！

　さて、そんなことより、ここで俺が何をしているかというと……。

「おぉ、大きくなってるぅ！」

　実は俺は、この森の中で少し土いじりをして、数種類の作物を育てているのだ。

　母が世話をしている草木の苗や、領内で育てている作物の種なんかを少しずつ貰い、色々な育成方法を試して、成長速度の観察などを行っている。

「やっぱりこっち側の方が、かなり大きく育っているな……」

　俺は二つの野菜を見比べて、小さくつぶやいた。

　片方は近くの川から汲んできた水をやって育て、もう片方は俺自身が魔法で水を創り出し、それを与えて育てている。

　その両方を比べると、俺が魔法で創り出した水で育てた作物の方が、明らかに生育状況が良いのだ。

「うーん、この方法で領内の作物を育てれば、もっとよく育つんじゃないか？　そうすれば、よりうちの食卓が豪華になって、将来的には俺があんまり働かなくても、より良い生活水準に……」

　持ち前の自堕落さが根底にはあるものの、実験結果が満足いくものになり、思わず顔がほころんでしまう俺。

「よし、それじゃあ今日もやるか」

　俺は畑から少し離れた大きな池の畔に立ち、身体の力を抜いて自然体となる。

　そしてゆっくりと右手を前にかざし、そのまま自分の身体の中に魔力を流し始める。

（イメージは水だ。ただの水じゃないぞ、とてもとても綺麗な水だ。少しずつ少しずつ、山から湧き出した水。そのやわらかな水の流れは、やがて川の源流となり、そしていつしか激しい水の流れへと姿を変える。最後は大きな大きな川へとつながり、やがて母なる海へと還ってゆく……）

　俺は頭の中で、それらを何度も強く、強くイメージする。

　そう。俺が魔法を行使する時に何より大事にしているのはイメージ、つまりは想像力だ。

　水の魔法一つにしても、ただ単に水を想像して使うのと、今のように、具体的な水の流れる様子なんかをしっかりとイメージして使うのとでは、その効果において雲泥の差が出るのだ。

　そして俺の右手から、ものすごい量の水が溢れ出てくる。

　そう、これが水魔法だ。どこまでも透き通った水、コンビニの天然水にも負けないぜ？

「よし！　水の魔法はほぼ完璧だな！　なら今度は、そのままこの水を……」

　俺はふと思いつきで、前方にかざした腕をスッと上へ持ち上げると同時に、吹き出す水に「風魔法」を混ぜ合わせて回転を与える。

　回転する水これすなわち、ご存じのスプリンクラーだ。

「おおー、こりゃ水やりが楽ちんだわ！」

　実験対象として育てている作物たちに、たっぷりと水をやろう。もっともっと大きくなってもらわないとな！

「あっ、しまった。水魔法で育成してない方にまで水がかかっちまう！」

　俺は咄嗟に、脚に魔力を流し込む。そして、足の裏から地面に向かって土魔法と火魔法を同時に発動しつつ、再びそれを混ぜ合わせた。

（イメージは、かなり丈夫な耐熱レンガでいこう。水を遮るだけじゃなく、すぐ壊れちゃったりしないように……）

　するとその瞬間、育成方法を分けた作物の境界部分から土が隆起する。

　火の魔力を帯びたその土は、瞬く間に固くて丈夫な耐熱レンガとなって壁を形成し始める……のだが。

「お、おぉ!?」

　壁は俺の予想を超え、ぐんぐんとものすごい勢いで上と横に向かって伸びていくではないか。

　それはあたかも、ジャックと豆の木に出てくる巨大な豆の木のように、そして古代中国において建造された、万里の長城のそれを思わせるように成長してゆく。

　驚いた俺は、あわてて魔力供給をストップすると、大きく肩でため息をついた。

「ひえぇ、うちの方向に行ってないだろうなぁ……まったく、加減が難しいんだよなぁ」

　複数の魔法を同時に行使してそれを混ぜ合わせる。つまり合成する。

　これが、俺が色々な遊び……もとい、試行錯誤の結果考え出した『合成魔法』なのだ。

　この合成魔法、実際けっこう便利なんだぜ？

　俺はこんな風に、色々な実験を兼ねて魔法の練習に励んでいた。

　実は、最初に水を注ぎこんだ巨大なため池も実験の過程でできてしまった副産物だったりする。

　さらにこの辺りを空から見ることができたならば、巨大な池の付近であちらこちらに見える異様な土の盛り上がりや不自然なクレーター、また岩が溶解して一部がガラス結晶化した超高熱の痕跡などなど、数多くの悲惨な状況が容易に見て取れただろう。

　前世の環境保護団体の皆様も、きっと泣いて喜んでくれるはずだ。

「……うっ、来た……」

　そのような訓練兼実験を早朝から昼前まで繰り返していた時、俺は唐突に頭痛や倦怠感、脱力感などに襲われた。

「ふぅ。魔力切れ、だな……」

　俺はその場にペタンと座り込むと、そのままごろんと寝転んで空を見上げる。

　あぁ、今日もいい天気だ。どこまでも広がる青い空を、白い大きな雲がゆっくりと流れ、頬にそよぐ風は大変心地よい。

　俺は魔法が大好きになっていた。

　元々ファンタジー大好きな日本人気質なのかもしれない。

　そうやって訓練の名の下、魔法で遊んでいると、いつも俺はついつい時間を忘れてしまう。

「うん、かなり長い時間、魔法を使えるようになってきたな」

　魔法を使い始めた当初、同じような魔法を行使すれば、ものの数分程度で魔力切れを起こしていた。しかし日々の訓練を重ねてきた今では、この程度の魔法なら、半日程度は十分に魔力がもつようになってきていたのだ。

「う～、だいぶ気分が良くなってきた……けどまぁちょっとずつだけど、成長してきたよな。あとは、もっともっとイメージを明確に、そして短時間にできるようにしないとな」

　俺は身体を起こすと、そのままピョンッと立ち上がった。そして、再び魔法の訓練を始めようとしたのだが。

「ワオ――ン!!」

　バサバサバサ……！

　生い茂る木々を止まり木にしていた野鳥たちが、一斉に飛び立っていく。

　同時に、腹の奥にズシンと来るような大きな動物の鳴き声が、辺りに響き渡った。

「なっ、なんだ!?」

　俺は声がした方を向くが、何も見えない。視界に入ってくるのは、辺り一面の草木のみ。

　どうやらこのでかい声の主は、もっと森の奥の方にいるらしい。

「なんか嫌な予感がするなぁ……」

　森の奥の方からは、何とな～くだが、もやもやした嫌な気配を感じる。

　も……もしかして、噂の魔獣というやつかいな？

「……けど、このままほっとくわけにも……。はぁ、どうかフラグじゃありませんように」

　俺は再び身体に魔力を集中させると、森の奥へと走り始めるのだった。
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「かなり奥まできちゃったけど。この辺かな……？」

　先ほどの声の主を探しながら周囲を確認していたところ、俺は前方に、一匹の真っ白い犬が横たわっていることに気がついた。

「……お前か？　さっきでっかい声で鳴いてたのは……ってお前、めっちゃ怪我してるじゃん！」

　俺は地面に倒れている犬に駆け寄る。よく見れば、この犬を中心に、かなりの血が広がっているじゃないか。

「お……お前！」

　俺は思わず息を呑んだ。

　血だまりの元をよく見ると、そこは犬の右前脚で、さらにその脚の真ん中ぐらいから先が、スッパリと切り取られたようになくなっていたのだった。

「一体……誰がこんな酷いことを……」

　その刹那、俺の背筋を嫌な気配が駆け巡ったかと思うや、前世でいうワンボックス車ぐらいの巨大な岩が、俺と犬の方に飛んできたのだ。それも、ものすごいスピードで。

「うわっとぉ！」

　俺は咄嗟に左手に風の魔力を集中させると、瞬時に猛烈な風を噴出させ、巨岩の軌道をずらす。

　グワッシャア――――ン!!

　耳が痛くなるようなめちゃくちゃ大きな音を伴いながら、さらに森の木々を何本もへし折りつつ、ようやく巨岩はその動きを止めた。

　誰じゃいこんなことするのは！　危ないわ!!

　俺は岩が飛んできた方をキッと睨みつけると、何とそこには、下卑た笑いを浮かべた一体の豚がこちらを見ながら立っているではないか。

　いや、豚が立っていたっていう表現については、我ながらおかしいと思うのだが、実際言葉どおり、真っ赤な豚が立っていたのだから仕方がない。

　さらによく見ると、豚は真っ赤な表皮を覆うように小汚いボロボロの鎧を着用し、さらにべっとりと赤い血が付着した、でっかい斧まで携えていた。

　俺はふとつぶやきながら、後方の白い犬に声を掛ける。

「あぁ、きっとあれがオークってやつなんだろうな。お前、あいつにやられたのか？」

　そういえば、マッチョ父の書斎でちょっとカフェブレイクしていた時、古い本で読んだことがある。確かそこには、豚と人間が混じったようなやつが『オーク』という種族であるらしいことが書かれていたはずだ。字が多かったから、あんまり詳しく読んではいないが……。

「グルルルル……」

　白い犬も地面に伏しながら、精一杯目の前のオークを威嚇している。

　この犬は多分、オークだけじゃなくて俺のことも怖がってるんだろう。

　確かに森の動物たちからすれば、俺だってめちゃくちゃ異分子だろうしな。

「まぁ、ちょっとだけ待っててくれよ。悪いようにはしないからさ」

　俺は左手を犬の方にかざし、応急処置的な光魔法を発する。

（イメージはとりあえずの止血……。殺菌消毒しつつ、傷口を止血するように、と）

　次の瞬間、犬の右前脚付近が白く輝いたかと思うと、ドクドクと流れ出ていた血が止まり、傷口がうっすらと筋肉の表皮に覆われた。

「ワオ!?」

　犬は戸惑ったような声を出すと、目を白黒させながら自分の脚と俺とを交互に見つめている。

　そして何となくだが、俺に対する警戒心も薄れたように感じられた。

　ふふふ、ワオッ！　だって。かわいいワンちゃんやな！

「さてと……」

　俺はオークの方に向き直る。

　魔獣なんてのは初めて見るが、まずはやはり対話だよね。戦わずに済むなら、それが一番だしね。

「ねえ、君……」

　俺は、前世の得意先回りで培った自信たっぷりの営業スマイルで、にこやかに話しかけた。

　だが次の瞬間、俺の笑顔など歯牙にもかけず、オークは猛然とこちらに向かってダッシュしてくるではないか。

　そしてすぐさま血塗れの斧を力一杯振りかぶると、俺と犬のいる場所へと思い切り振り下ろした。

　ゴッシャ――――ン!!

　俺は咄嗟にワンちゃんを抱っこしつつ、そこから後方に飛び退いて難を逃れた。

　ふと見ると、俺たちが元いた場所は、凄まじい衝撃と同時に、深いクレーターができていた。

「はぁ……どう見ても友達になろうって感じじゃないね、なら仕方ない。さて、君は少しだけいい子にしててね」

　そうつぶやきながら、俺はワンちゃんを自分の背後に下ろし、オークに向き直った。

　初めて魔獣と呼ばれる存在を目にした俺だったが、不思議と恐怖はなかった。

　白いワンちゃんを助けてやらないと、という気持ちの方が大きかったからだろうか。

「悪いけど、君をこのままにしておくわけにはいかない。どう見積もっても君は、僕の愛すべきスローライフに危害を及ぼしそうだ」

　正直ここに来る前にかなり魔法で遊んでいたため、実はあまり魔力に余裕はない。ワンちゃんの怪我の治療でかなりの魔力を消費したこともあるしな。

「それでも……」

　俺はキッとオークを睨みつけると、右手の指先に土の魔力を集中させながら、オークの眉間に狙いを定めた。

　オークとしては、斧の一撃を避けられたのが相当に不愉快だったのだろう。ブヒブヒ鳴きながら、いくつも青筋を立てて激おこだ。

（さて、イメージは銃弾だな。硬くて丈夫、かつ最小の魔力で効率よく……）

　俺は指先に集中させた魔力を極限まで圧縮して土の魔法を発動させる。同時に、そこに火の魔力を合成しつつ、高硬度の石を構築してゆく。

　オークはそんな俺の姿を見ながら、その顔にいやらしい笑いを貼り付けると、再び猛然と走り出した。どうやら次で決めるつもりらしい。

（よし、強度は十分！　いくぞ!!）

　俺は迫りくるオークの姿を冷静に見ながらスッと右腕を上げると、親指を上げつつ人差し指を前に向け、右手で銃の形を作った。そして――。

「発射！」

　キィン……！

　音にならない音が、森の奥深くにこだまする。

　走っていたオークは、徐々にその勢いを弱めると、ついにはその場で足を止めた。

　己の身に何が起こったのかは未だ理解していないようだが、体はとても正直なようで、オークの額からはとめどなく血が流れていた。

　そしてやにわに膝をついたかと思うと、轟音とともに、地面に崩れ落ちたのだった。

「とどめは……必要ないな」

　俺はそうつぶやきながら、銃を象った右手の人差し指の先に、フッと息を吹きかけた。

　そんな俺の目の前で横たわるオークの目からは、既に光が失われていた。

　俺が放った石は、オークの眉間とともに、背後の木々を貫いてもなおその勢いは劣えることなく、遥か彼方へ消えていったようだった。

　俺はほっと一息つく。

「はあぁ、怖かったぁ……。飛べない豚はただの豚だって聞いてたけど、全然ただの豚じゃないじゃんか……」

　あれれ？　俺ったら今更だけど、ちょっと足が震えてる……。

　そりゃそうだよな、あんなの初めて見たんだし……。

「お……おっと、そうだった」

　俺は気を取り直し、白いワンちゃんに向き直った。

　まだ警戒した様子ではあるものの、その表情は、最初に比べるととても柔らかくなっている。

　俺はゆっくりと、地面に伏すワンちゃんのそばにしゃがみ込んだ。

「安心していいよ。多分大丈夫だからさ」

　俺は両手に光の魔力を集中させると、そのままなくなってしまった犬の前脚に当てがう。

（イメージしろ、強く、強くだ。ワンちゃんの脚は元に戻る。いや、白くて力強い脚に絶対に戻してみせる！　そう、そもそも脚がなくなってなんかなかったように!!）

　次の瞬間、辺り一面を真っ白に染め上げるような輝きの後、なくなっていたはずのワンちゃんの前脚は、しっかりとそこに存在していた。まるで最初から何事もなかったかのように。

「アオ――ン！」

　ワンちゃんは最初、恐る恐る自分の脚の感覚を確かめていた様子だったが、その後火がついたように俺の周りをクルクルと走り回り、さらにその体を一生懸命にすり寄せてくる。

　ははは。ワンちゃんも嬉しそうで、よかったよかった。

「そうだ、オークの死骸を処理しとかないとな」

　俺はワンちゃんに少し待つように合図した後、オークの方に右手を向ける。

　もう本当に魔力が残り少ないのだろう。少し目眩がする。

　ボゥッ!!

　オークの死骸は激しく燃え上がると、徐々にその形を失っていく。

　そしてしばらくして火が消えると、そこには……。

「おぉ、こりゃでっかい魔石！」

　そこにはなんと、バレーボールくらいもある大きさな魔石が転がっていた。

　きっと火の属性なのだろう、その魔石は淡く赤い光を帯びている。

　ここでちょっと魔石の話をすると、この世界の日常生活は、俺がかつて暮らした世界のような電気の概念はなく、魔石から生まれる魔力をエネルギーの源としている。

　水に関して例えるなら、庶民は基本的に井戸水で生活しているが、水道が整備された貴族のような階級の家では、水の魔石に魔力を流し、そこから生まれ出る水を使っていたりする。

　なので、この世界において魔石というものは大小問わず重宝されるし、特に大きくて内包された魔力量の多い魔石などは、かなりの高額で取引されているのだ。

「へぇ、オークっていうのはこんなにでっかい魔石を持ってるのか。そういうことならさっきのオークを探して養殖、いや養豚すれば……う～む、ちょっと危ないか。あ、でも登ってこられないような地下深くに施設を作れば……にししし……」

「クゥーン……」

　おっと、どうやらニヤニヤと悪い顔をしていて、ワンちゃんをビビらせてしまったようだ。

「ま、それは追々考えるとして、僕はもう行くよ。また変な奴に襲われないように気をつけろよ？　じゃあな、ワンちゃん」

　俺はワンちゃんに手を振ると、来た道をそのまま一人で歩き始める。

　そこから十分程度歩いただろうか。

「……なんでついてくるの？」

　俺の後ろを、さっきの白いワンちゃんがずっとついて歩いてきていた。

「お家に帰りなよ。君にも家族がいるだろう？」

「クゥーン、クゥーン」

　ワンちゃんは何度も俺に体をすり寄せると、手なんかをペロペロとなめてくる。

　か……かわえぇ……。

「し……仕方ないなぁ。うちに来るかい？」

　俺はワンちゃんの目を覗きこんで一応聞いてみる。

「ワン！」

　ワンちゃんはしっぽをぶんぶん振って、体全体で喜びを表現している様子だ。

　何となくでも、俺の言葉がわかるのかな？

「わかったよ。けどうちの父上は礼儀には厳しいぞ。お行儀よくしてくれよ？」

　俺は、ワンちゃんの頭をなでなでモフモフしながら言った。

　え……ええなぁ……。

　モフモフモフモフ。

「う～ん、でもそうなると名前を付けてやらないとだな」

　う～ん、何がいいかな。俺はモフモフしながら考える。

　モフモフモフモフ。

「よし！　単純だけどシロにしよう！」

　シンプルイズザベストだね！　シロも嬉しそうにシッポを振っているしな！

「ワオ――――ン！」

　シロは大きな声で吠えた。シッポは相変わらずブンブン丸。

　はははっ、ほんとに嬉しそうだなお前。まるで気持ちが伝わってくるようだよ。

　これからよろしく頼むぜ？　我が家のモフモフ担当としてな！

「んじゃあ、帰ろっか」

「ワン！」

　ほとんどの魔力を使い果たした俺は、ヘトヘトになりながらも、新しい家族と一緒に家路に就いた。

（……そういえば、めちゃくちゃ奥まで来てた気がするな……）

　一瞬そう思った俺だったが、小さなシロと歩く足取りは、何だかとても軽く感じられた。




「ただいま～。おいシロ、何してんの。怖くないからさ、こっちへおいで」

　俺は屋敷の扉を開けて挨拶すると、シロと名付けた小さな新しい家族を招き入れた。

「おにたま、お帰りなたい……わぁ！　ワンちゃんだ！　かわいいです!!」

　かわいすぎる妹エリーはシロを見るや、夜空の星々のようにキラキラした目を、さらにキラキラさせながらシロの所へ駆け寄った。

「クゥ～ン、クゥ～ン」

　シロはシロで、最初こそ少し不安げな様子だったものの、すぐにエリーと打ち解けた様子で、エリーに体をすり寄せたり、手や顔をペロペロなめたりしている。

「あらあらレインたら、ワンちゃんを連れてきちゃったの？　うふふふ、白くてかわいいワンちゃんだこと」

「はい、母上。事前の承諾もなしに申し訳ありません。どうやら森の中で迷子になっていたようで……放っておくことができず、連れてきてしまいました。責任を持って世話をいたしますので、どうかうちで飼うことをお許しいただけませんでしょうか」

「おかたま！　エリーもお世話します！　迷子のわんわんかわいそうです！　おうちで飼ってあげたいです！」

　俺は直立不動の姿勢で、エリーはしゃがみ込んでシロをぎゅっと抱きしめたまま、それぞれがゆるふわ母をじっと見つめた。母も無言で俺たちを見つめる。そして。

「うふふ、二人ともいい目をして。ええ、ええ、わかりましたとも。家で飼うことにしましょう。それに迷子のワンちゃんを、もう一度森へ帰すわけにもいきませんしね？」

「あ……ありがとうございます、母上！」

「おかたま、ありがとうござます！　わんわん、よかったね！」

　エリーは目に涙を浮かべながらシロを抱きしめていた。

　うぅ……、何て優しいんだエリー……。お兄ちゃんはお前の優しさに胸が一杯で、目から水が……。

「優しい子たちね、うふふふ。さぁレイン、まずはドロドロのワンちゃんをお風呂に入れて、綺麗にしてあげなさい。せっかくの白い毛が台無しだわ。グレンには私から話をしておくから、後で挨拶に行きなさい」

「わかりました！　よし、行くぞシロ！」

「シロっていうのね、おにたま！　エリーも行きます！」

　俺はシロを抱っこして離さないエリーとともに風呂場へと向かった。

（よかったな、シロ。これからみんなで仲良くしような）

　俺はそんなことを思いながら、嬉しそうにはしゃぐ優しいエリーや柔らかな表情のシロを、いつまでも見つめていた。
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　シロが我が家の一員になってから約三ヶ月が経過していた。

　シロはとても元気にしている。

　怪我は俺が治療したとはいえ、脚を失うほどの大怪我をしていたとは思えないぐらい走り回るし、食欲も旺盛だ。

　さらにシロはとても賢く愛嬌もあって、マッチョ父やゆるふわ母だけでなく、屋敷のみんなもすぐに受け入れてくれた。

　時にはエリーが父に叱られてしょんぼりしていると、そっと体をすり寄せて慰めてあげたりもするんだぜ。本当にシロはいい犬だよ。

　いい犬、なんだけどさ……。

「シロ、お前さ。ちょっと大きくない……？」

「ワオ？」

　シロはこの三ヶ月でかなり大きくなっていた。

　いや、かなりというか、どう見ても大きすぎだろ!?

　ざっくり例えると、俺がかつて生きていた世界でよく見る『一般的なジュースの自動販売機』ぐらいの大きさだぞ!?

　そこのところを、両親やフリードに聞いてみたのだが、

「すまん、私はあまりペットに詳しくなくてな」

「うふふふ、シロったらモフモフね」

「坊ちゃまもシロのように、大きな人間に育っていただきたいものです」

　なんて言う始末だ。

　エリーにいたっては、シロの上に跨って遊んでいる。

　まあそれは俺も同じなのだが、テヘ。

（……まあ、異世界だし？　ペットのサイズも色々なのかもな）

　と、俺自身も勝手に納得し、特に気に掛けることもなく、今日もモフモフするのであった。




　あの時の話を少しすると、特にマッチョ父は、俺がシロを連れて帰ってきたことよりも、巨大な魔石を持って帰ってきたことに関し、ものすごく驚いていた。

　あれぐらい大きな魔石を持っている魔獣であれば、国家レベルで討伐隊が組まれるほどのものらしい。

　俺は俺で、シロとの出会いを踏まえ、オークとの戦闘経過を簡潔に説明したのだが、どうもみんなの反応がピンシャンこない。

　なのでさらに、オークが持っていたでっかい斧や、その真っ赤な体の色等の特徴を説明すると、どうやら俺がオークだと思って戦った魔獣は『オークキング』と呼ばれる、通常のオークの上位種らしいということだった。

　この『オークキング』という魔獣に関しては、その怪力や凶暴性などから、過去幾度となく、種族を問わず甚大な被害を出しているものらしく、このためうちの領内でも一時調査隊が組まれ、白銀の森の大規模な調査が行われたほどだ。

　その際、森の奥に指揮官として入って行ったマッチョ父は、

「も……森の奥にあんな大きな池や、長城のような壁があったかなぁ……？」

　などと考え込んでいたらしい。テヘペロ！

　だがその後、俺の証言どおりの場所からオークキングの死骸の燃えカスや、遺留された斧なんかが見つかったこと、また通常のオーク種が生活する痕跡も認められなかったことから、現時点では対処の必要なしと判断されたらしい。

　父は父で、オークの脅威は去ったものの、手元に残った巨大な魔石の使い道や、王様への報告をどうするかで頭を悩ませていたけどね。

　わっはっはっは！　頑張れマッチョ父！　みんなの明日のために！




　そんなある日のこと。

　俺はマッチョ父の執務室へ行き、ある提案を持ちかけていた。

　父は難しい顔をして顎をさすりながら、言葉を発する。

「うむぅ……確かにあの荒野で農業ができれば、領民の生活はとても豊かなものになるだろうが……。しかしレイン、本当にそんなことが可能なのか？」

「はい父上。私はそのためにこの十年、森の中で遊……ではなく、研究と実験を重ねてまいりましたので」

　マッチョ父はため息をつきながら続ける。

「具体的にはどうするのだ？　あそこはずっと昔から不毛の大地だぞ。農作物はおろか草木もほとんど育たない上、井戸の一つも掘ることはできないのだ。それはお前も知っているだろう？」

「承知しております。ですので私は、そこに灌漑設備を構築し、開墾した土地の隅々にまで水が行き渡るようにした上で、領民に土地を耕作させてはどうかと考えています」

「灌漑設備などと簡単に言ってくれるがな……そんなことは昔から何度も試みられている。まずあそこは土壌が固すぎるのだ。どんな農具もすぐに傷んでしまい、長期間作業を継続することができん。加えて水脈の類がまったく見つかっていないゆえ、水を引くなど夢のまた夢なのだぞ？」

　腕を組んで唸るマッチョ父に、俺はにっこり笑って答える。

「ええ、ですから。ダムを造るんですよ、父上」

「ダム？」

　おそらく俺が何を言っているのかよくわからないであろう父は、頭の上に『？』マークが点灯しているようだ。

「何を訳のわからないことを……とお考えでしょうが、父上。先日のでっかい魔石をお借りすることができれば、きっと何とかなります。どうか僕に試させてはいただけませんか」

　俺はいつになく真剣な眼差しでマッチョ父を見る。

　こっちも真剣なのだ、ここで簡単に引くわけにはいかない。

　だってこれは、俺が目標とする『あくせく働かず、領内を豊かにした後は、悠々自適のスローライフを送ろう計画』の第一歩なのだから！　にゃはははははは！

「まあ、お前がそこまで言うのだから、何か考えがあってのことだろう。いいだろう、やってみようではないか」

「ありがとうございます、父上！」

　よしよし！　よ――し！　これでマッチョ父の言質は取った。あとは行動あるのみだぜ！

「では父上、早速行きましょう。今から行きましょう！　既に拠点となる場所の目星は付けてありますので！」

「お、おい、レイン。ちょ……ちょっと待ちなさ……お――い？」

「いざいざ！　参りましょう父上！」

　俺はためらうマッチョ父の背中を半ば無理やり押しながら、砂塵の舞う荒野に向かうのだった。




「ここです、父上。ここにダムを建設しましょう」

　俺はシロに跨り、無理やり馬車に放り込んだマッチョ父を連れて以前から目星をつけていた小高い山のようになった場所へ降り立った。

　俺ったら既に『ダム建設予定地！　危険、近寄るな！』と書いた立札まで立てていたもんね。

「はぁ、レインよ。ここで一体何をしようというのだ？　そ……そうか、もしかするとお前、実は何か悩み事があって私をこんな所まで連れてきたのか？　おぉ、もしや好きな女でもできたか？　うむ、まぁ男同士、そういう話も悪くはないな」

　……マッチョ父は何か盛大な勘違いをしているようだな。

「父上、大変ありがたい話ですが、それはまた別の機会に。まずは私の計画を説明します。この丘からあちらの丘までの範囲にダムを造ります。ダムというのは、簡単に説明いたしますと、自由に貯水と放水を操ることができる超巨大なため池とご理解いただければよろしいかと思います。その上で、そこから水路を網目状に張り巡らせるとともに、領内の河川までつなげます。そうすれば、この広大な荒野は何と！　肥沃な農地に早変わり、という寸法です」

　俺はフンスと鼻息を荒くしながら、胸を張ってマッチョ父に計画を説明する。

　しかし父は、嬉々として説明する俺とは対照的に表情を曇らせ、半ば諦めたような様子でつぶやいた。

「レインよ……。お前の年齢不相応な思慮深さや頭の良さは、誰もが認めるところではあるがな。しかしそれはさっきも説明したように、どう転んでも無理な話なのだ。先達も幾度となく開拓を試みたが、その度に失敗し、全てが徒労に終わってきた……。もはや絶望的なこの荒野は、捨て置く他に手段はないのだ……」

　だが俺は、そんなマッチョ父の諦めムードを吹き飛ばすかのように、にやりと笑って父を見る。

「ふっ……父上ともあろうお方が、何を申されますか。絶望を希望に、不可能を可能にするのが、この世界のとんでも魔法ではないですか」

　俺はそう言いながら右手を上げると、ぎゅっと握った拳をマッチョ父に向けた。

「ん？　とんでも……何だ？」

　父が困惑した顔で俺を見る。

　おっと、本音が漏れちゃったぜ。

「まあ、百聞は一見に如かずなどと言います。まずはご覧ください。あ、少々揺れると思いますので、ここから落ちたりしないよう、十分に注意してくださいね」

　マッチョ父にそう告げた俺は、無人の荒野へと向き直り、大きく深呼吸をした。

　そしてしばらく間をおいた後、脚を肩幅に開くとともに両手を前方に向け、そこに身体の中で練り込んだ魔力を集中し始める。

　使うのは、火の魔力と風の魔力……それも今日は思いっ切りだ。

　この十年、一生懸命に培ってきた魔法や魔力量の向上は、今日この日この瞬間のためだったと言っても過言ではないだろう……。きっとこれから目まぐるしく変わっていくであろう様々なことを想像すると、ついつい顔がにやついてしまう。

　俺は大きく息を吸い込んだ。そして――。

（行っくぜぇ！　まずはここの余分な土を削り取る!!）

「いらっしゃい、食っちゃ寝生活！　そしてさらば、ブラック企業――!!」

　俺はついついそんなことを叫びながら、両手から一気に極大の魔力を放出した。

　もちろん目の前の土地を大規模な爆発で消し飛ばすため、自分たちが爆風でぶっ飛ばされないよう、単独で別件風魔法を行使して俺たちの周りに結界を構築することも忘れない。

　ズッドオォ――――――――――ン!!

　凄まじい轟音とともに、大規模な砂嵐のように粉塵が舞う。

　マッチョ父はそのあまりの威力に咄嗟に身構え、防御の姿勢を取った。

　おぉ。さすがマッチョ、王国で騎士の役職を務めているだけのことはあるな。

「それっ！」

　そこから俺は、再び風の魔法を単独で行使して強風を起こし、辺り一面に舞う粉塵を吹き飛ばした。

　目の前の光景に、マッチョ父は言葉を失う。

「こ、これは……」

　俺たちの眼前には、超巨大なクレーターが、ぽっかりとその姿を顕していた。

　だがこんなものはまだまだ序の口、大規模工事は始まったばかりなのだ。

「よし、堤高は十分だな。次に壁をしっかりとコーティングして……っと」

　俺は間髪入れず、今度は土魔法を行使して、クレーターの内部を固い土で隙間なくコーティングしていく。

　うんうん、ここでしっかり基礎工事をしておかないとな。ちょっとでも手を抜いて、万が一にもダムが決壊するなんてことになったらシャレにならん。

　視界の端っこでは、マッチョ父が凍ったように固まったままだが、俺も作業に集中しているので構っている暇はない。

　シロはシロで、見慣れた俺の魔法に飽きてきたのか、既に眠っている。

　それから三十分程度でダムの基礎工事は完了した。

　いや～、魔法って便利っすな～。

「いかがですか、父上。これがダムと呼ばれるため池です。ほら、ちょうどあそこの水門を開放して放水すれば、任意に貯水量の調整や、農地への水の供給が可能です」

　セルフ氷結魔法で固まったままのマッチョ父だったが、俺の説明にやっと我に返ると、絞り出すように言葉を発した。

「レ……レインよ。お前、一体いつからこんな大規模な魔法を……？　それも二種類の魔法を同時に行使していなかったか……？　あぁ、いや、それよりも魔法の詠唱は……詠唱はどうしたのだ？　食っちゃ寝云々のよくわからん単語は聞こえたが、魔法詠唱がまるで聞こえなかったのだが……」

　ん？

「詠唱……とはなんでしょうか？　父上」

「え、詠唱とはなんでしょうか？　などと真顔で言われても……。詠唱は……詠唱だろう？　お前、知らないのか？」

「……？　いや、知りませんが？」

「え……？」

「え？」

　俺はマッチョ父と顔を見合わせるも、お互い訳がわからない、という様子だ。

　父は父で、もはや二の句が継げぬという表情で、首を傾げる俺と基礎工事の終わったダムとを交互に見ながら、ぽつりと一言つぶやいた。

「レインよ。お前の才能には昔から驚かされたが、こ……ここまで驚いたのは生まれて初めてだ。色々と言いたいことや聞きたいことはあるが……。まあともかく、これがお前の言っていたダムというものなのだな？」

　おお、さすがはマッチョ父兼うちの領主。

　色々と湧き上がる疑問を飲み込んで、今必要な物事に集中できるということは素晴らしい。

　しかしどうやらこの世界では、魔法を行使するに当たっては詠唱というものが必要だったらしい。

（百人一首を読み上げるようなものだろうか……？）

　俺はむしろそんなものを暗記して、空で言える方がすごいと思うのだが。

「はい、父上。これでダムの基礎工事は完了です。続いてここに水を貯める作業に移るのですが、ここでは先日の魔石が必要になってきます」

　俺はそう言うと、先般オークキングから出てきた、火属性の赤く巨大な魔石を取り出した。

「うむ？　水を貯めるのに火の魔石を使うのか？　もう一度大規模な爆破が必要なのか？」

「いえ、別に魔石の属性自体はどうでもいいのですが、重要なのはこの魔石が内包できる魔力量です。ここまでのサイズの魔石が手に入ったからこそ、ようやっと今回の計画を実行に移すことができました。ではでは、早速魔石の属性を変換してしまいますね」

　途端、マッチョ父の顔色が変わる。

　片眉を上げ、何言ってんだコイツ？　という表情だ。

「おいレイン、魔石の属性を変換するとは、どういう意味だ……？」

「……？　どういう意味だと言われましても……」

　疑問符だらけの父を尻目に、俺は胸元に抱いた魔石に水の魔力を集中させる。

　何をするのかというと、ズバリ、巨大な魔石の中に渦巻く大きな火の魔力を、さらに膨大な量の水の魔力を流し込むことで、その魔石の属性を『変換』するのだ。

　この魔石の『属性変換作業』についても、これまで小さな魔石で何度も実験済みだ。

　そうこうしているうち、赤く輝いてた魔石が、見る見るうちに青い光を帯びてゆく。

「ま……まさか……こんなことが……！」

　マッチョ父はもはや疲れ切った様子で、後ろに束ねた金色の髪の毛がこめかみの周辺からこぼれ出ており、時代劇の困った町人のように、やつれている感が滲み出ている。

　な……何かすまん、父よ。

「では、これをここに、嵌め込んで……っと」
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　俺はそう言いながら、青く輝く魔石をダムの外縁部に作った窪みに設置すると、さらにそこに魔力を集中させる。

　すると次の瞬間、火属性から水属性へと変わった巨大な魔石から、膨大な量の水が放出され始めた。

「よしよし。この分だと二日もあれば、ダムを水で一杯にできると思います。後は早急に水路の工事に着手しないといけませんね。もちろん領民の方々にも作業を手伝ってもらい、お給料も支給しましょう。そうすれば経済も大きく循環するでしょうしね」

「レ……レインよ……」

「はい？」

「先ほど私は、ここまで驚いたのは生まれて初めてだと言ったが撤回しよう。どうやら、人間驚きすぎると、もはや言葉すら失ってしまうようだ……」

「あれれ？　何か問題がありましたでしょうか？」

　そんな俺の言葉を聞いたマッチョ父は、まるで真っ白に燃え尽きたかのように、引きつった笑みを浮かべて立ち尽くしていた。




　もちろん、この時の俺はまったく知らなかった。

　大小の大きさに関係なく、魔石の属性を変換するなどという技術は、この世界の誰一人持ち得るものではないということを。

　また、この世界において魔法使いと呼ばれる者は、仮に複数の魔力属性に適性を有していたとしても、通常は単一属性の魔法行使しかできないということを。

　――そして。

　複数の魔法を同時に行使した上、それを『合成』して新たな魔法を生み出したり、特別な物質を構築するなどという離れ業は、もはや神話の時代のおとぎ話の中でのみ、存在していたということを。
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　領内の荒野を豊かな農地にすべく、ダム建設を皮切りとした俺のスローライフ計画は順風満帆に進んで……、いなかった。

　いや、むしろ速攻で壁にぶつかっていた。

「荒れ地を開墾できる農具がないのだ……」

　自宅に戻った後、色んな意味で疲れ切って筋肉までしぼんだような様子のアンマッチョ父が、執務室でポツリとつぶやいた。

　先ほど俺が見せた無詠唱の魔法行使やその規模、また合成魔法や魔石の属性変換等諸々の件に関しては、折を見て国王に報告を上げるとのこと。

　仮にそんな事実を黙っていたとすれば、下手をすると謀反の疑いありなどと難癖をつけてくる貴族もいるらしい。

　ちぃっ！　しょうもない奴らがいるもんだぜ！　まあ、それはそれとして。

「農具、農具ですかぁ……」

　ヒャッハー、父上！　実は俺の手からは、トラクターなんかも飛び出てくるんですよ！　などというのはさすがに無理だわ……。

　オーマイゴッド！　……いや、まあゴッドと言っても、それは多分あのルーシアだけども。

「一つ、方法がないわけでもないのだが……」

　マッチョ父は難しそうな顔でそう言った。

「解決策があるのですか？　あるならぜひ教えてください。できることなら何でもします」

　ははは……食っちゃ寝スローライフを手に入れるためとはいえ、我ながら必死だな。

　あれ、でもなんかおかしくね……？

　逆に仕事、増えまくってね……？

「領内の西はずれに住む鍛冶職人に、開発用具の生産を頼むのだ」

「鍛冶職人さん……ですか？　……すみません、私としたことが、領内にそのような腕のいい職人さんが居住されているなど、把握しておりませんでした」

「いや、お前が生まれてこの方、彼は目立った鍛冶仕事などはしていないだろう。それこそ時々気まぐれで、ご近所さんに頼まれて包丁を打つ程度だろうな」

「えぇ……？　お、お話を聞く限り、ただの怠け者にしか聞こえませんが……。本当に腕のいい職人さんなのですか？」

　マッチョ父は少し考え込んでいたが、ややあってその場で立ち上がると、腰に提げた剣をスラリと抜いた。

「おぉ……！」

　思わず声が漏れた。

　俺は父が剣を抜いたところを初めて見たが、素人目に見ても、その美しい剣がかなりの業物だとわかる。

　鍛え抜かれたであろう刀身は、それそのものが強い輝きを放っているかのように見えるし、そこから想像されるのは、一級品の切れ味だ。

　それだけでなく、柄に施された装飾や鞘の細部に至るまで、大胆かつ丁寧に施された意匠に関しても、素晴らしいとしか言いようのないものであった。

「この剣はな、私が領主となった祝いにと、その鍛冶職人に頼み込んで打ってもらった剣だ」

「……素人の私にも、それが素晴らしい業物であることがよくわかります」

「うむ。……しかしな、これを打ってもらって以降、彼は目立った仕事はしていないのだ」

　成程……。ここまでの仕事ができるけど、それを最近やってないってことは……。

「……おそらくは、気に入った仕事しかしない、いわゆる職人気質、なのですね」

　マッチョ父は大きく目を見開くと、驚いた顔で俺を見る。

「ふっ、そのとおりだ。まったくお前の慧眼には恐れ入る」

「いえ、たまたまですよ」

　父は恭しく剣を鞘に納めると、大きくため息をついた。

「……実はお前が生まれた時も、護身用に剣をと頼みに行ったのだがな、気分が乗らないと言われ断られてしまってな……。それ以降はなかなかに忙しく、そのままになってしまっていたのだ」

　ふむぅ。では俺がその職人の爺さんかな？　を説得して、丈夫な農具を作らせることができれば、万事解決というわけだな。

「承知しました、父上。私が行ってその職人のお爺さんを説得してまいります」

「……ふむ、そうだな。挨拶がてら、お前が訪ねていくのも一つの手かもしれんな。よし！　では書状を用意するので、しばらく待っていなさい」

「承知いたしました、お手数お掛けいたします」

　俺は一礼してマッチョ父の執務室を出ようとしたのだが、父から呼び止められた。

「ふふふ、そいつは別に爺さんじゃないぞ？　ドワーフ族でワッツという名の鍛冶職人だ。変なことを言うと、ぶん殴られるぞ？」

　な、ななな……殴られるだって!?

　ドワーフ怖ぇな!?




　俺はシロに跨り、領内をゆっくりと西へと進んで行く。

　立派な封蝋が施されたマッチョ父の書状を携えて。

　もちろん道中も、俺は領内の巡視もしっかりと行う。

「坊ちゃんご機嫌麗しゅう」

「レイン様こんにちは！」

「シロちゃん！　今日もおやつあげるね！」

　道端でおしゃべりしている奥様方や、木登りをして遊んでいる子供たちまで、たくさんの領民たちが、笑顔で挨拶をくれる。

　シロも意外に人気者なんだな。たまにいなくなると思ったら、勝手にうろうろしておやつとか貰ってたのかよ。

「ははは。みんないい人たちだな、シロ」

「ワンワン！」

　俺は正直言って、自分の将来（主に食っちゃ寝生活）のために動いている節があるのだが、それ込みでも、俺やシロを温かい気持ちにしてくれる優しい領民の皆さんには、もっと豊かな暮らしをしてほしいと思う。

　うん、そうだよ。彼らのためなら、少しぐらいの困難なんてほほいのほいだぜ！




「……誰だおめぇ！　ここはガキの遊び場じゃねぇんだ！　とっとと帰んな!!」

　バタァン!!

　ギィ……と音を立てて開かれた重い木の扉は、怒声とともに乱暴に閉められた。

　そして何より、めちゃくちゃ酒臭いじゃないか。

　さっきちらりと顔を覗かせたのが件のドワーフか……。

　な、なにがほほいのほいだよ。オークより怖えじゃねえか……。

　シ、シロは……あっ！　さも興味なさそうに遠くで寝てる!?　きょ、今日はもうおやつ抜きだからね！

　認めたくはないが、どうやらあれがマッチョ父が言っていた、ドワーフの鍛冶職人ワッツだと思われる。

「はぁ……」

　俺は帰りたい気持ちを必死に抑えつつ、もう一度扉をノックする。

　農具を依頼する前に、下手をすると何かの道具でぶん殴られるんじゃなかろうか。

「……すみません、鍛冶職人のワッツ様とお見受けいたします。領主である我が父、グレンフィード・プラウドロードの遣いで参りました。私は息子のレインフォードと申します。扉を開けていただけませんでしょうか？」

　しばらく間を置いて、ギィ……と音を立てながら、再び扉が開いた。

　間もなく扉の向こうから、背は低いが、筋肉もりもりガチムチオジサンが再度出現する。

　その顔はもじゃもじゃの無精髭に覆われており、もう一つ加えると、めちゃくちゃ酒臭い。

「……なんだお貴族様だったのかよ。そうならそうと早く言えってんだ。チッ……とっとと中に入りやがれ」

　いかにも不機嫌そうに舌打ちしながら、ワッツは俺に入室を促す。

「し、失礼いたしま～す……」

　恐る恐る中に入ってみると……、うへぇ！　予想どおりの散らかりようだ。

　ゴミや酒瓶やら何やらが、あちらこちらに散乱している。

（うっぷ……家の中はさらに酒臭い……）

「見てわかるだろうが、わしはドワーフなんでな。お貴族様には悪いが、洒落た茶なんぞ出す習慣はねぇぞ？　……で、用件はなんだ」

　ワッツはドカッと椅子に腰を下ろすと、ぶっきら棒にそう言い放った。

「はい、実は父からの依頼を承って参りました。まずはこちらをご覧ください」

　俺は気を取り直すと、しっかりとマッチョ父の封蝋が施された書状を手渡す。

　ワッツは乱暴にそれを開くと、さっと一読した。

「はっ！　土台無理な相談だな、こいつは」

　ワッツはそう言うなり、父の書状をあさっての方向へ放り投げ、俺を睨みつけた。

「あの荒野を耕すための鉄器を作ってくれだと？　しかも数を揃えてだぁ!?　今更何言ってやがるんだ、おめぇの親父は。あそこの固ぇ土を耕せる鉄なんぞ、ここらにあるわけねぇだろうが！」

「うぅ……やはりだめですか……」

　俺はしょんぼりしながら言う。

「父の持つ立派な剣を打ってくださったというワッツさんなら、丈夫な農具を作っていただけるかと思ったのですが……」

　ワッツは机の上に置いてある酒を勢いよく呷りながら、吐き捨てるように言った。

「はっ！　ありゃなお前、そんじょそこらの鉄じゃないのさ。ありゃあ鋼って言ってなぁ。ドワーフからすりゃ、それは打ちがいのある素材なんだよ。けど最近じゃあそんなもん、どこを探してもほとんど手に入りゃしねぇしよ。馬鹿らしくて、鍛冶仕事なんてやってられっかってんだよ」

　ふむふむ、成程なるほど。どうやらワッツはやる気がないわけじゃなく、素材に困っているらしい。

（できないからやらないんじゃなく、やりたいけどやれないのか。これは大きな違いだな）

「ワッツさん。父から聞かされた話では、今でも時々包丁などの簡単な器具は作っていらっしゃるという話でしたが。そもそも鉄自体はここにはないのですか？」

　その途端、ワッツの目の色が変わった。

　うわ、やべ……。ドラ〇エの大目玉みたいに、痛恨の一撃を繰り出してくる……？

「……なめてんのかおめぇ……。鍛冶屋の工房に鉄がないわきゃねぇだろうがよ……。んなもん腐るほどあらぁな」

　俺はなおも食い下がる。こっちも簡単に引き下がるわけにはいかないんでね。

「ちょっと見せていただきたいのですが……」

「……チッ。ガキの遊び場じゃあねえんだがなぁ。まあいい、見たいってんなら見せてやらぁ。付いてこい」

　ワッツはそう言って、もう一度グビッと酒を呷ると、のっそのっそと奥の工房へと歩いてゆく。

　まぁ、悪い人ではなさそうだ。良くも悪くもガチの『職人』なんだろう。

「ほら、よく見な！　そこらにゴロゴロ転がってんのが鉄の塊だ。数ばっかり揃ってもなぁんにもなりゃしねぇ！」

　ガン！　と大きな足で勢いよく鉄を蹴るワッツ。

　小声でイテテテ……と聞こえるのはお約束だな（笑）。

　けれど驚いたことに、表の居住スペースとは打って変わって、ワッツの工房は驚くほど綺麗に整理整頓がなされていた。

　鍛冶に使うであろう様々な器具や、火を起こす炉の細部に至るまでが美しく整備されており、埃ひとつ付いていない。

　はたから見れば、実は鍛冶がしたくてしたくて仕方ないんじゃい！　という風に見えるな。

「これが鉄ですか」

　俺は工房の床に無造作に置かれた鉄の塊をコンコンと叩いて感触を確かめると、そのまま持ち上げてみる。

「はぁ……もういいだろ？　ほれ、そろそろ帰んな。別にお前さんも親父に怒られやしねぇだろう。わしのやる気が湧かねぇだけなんだからな」

　ワッツは俺に向かってシッシッ！　と手を振ると、出ていくよう促した。

　そんなワッツを横目で見ながら、俺は今、じっと鉄とにらめっこだ。

（確か鉄を精錬したものが鋼だったよな……。であれば、マッチョ父の持っていた剣をイメージすれば、あの材質を再現できないだろうか……？）

「おいおい、なにしてんだおめぇ」

　ワッツが何かぶつぶつ言っているが、俺は構うことなく黙って鉄を見続ける。

　そしてその間も、父の剣を強くイメージする。

（火の魔法で高熱を加えて鉄を溶かし、んでもってそこに残った不純物を、風の魔法から発生させた気体と反応させて還元。最後にそれらを取り除けば……）

　そう考えた俺は、なおも強く父の剣の材質をイメージしながら、鉄の塊を持ったままの右手に魔力を集中させ、超高熱を加え始める。

　俺を中心として、工房内の温度が瞬く間に上昇していく。

　異変に気付いたワッツが、思わず叫んだ。

「うぉぉ……！　暑ぃ……!!　お、お前、一体何を……!?」

　俺が持っていた鉄は、見る見るうちにマグマのような赤く輝く液体となって流れ出す。

　そこにすかさず風の魔法を合成し、鉄に残った不純物と化学反応を起こさせ、しっかり取り除いていく。

　しばらくの間その工程を続けた後、最後に水魔法で急速に冷却すると……。

　ジュウゥゥ……！

　大量の蒸気と、蒸せ返るような暑さでワッツの工房が満たされた。

「これでどうですか？」

　俺は鉄の塊から抽出した、見違えるように美しく精錬された輝く鋼をワッツに提示した。

　それを見たワッツは大きく目を見開いたまま、文字どおり絶句する。

　それでも何とか我に返ると、震えるように声を振り絞った。

「お前、こりゃあ、鋼じゃねぇか……。いや、しかもこいつはただの鋼じゃねぇ……。とてつもなく純度がたけぇ……」

　ワッツは俺の手から精錬された鋼を奪い取ると、喰い入るように凝視している。

　様々な角度から見たり、頭でコンコンしてみたり、臭いを嗅いだり……おいおい、食べてどうすんだよ。

　そして――。

「……てくれ……」

　ワッツが俺に向かって小声で何かつぶやいた。

「えっ？　すみません、よく聞こえませんでしたが……」

「ぜひともわしに打たしてくれ！　……いや、打たせてくだされ!!」

　ガバッ！　っと、突如ジャンピング土下座の姿勢に移ったワッツ。

　うおぉ!?　びっくりした。

　やっぱこの世界にも土下座があるのか。

「いえいえ、やめてくださいワッツさん。頭を上げてくださいよ。僕はただ、正当な仕事の依頼で来ただけなのですから」

「いや！　あんたにとっちゃあそうかもしれんが、わしらドワーフにすりゃあ、如何にいい素材で仕事ができるか！　そっちの方が何倍も大事なんじゃあ！　どうか、どうかぁ……!!」

　額を地面に擦り付けて懇願するワッツ。

　終いには、床からゴンゴンと音が鳴りだす始末。

　そ……そこまでせんでも！

「わ、わかりました、わかりましたから！　ですのでもう、土下座はやめてください」

「おぉ……！　そうか！　あんがとな！　恩に着るよ!!」

　まるで新しい玩具を与えられた子供のように、目をキラキラと輝かせながらワッツは俺を見ていた。




　それから多少落ち着いた様子のワッツとともに、農具の種類や製造個数、その他納入期限や報酬の話などを一つひとつ詰めていった。

　その間も、ワッツは終始ほくほく顔で、嬉しそうに色々と提案をしてくれた。

　本当に鍛冶が好きなんだろうなぁ。

　さすがはドワーフといったところか。

「それでは、私はこれで失礼いたします。以上のこと、どうかよろしくお願いいたします、ワッツさん」

　ミッションコンプリート！　これでまた目標に向かって一歩前進したぜ！　などと思いつつ、俺は笑顔で手を振りながら、ワッツの工房を出て帰ろうとした。

　……したのだが。

「……おいおい、ちょっと待ってくれよ、領主二世様よぉ」

　何だそりゃ。変な呼び方すんなや。

「ワッツさん、私のことは気軽にレインと呼んでいただいてかまいませんよ。その方があなたもやりやすいでしょう？」

　ワッツは一瞬目を丸くしたが、すぐにニヤリと笑みを浮かべる。

「にひひ……そうかよ。お前さん、お貴族様にしちゃあ、話がわかるじゃねぇか」

「そうですか？　どこにでも転がってる普通の人間だと思いますがね」

　両方の手の平を上に向けて肩をすくめ、俺もニヤリと笑い返す。

　わっはっはっはっはっ！

　そんな俺の様子を見るや、大きな笑い声をあげたワッツは、輪をかけて楽しそうだ。

「そうかい、そりゃいいな！　あっはっはっはっはっ！　何だか今日は、いい素材と面白れぇダチをいっぺんに貰ったみてぇな気分だわい」

「ふふふ、友人ですか。うん、いいですね、それ。すごくいいです。それでは今後は、友人としても、よろしくお願いしますね」

　俺とワッツはガッチリと握手を交わした。

　マッチョ父の依頼でここに来て、最初はかなりやばい所に来たと思ったが、結果的にはいい出会いがあった。

　今後もこのワッツとは、長――い、お付き合いになりそうだ。

　そんなことを考えながら、俺は再びワッツの工房を出ようとした。

　だが断られた。

「おいおい、待ってくれと言ったろうがよ、レイン。お前さんよぉ、ここに置いてある大量の鉄、一体誰が鋼に精錬すんだよ？　わしはできねぇぞ？」

「……あっ！」

　俺はふと、大量の鉄の間に見えた窓から外を覗いた。

　そこには、麗らかな日差しの中で気持ちよさそうに眠るシロが、一つ大きなあくびをする様子が見えたのであった。

　タスケテ……。
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　ドワーフ鍛冶職人ワッツの協力により、数多くの頑丈な開発用器具が導入された。

　剥き出しの固い土の上に、大小多くの歪な形の固い岩石をさらし、そこに訪れる者全てを永きにわたって拒み続けてきた荒野。

　そんな荒野を、今はみんなで一緒に、思いっ切り掘り返していく。

　メイドバイワッツの鋼の農具は効果抜群！　びっくりするぐらい、開墾が進む進む。

　今俺たちの頭の上に黒いウィンドウが顔を覗かせているとしたら、きっとそこには『ガンガン行こうぜ！』とドット文字で書かれているだろう。

　そんな風に、領民たち一人ひとりが開拓の喜びを噛みしめながら笑顔で頑張っている様子を、俺とマッチョ父はダムの上から見つめていた。

「うむ。未だに信じられんことだが、この分ではそう遠くないうちに、あのどうしようもなかった荒野が、豊かな田園地帯へと様変わりしそうだな」

「はい、父上。しっかりと土地が整備できれば、本年中には大規模な農業が開始できるかと考えます。またそこは水田として利用するだけでなく、一年のうちに米や麦を分けて作ることもできますし、他にも農地をしっかりと切り分けて三年程度のスパンを見通し、様々な作物を繰り返し育てることも可能かと思われます」

　マッチョ父は、俺のそんな言葉に少々変な顔をする。

「お前の言うコメやムギというのは、コーメやムーギのことか？　ふっ、お前は昔から少し発音がおかしい時があるな」

「あぁ、すみません。そうでした。コーメとムーギですね」

　こっちの世界においても米や麦は存在するのだが、どうやら発音が少し違い、元の世界の作物の名前を少し伸ばしたような感じになっているものが多い。

　米はコーメ。麦はムーギというような感じだ。

　最初はちょっと違和感があったが、まあ俺としてはわかりやすいし、特に異論はない。

「レイン、お前が言っていたように、我が領民たちは開墾に大変意欲的だ。無論、自分たちの食い扶持が増えるばかりか、給金まで貰えるとなると、言わずもがなではあるが」

「はい。ご承知のとおり正直に申しますと、土地の開墾作業については、全てを私一人で魔法で行うことも可能でした。とても簡単な作業です。土魔法で地面を掘り返し、形を整えながら水路を作る。後は水魔法で水を流し込んだり、作物を育てたりするだけですから。……しかしながら、それは得策ではありません」

「うむ」

「常に私があらゆることを魔法で解決したならば、最初はありがたがられるかもしれません、いやきっと涙を流して喜んでくれるでしょうね。けれど、きっといつしかそれが当たり前となり、領民は上から降ってくる利益の享受ばかりに執心し、結果として労働の意欲を失っていくことでしょう。与えられてばかりでは、人は成長しません。北風と太陽というやつです」

「そういうものか」

「そういうものです。そして自分たちで苦労して切り開いた土地であるからこそ、いつまでも大事にしてくれると思いますし、そこから生まれる経済活動は、自分たちの承認欲求であったり、満足感であったりするものをきっと満たしてくれるはずです。ともすればこの大規模開拓は、ある種の伝説の類として、何十年……何百年と子々孫々、語り継がれていくかもしれませんね」

　少し間を置き、俺はいたずらっぽい笑顔でマッチョ父を見る。

「ですので父上は、今後農地の経営がうまく回るよう、土地の配分や小作人の選定、新たな農器具の開発と製造の着手、そのための各種素材の確保、その他周辺貴族との農作物取引ルートの新規確立や余剰作物の保管設備等の建設。あとは人口増加を見据えた新しい住宅地の整備もしないといけませんし、そしてまだまだ他にも……ペラペラペラペラ……」

「待て！　待て待て！　そんなにいっぺんにできるものではなかろう。私を過労死させる気か？」

　マッチョ父が悲壮な顔をして俺を見る。

　ふ……ふっふっふ……、甘いなマッチョ父……。こんなもん、まだまだ序の口やで……？

　真のブラック企業はこんなものではないんだぜ？

　俺の暗い表情に、若干引いた様子のマッチョ父だったが、ふと一息付いた後、父は言った。

「しかしな。お前には驚かされてばかりだ。本当に私の子か？　と思うほどに優秀だ。お前はまだ十歳そこそこだろうに、一体どこからそのような知識が湧き出てくるのだ？　そしてまるで遥か未来を見通したかのような政策まで考えている。もしかすると未来が見える千里眼か何かでも持っているのではないかとすら、思ってしまうぞ」

　んん？　おっと、これは少々やりすぎたかな？

　いや……。けどまあ、まだまだ大丈夫だろう。

　俺はねぇ、マッチョ父よ。もっともっとも～～っと領地を発展させて、俺がいい年になる頃には（中身は既にいい年だが……）きっと左うちわの暮らしにしてみせるぜ。

「ふふふ。本で読んだ知識の受け売りですよ。あとはそうですね……、何か色々ですよ」

「はぁ……、色々か」

「うん？　父上、あれ。下でフリードが我々に向かって手を振っていますよ。行きましょう！」

　俺はサッとシロに跨ると、ダム山の斜面を颯爽と駆け下りていく。

　もちろん、その間もシロをモフモフすることを忘れない。

　こ……これがええんや、この感触が……。モフモフモフモフ。

「ふぅ……。あんなに幼かった我が子が、こうも頼もしく見えるとはな……。ふっ、我ながら老いたか」

　小さくそうつぶやいた父も馬に鞭を打ち、二人でフリードの下に向かうのであった。




「税務査察官……ですか」

「はい、王国の中央から派遣されていらっしゃった……とのことです」

「むぅ、そろそろ来る頃かと思っていたが……。存外に早かったな」

　俺はマッチョ父とフリードと一緒に自宅に戻りながら、突然の来訪者に対する説明を聞いていた。

「此度の荒野開拓計画は、既に王家の知るところでもあるからな。おそらくかなりの増税措置となるだろうな」

　な……ななな、なにぃ――!?

　ぜぜぜ税金……？　しかも、増税……だと？

「いやいやいやいや、父上。ちょっと待ってください！　増税措置と言われましても、まだ水路が開通したわけじゃないですし、農作物の一つだって植えていないではありませんか。加えてまだ作物がきちんと収穫できるのか、いや、そもそもちゃんと育つのかさえ確認できたわけでもありませんよ!?　それでも増税されるのですか？」

　捲し立てる俺の姿に、マッチョ父は眉間にしわを寄せ、難しい顔をしながら答える。

「うむ……王国の法律では『税務査察官による検分の後、作付け可能と思料される土地の面積に応じて課税する』となっているのでな。こればかりはこちらではどうしようもない。できるとすれば、細かい部分において、査察官殿と如何に折り合いをつけられるか……だな」

　フリードも父に続く。

「はい。そして今回の税務査察官として派遣されて来たのは、グレイトウォール公爵家の次男で、かのヴィンセント・グレイトウォール査察官となっています」

「……やはり立ちはだかるは、偉大なる壁、グレイトウォールか……。厳しい戦いになりそうだな……」

　マッチョ父は苦笑いを浮かべながら、大きくため息をついた。

「レインよ。お前は知らないかもしれないが、今日これから会うのは王国でも名うての税務査察官だ。グレイトウォール公爵家といってな、古来より、王家の側近中の側近の家柄で、王国財政の中枢を担っていると言っても過言ではない」

「おぉ、公爵家の人……ですか」

　俺は頭の中で、でっぷりとお腹の突き出たカイゼル髭のおじさんをイメージする。

　むっほっほっほっほ、というような笑い声を出しそうな、丸っこいおじさんだ。

「中でもヴィンセントという男は、その公爵家の次男坊でな。若い身空でありながら、数多くの税制業務をこなしつつ、剣や魔法の腕も超一流で、王国内でもトップクラスの実力の持ち主という噂だ。まあ、我が家とは家柄も経済力も雲泥の差、ということだな。これに睨まれれば、うちのプラウドロード家など、ひとたまりもなかろう」

　マッチョ父が眼を細めながら俺をじっと見る。

「レインよ……、わかっているな？」

　……成程、そういうことか。

「余計なことは言わず、じっとしておけ、ということですね？」

「察しが良くて助かる。すまんな。賢いお前のことだ、色々と言いたいことも出てくるだろう。優秀な査察官らしいのだが、少々性格に問題があるという話もあるしな。まあ今日はひとつ、じっとしていてくれ」

「委細承知いたしました」

　時と場合によりますがね……という俺の小さな声は、シロ以外、誰にも聞かれてはいまい。

　まあ、エライさんには色々と噂が付きものだろうし、税金関係のお役人ならば、そうそうひどい人間ではないだろうと思いたいものだが。




　自宅の庭には、既に一台の馬車が停めてあった。

　それは金銀装飾をふんだんに使用し、よくわからないゴテゴテした無駄な装飾が施された、いかにも豪奢な馬車だった。

　馬車を引っ張る馬もめちゃくちゃ立派で、『あ～ら奥さん、美容室に行かれましたの？　いや～ん、お綺麗ですわねぇ？』とでも言わんばかりに、毛並みも綺麗にカットされている。

　きっとこれが、うちにお越しになった税務査察官殿の馬車なんだろう。

（しっかし、こんな派手な見た目にせんでも……）

　そんなことを思いながら、今日はつまんない話が長引きそうなので、シロを自由にしてやる。

　シロはすぐに嬉しそうに村の方へと駆けていったが、またぞろおやつでもねだりにいくのだろうか。太っても知らないんだからね！

　そして自宅の玄関を通って、マッチョ父、俺、フリードの順番で応接室へと入ったのだが、俺はこの後とても驚くことになった。

「遅い!!　人を待たせるにも、程があるのではないか!?」

　俺たちは応接室に入るや、そこにいた人物に、ものすごい剣幕で怒鳴られたのだ。

「うぉ!?」

　俺がビビって声の主を見ると、そこには白銀の鎧に身を包み、腰にはいかにも高級そうな剣を差している細身の男性が立っていた。

　年齢は二十歳前後で、スラリとした長身と美しい金髪。

　そして印象的な切れ長の鋭い眼。

　一般的にはかなりイケメンの部類に入るのだろうが、その威圧感たるや半端じゃない。

　男は鋭い眼光でキッと俺たちを見据えると、右手で髪をかき上げながら、言葉を続ける。

「ヴィンセント・グレイトウォールだ。王国の命により、プラウドロード男爵家に対する新たな税率の算定に参った」
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　どえらい上から目線に感じるが、まあ偉いお役人さんらしいし？　こんなもんかね。

　マッチョ父が畏まって、貴族の礼を取る。

「はっ！　税務査察官殿、遠路遥々このような辺境の地にようこそおいでくださいました。お初にお目に掛かります。このエリーゼ地方一帯を治めております、グレンフィード・プラウドロードと申します。右は我が愚息、レインフォード・プラウドロードでございます。以後お見知りおきを」

　俺は父の紹介に合わせ、しっかりと貴族の礼を取る。

　そんな俺を、ヴィンセントと名乗った男は、ねめつけるように見る。

　……香水の臭いがぷんっぷんするな、この人。

「ほう……、貴様がレインフォード・プラウドロードか。噂ではなかなかの魔法の才能を持っているとか……。ふん、どうせ多少なりとも家を大きく見せようという、浅ましい過大報告なんだろうがな」

　ヴィンセントはニヤニヤしながら、興味なさそうに俺から視線を外すと、今度はいかにも侮蔑を込めた目でマッチョ父を見た。

　ははははは。いるよねー、こういう人。

「さて、時間が惜しい。今回対象となる新たな課税地の図面及び作付け面積の表を用意しろ。それに応じて早急に税額を決定する」

　ヴィンセントは再び髪をかき上げると、ドカッとソファーに腰掛けた。

　さらにヴィンセントは、フリードが心を込めて丁寧に淹れた紅茶を一瞥すると、それをまったく飲もうともせず、不機嫌そうな表情で、吐き捨てるように言った。

「……ふんっ、何だこの優雅さの欠片もない色の紅茶は。スラム街の泥水の方がまだマシではないのか？　……よくもまあ、このような代物を紅茶などと呼んでいるものだ」

　……成程、公爵家というのは仕草や立ち振る舞いが、こうも普通とは違うものか。もちろん悪い意味で。フリードが淹れてくれる紅茶は絶品なのにな。

「これはこれは、お気に召さず申し訳ございません。さて、資料はすぐに用意させますので。さあ、フリード」

　マッチョ父は、ヴィンセントの立ち振る舞いに関してあまり気にしていない様子で、テキパキとフリードに指示を出す。

　さっすが、我が家のみんなは大人だね！　もちろん、このレイン君も大人だよ！　既にぶち切れそうになんてなってないんだからね！　ビキビキ……。

「はっ。こちらでございます」

　フリードは、我が家の荒野開拓計画（俺のためのスローライフ計画とも言う）が詳細に記載された資料を恭しく机の上に広げたところ、ヴィンセントはすぐにそれに目を通し始めた。

　すると書類を確認するや、上から目線かつ軽薄で嫌な奴だと思っていたヴィンセントの目つきが、これまでとは一線を画したまったく違うものへと変わった。

　その目は、意外にも真剣そのものだった。

　さすがは優秀と言われるほどのお役人、押さえるところは、きっちり押さえているというところか。




　しばらく間を置いた後、各書類を見終わったヴィンセントは、再び横柄な姿勢でソファーで脚を組み直した。

「うむ、承知した。それでは新たなる税率を申し付ける。プラウドロード男爵家は来季より、金貨五百枚の課税増とする。以上だ」

「……金貨五百枚……ですか」

　マッチョ父は大きく目を見開いて驚いた後、苦虫を嚙み潰したような顔で声を絞り出した。

　こっそり後ろを振り向くと、フリードもかなり眉間にしわを寄せ、難しい顔をしている。

「何か不満でもおありかな？」

　ヴィンセントは何の感情もこもっていない声で、静かにそう言った。

　俺は再び父の方を見た。

　さっきからずっと同じ姿勢で眉間にしわを寄せたまま、何やら考え込んでいるようだ。

　その額には、じんわりと汗も滲んでいる。

　だが俺としては、父から今日は自重しろと釘を刺されたばかりだし、今のところ黙っているほかに選択肢はない。

　……しかしなぁ、金貨五百枚ってのは、正直ちょっとないだろう。

　ここでこの世界の貨幣価値について少々言及すると、金貨一枚の価値を日本円に換算すると、概ね十万円となる。

　ついでに他の貨幣価値等については、

　金貨一枚＝約十万円（＝銀貨十枚）

　銀貨一枚＝約一万円（＝銅貨百枚）

　銅貨一枚＝百円

　他の銭貨＝百円未満

　という感じになっている。

　また、金貨の上には実は白金貨というものがあり、

　白金貨一枚＝約一億円（＝金貨千枚）

　となっているが、これはさすがに俺も見たことがない。

　んでもってそこから計算すると、今回の香水臭い税務査察官殿の話だと、ざっと一気に五千万円の増税だ。

　まだ収穫高も確定していない状況において、これはちょっと厳しすぎやしないか……？

　これじゃあスローライフどころじゃなく、前世と同じ苦労ライフだよ……。

「……いえ、不満など毛頭ございませんが……。しかしかの土地については、未だ農地として稼働させてはおらず、また、いかばかりの収穫が望めるかも確定しておりませぬゆえ、少しばかり御考慮いただければ幸いかと……」

　マッチョ父は、その大きな肉体を小さくして何度も必死に頭を下げつつ、丁寧かつ慎重に言葉を選びながら、ヴィンセントにお願いしている。

　たとえ貴族という身分であっても、大切な領民のためなら躊躇せず頭を下げる父の姿に、俺は自分の胸が熱くなるのを感じた。

　だが、税務査察官殿においては、そうは思わなかったらしい。

「ふっ……おいおい、何か勘違いをしてやしないか。これは提案ではない、決定なのだ。忘れるなよ？　私は王命によりここに来ているのだ。これ以上異を唱えるということは、それは王家に対する翻意あり、とも受け取ることになるが、いかがかな？」

　マッチョ父は驚いた顔でヴィンセントを見る。

　ニヤニヤといやらしい笑いを貼り付けながら、ヴィンセントは再び髪をかき上げた。

（……ふふふ、まったく。人をイライラさせる才能の方があるんじゃないか？　ふ～、抑えろ、抑えろよ俺ぇ……。ここで怒っちゃあ元も子もないからな……）

「まさか！　王家に対する謀反など。このグレンフィード、一片たりとも、そのような思いはございませぬ！」

「であれば、私の決定は王家の決定と理解せよ。まだ何かあるか？」

「……いえ、承知いたしました。このグレンフィード、命に代えましても、必ずや王家のお言葉に従います」

　ヴィンセントは、もう一度ニヤリと下卑た笑みを浮かべると、またまた髪をかき上げながら、ゆっくりと立ち上がった。

　……きつい香水の臭いが鼻につく。

「ではこれで失礼する。このような辺鄙な土地にいること自体、私としてはこれ以上我慢できないのでね」

「……お待ちください……」

　突然口を開いた俺に、その場にいた全員の視線が集中した。

　どう考えても、このままでは少々理不尽にすぎるだろう。

　こっちの要望も、ほんの少しぐらいは聞いてもらわないとな。

　ちらりと見ると、マッチョ父はいかにも余計なことを言うなよ!?　という顔をしている。

　それはあれかな？

　言うなよ？　言うなよ？　絶対言うなよ!?　てやつか？

　だが断る！　それは言えって意味だよなぁ!?

「私から少々よろしいでしょうか。ヴィンセント税務査察官殿」

　俺の言葉を聞いたヴィンセントは、待ってましたとばかりに再びニヤリと笑った。

「ふっ、子供が私に意見する気か？　つまらんお遊戯はそこいらの犬にでも喰わせておけばいいだろう？」

　犬って？　シロに？

　さすがエライさん、それはそれでシロは美味しそうに食べるかもね。モフモフだし。

「成程、そうですか。公爵家出身の税務査察官ともあろうお方が、たかが十歳の私に言い負かされるのが怖いと？　ふふふ……恐れながら、税務査察官殿におかれましては、些か以上に肝が小さいと思わずにはおれませんね」

　ピシッ……。

　途端にその場の雰囲気が変わった。

　瞬時に一触即発の剣呑な空気となり、明らかにヴィンセントは不機嫌になっている。

　にししし……これは釣れたな、よしよし。

「ほほぅ、言うではないか。では私の決定にどのような不服があるのか、具体的に述べてみるがいい」

「レイン！　控えろ!!　ヴィンセント卿！　愚息はまだ十歳ゆえ、ことの善悪や重大さを推しはかることができません。ここはどうか子供の戯言と思い、何卒許してはいただけませんでしょうか!?」

　マッチョ父は焦った様子で、何度も何度も謝りながら、必死に男に訴えかける。

「黙れ！　貴様は最初に、息子を家名とともに私に申し立てたはずだ！　であれば、それはプラウドロード家の正統な跡取りである何よりの証!!　今更子供の戯言などと撤回できると思うのか!!」

　ヴィンセントは今にも切りかかるんじゃないかというような、すごい剣幕で父を怒鳴りつけ、さらにすごみを利かせながら俺を睨みつける。

「レインフォード・プラウドロードといったな。これから貴様が発する一言一句は、全て王家に対する言葉と思い、慎重かつ恐れをもって発することを勧めるぞ？」

　ヴィンセントは、低くドスの利いた声で、俺に対する切れっ切れの言葉のナイフを突き刺してくる。

　……おいおい、本当にお役人か？　この人。

　俺ん家の近所にあった税務署の人は、医療費控除の確定申告の時、もっと優しかったぜ？

　しかしコイツ、相当感情的になってやがるな。

　よしよし、なら逆に俺はここで、クールに口八丁で言い負かしてやるぜ。

　ついつい憎まれ口を叩いてしまったが、これまでのマッチョ父やフリードの姿を見れば、俺だけが感情的に突っ走るわけにはいかんしな！

　だがその時だった。

「おにたま？　おっきなお声が聞こえたけれど、どうしたの」

　何となんと、世界一かわいい俺の妹エリーが、これまたかわいい熊ちゃんのぬいぐるみを抱えて、現在地獄と化しつつある応接室に入って来たのだ。

　ところでみんな聞いた？　ヴィンセント君も聞いた？

　俺のこと「おにたま」だって！　きゃあわいい――！

　こんなかわいい妹を、こんなつまんないことに巻き込んじゃいけないな、うん、いけないよ。

「エリー、心配ないよ。今みんなで大切なお話をしていたところだったんだよ。後でお兄ちゃんと遊びに行こうね。だからもう少しだけ、自分のお部屋で待っていてくれるかな？」

「わかりました、おにたま。でもそちらの白いおにたまは、だあれ？」

「ん？　ああ。この方は王国の偉い人でね、ヴィンセント様というんだよ」

　するとエリーは、とととっと小走りにヴィンセントの方へ近づくと、なんと自ら挨拶を始めたではないか！

　うぅ……、自分から他人様に挨拶ができるようになったなんて……。

　偉いぞエリー！　お兄ちゃんは、お前の成長が嬉しくて嬉しくて、目から水が……。

「ヴィンセントたま。はじめまして、私はエリザベートといいます。こっちは熊のクマコちゃんです。よろしくお願いいたます。仲良くしてくだたいね」

　くぅあぁ!?　かわいい……かわいすぎるぜ、エリー……。

　うんうん、母やフリードと一緒に、お客さんが来た時用のご挨拶の練習、いっぱいいっぱいしてたもんな。えらかったぞ？

　お兄ちゃん、お前を守るためなら、鬼にでも悪魔にでもなるからね？

　しかし俺のそんな気持ちとは裏腹に、ヴィンセントは大きくため息をつきながら、いかにも見下した表情でエリーを見た。

　そして。

「ちっ……、田舎臭いガキめ。誰の許しを得て私に話しかけている……？」

（え……ええっ……？）

　俺は驚愕に目を見開いた。

「はっ……、小汚いそれをぬいぐるみなどと……。ボロクズの間違いではないのか？　所詮、どこまでいっても、貧乏貴族は貧乏貴族か」

　いや……。ちょっ……、おま……。

「二度と近づくな、無礼者め!!　我が剣でその首を刎ねられないだけマシと思え!!」

　ヴィンセントは大声で、容赦なくエリーに対して暴言を浴びせかけた。

　精一杯頑張って挨拶したエリーに対して、だ。

「……っ、うぅっ……、えーん……クマコちゃん……母様が……母様が、いっしょうけんめんに作って……ひっく……ひっく……」

　……あっ……、エリー……、泣い――

「おい！　さっさと関係ない者をここからつまみ出せ！　さもなくば……」

　……カタ……カタ……。

「……ん？　何だ？」

　……カタ……カタカタ……。

　カタカタ……ズシン！　ガタガタガタガタガタガタ!!

「な、なんだ!?　じっ……地震か!?」

　ヴィンセントは驚いてソファーから立ち上がると、周りをキョロキョロと見回した。

「……妹……てんだ……」

　マッチョ父がぎょっとして振り返ると、すぐさま俺の方を手で制しながら叫ぶ。

「レイン!?　レイン！　控えろ!!　レイ……」

　しかし父のその声は、もはや俺には届かない。

　俺は叫んだ。

　力の限り。

　地獄の底からの怨嗟の鎖で、目の前のクソ野郎の頭のてっぺんから爪先まで、さらには髪の毛の一本たりとも見逃すことなく、隅から隅までを徹底的にがんじがらめにするように。

「なに俺の妹泣かしてくれてんだぁぁぁ!!　ごらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　そこには、鬼も悪魔もごめんなさいと裸足で逃げ出すような、この世全ての怒りと憎しみを収束したような、そんな怖い顔のお兄ちゃんが立っていた。







[image: ]

「……き、貴様!?　この私に対してそんな無礼な口を利いてただで済むと……」

　ヴィンセントはなおも続く大きな揺れに困惑しながらも、髪をかき上げつつ、俺を睨みつける。

「あぁ？　人が黙って聞いてりゃあ調子こきやがって……。挙句うちのかわいい妹に暴言吐いて泣かせてくれただとぉ？　どう落とし前つけてくれるんじゃあ、こらぁ!?」

　ズドン!!

　俺は無属性の魔力の奔流を、ヴィンセントに向かって叩きつけた。

　何のことはない、ただただ思いっきり魔力を込めた強烈な威圧だ。

「ヒッ！　こ、これは……!?」

　ヴィンセントは、座っていたソファーに手を付くと、生まれたての小鹿のようにブルブルと震える身体を支えながら、なおも悪態をつく。

　ほほぉ？　どうやら古参の公爵家次男坊兼王国騎士という肩書は伊達じゃないらしいな。

「貴様……これは私……いや、我が公爵家に対する挑戦だな!?　……よ、よーし、このヴィンセント・グレイトウォールが受けて立ってやろうではないか！　……よいのだな、グレンフィード・プラウドロードよ？」

「はぁ……」

　マッチョ父はがっくりとうなだれてこうべを垂れ、大きくため息をつきながら言う。

「ヴィンセント税務査察官殿……。最早こうなってしまっては仕方がありません。私はプラウドロード家当主として、先ほどあなた様がおっしゃったとおり、我が息子たるレインフォードに全てを託すことといたしましょう。……どうか、お怪我だけはなさいませぬよう」

「……と、止めないのか……？」

　ヴィンセントは泣きそうな顔で、懇願するように父を見ている。

　……コイツ。偉そうに悪態ついたり、きゃわいいエリーに上等かましてくれた分際で、その実マッチョ父に俺を止めてほしかったのかよ。

　まあ、今更誰にも止められんし、そもそも止まらんがなぁ。

　マッチョ父もグッジョブだよ。まあかなりムカついていたのか、ちょっと口元が笑ってるように見えるのは気になるけどな。

　俺は、なおも身体の中で魔力を練り込みながら、エリーがフリードに連れられて応接室を出ていく様子を見届けた。

　よし……これでもう、遠慮はいらないよね？

　ブワァァァァァ!!

　俺はさっきとは比べ物にならないほど、強烈な無属性魔力による威圧を、再びヴィンセントに向かって真っ正面から叩きつける。

「ヒゥ……!?」

　ヴィンセントは、腰が抜けそうになるのを何とか我慢しているようだ。

「よ、よーし、わかった！　そこまで死にたいのならよかろう！　公爵家でも税務査察官でもなく、ただ一介の王国騎士として、貴様を誅殺してくれる！」

　ヴィンセントはそう叫びながら、突如右手を勢いよく前に突き出した。

　さらにそこに左手を添えると、ブツブツと何やらつぶやき出したではないか。

　あぁ？　何だこのお経みたいなのは。魔法詠唱ってやつか？

「我は告げる。其の氷の刃は怨敵の喉元に」

　ヴィンセントが詠唱を終えると、周囲の気温が少し下がったように感じる。

　水属性魔法……いや、これはさらにそこから派生した氷結の攻撃魔法か。

（それにしてもこれは……）

「愚か者め！　死ぬがいい！　ブリザード・アロー!!」

　ヴィンセントは落ち着きを取り戻したのか、再びニヤリと笑ったかと思うと、その右手から発せられた氷の矢を俺に向かって撃ち込んだ。だが。

　シュウゥゥ……。

「え……？」

　ヴィンセントは大きく目を見開き、言葉を失った。

　自信満々に出した氷の矢っぽい物体は、俺に当たる前に、ふわっと消えてしまった。

　どうやら俺のまとう無属性魔力の勢いが強すぎて、かき消えてしまったらしい。

（……一応氷の矢、だったんだよな？　あれ……）

　あまりにも弱そうで、わざわざ弾く気にもならなかったのだが。

「き、貴様……。小賢しい真似を……」

　ヴィンセントは歯ぎしりしながら、すごい目で俺を睨みつけた。

　いやいや、俺何もしてないよ？　むしろただ立ってただけだよ。

「ついに私を本気で怒らせたようだな……。死ぬがいい！」

　何かさっきも似たようなこと言ってなかったっけ？　この人。

　マッチョ父が、下を向いてちょっと笑っている様子が横目に見える、おい。

　……それにしても、このヴィンセントって奴は意外に弱いし、父は父で何だか嬉しそうだしで、ちょっとトーンダウンしてきちゃったぞ。

　ま、エリーも別に怪我をさせられたわけではないし？　ここらで許して――って、ん？

「我は告げる。其の氷は極地の果てから我が下に。我が魔力を糧として、ここに氷結の地獄は顕現せり。されどその刃は、怨敵の喉元に集いてこれを切り裂かん……」

　キュオオオオォォォォォォォ……。

　パキッ！　パキパキ！　パリン!!

　ヴィンセントは、右手を真上に向けると、再び魔法詠唱を始めた。

　先ほどとは打って変わり、今度はぐんぐんと周囲の気温が下がり始める。

　さらに、うちの応接室に置かれた装飾皿やら何かの調度品やらが、瞬く間に凍りついては砕けてゆく。

　ほぉ～、どうやらこれは、さっきよりも数段強力な魔法っぽいな。

　あとついでに言うと、さっきから喉ばっかだな。

「ふはははは……！　この私に盾突いたことを後悔しながら逝くがいい！　死ねぇ!!　氷結地獄・コキュートス!!」

　ヴィンセントは、またもや左手で髪をかき上げつつ大声でそう叫ぶと、、天に向かって大きく掲げていた右手を勢いよく振り下ろした。

　その途端、さっきとはまた比べ物にならないぐらいの量と鋭さを帯びた氷の矢が、ものすごいスピードで四方八方から俺に襲いかかる。

　んん、襲いかかる……のだが。

　シュウゥゥ……。

「あ……あ……あぁ……何で……」

　氷の矢は再び俺に当たる前に消えてしまった。

　ヴィンセントはこれ以上ないというぐらい、大きく目と口を開いていた。

　おいおい、そんなに口を開いたら、顎が地面に刺さっちまうぜ？

「く……くそ！　かくなる上は……!!」

　ヴィンセントは一転、腰から提げていた高級感たっぷりの剣を抜くと同時に飛び出すと、躊躇うことなく俺を袈裟斬りにする。

　おお、さすがは騎士の剣撃。けっこう鋭いな。

　ま、毎朝稽古している時の汗だくスーパーマッチョ父の剣に比べれば、ハエが止まりそうではあるが。

　俺は瞬時に自分の左手を無属性魔力で強化し、振り下ろされた剣を素手で掴んだ。

「……んなっ!?　なんだとぉ!?」

　さらにそこから俺は、剣を掴んだままの左手に、身体の中で練り込んだ火の魔力を集中させていく。すると――。

　ジュワァァァ……。

「――――」

　ヴィンセントの驚愕はここに極まった。声にならない声が響き渡る。

　俺が刀身を握りしめたままのお高そうな剣が、左手の中で溶けだしたのだ。

　ワッツ工房での鋼の精錬時みたく、銀色の剣が、紅く輝くマグマのようになって地面にこぼれ落ち、うちの大事なカーペットや床を焦がしてしまったので、俺はちょっと慌てて消火する。

　火事になったらどうしてくれんだよ、お前。

　ヴィンセントはヘロヘロと腰を抜かすと、その場に崩れ落ちて尻もちをついた。

「ば……ばば……化け物……」

　俺は、顔面蒼白でガタガタと震えるヴィンセントに言う。

「失礼ですねお宅、人様のことを化け物だなんて……」

　コツ、コツ、コツ……。

　俺はゆっくりと歩みを進めながら、言葉を続ける。

「ではでは、うちのかわいいエリーちゃんを泣かせてくださった分、きっちりとお代を支払っていただきましょうか？　税金の取り立てとか何とか、お得意なんでしょう？　ヴィンセント税務査察官殿ぉ……」

「うぐっ……」

　俺は緩慢かつ気怠そうな仕草で、床にへたり込むヴィンセントの前にしゃがみ込んだ。

「う～ん、どんな形で支払っていただきましょうかぁ……？　あっ！　こういうのはどうです？」

　俺は右手の人差し指を顔の前に立てると、クルクルと指を軽く回し始めるとともに、その周りに風魔法を集中させた。すると。

　キュィィィィィィン……！

　風の魔力は俺の指を中心に薄い円形を形作りながら高速で回転する。その姿はまるで研ぎ澄まされたエンジンカッターのようだ。

「それっ」

　俺はそんな風に高速で回転する風の刃を、ヴィンセントが先ほどまで座っていたソファーの方へと軽～く放り投げた。

　ズズズ……ズシン……。

　革製の丈夫なソファーは、音もなく上半分が切断され、そのまま床へとずれ落ちていった。

「……!?」

「ははは、どうです？　まあまあの切れ味でしょう？　うんうん、これだけ切れたら及第点ですよねぇ？　……あなたの両腕ぐらい……スパァァン!!　って落とせそうですよね……？」

「――――！」

　ヴィンセントは、言葉にならない言葉を発しながら両腕を護るように抱え込むと、尻もちをついたまま後退りしてゆく。

　そして応接室の隅っこで震えるヴィンセントに俺は、キスしちゃう？　というぐらいにまで顔を近づけると、右手の人差し指を顎にあてながら、目線を上に向けて言った。

「……あとは、あなたが壊したものの責任もちゃんと取ってほしいですねぇ。無闇に凍らされた影響でお皿も割れちゃいましたし、あっちの水屋も使い物になりません……。切り裂かれたソファーだって、痛い痛いという泣き声が聞こえてくるようです……。あっ、査察官殿は、氷がお好きなんですよね？」

　俺は続いて左手に水の魔力を集中させると、そばに落ちていた、刀身が溶けてしまい柄の部分だけになったヴィンセントの剣を拾い上げた。

　剣は見る見るうちに白く凍りついていく。

「査察官殿、極限まで温度が下がった物質って、一体どうなるかご存じですか？」

　……サラサラ……。

　白く凍りついていた剣は、キラキラと輝きながら、美しい塵となって散っていった。

「……あなたの身体で、いっぺん試してみます……？」

　俺はヴィンセントの耳元に口を近づけると、小さな声でそう囁いた。

　ただ、低くドスの利いた声だったが。

「ソ、ソファーは……お前が……」

　ドサッ……。

「あっ」

　ついにヴィンセントは気絶して、その場に大の字で倒れてしまった。

　股の部分には、ちょっと臭いのする黄色い水たまりもできていた。

　ま、これぐらいで許してやるか。

　マッチョ父からもじっとしてろって言われてたしな！　これぐらいなら許容範囲だろ！

「父上、すみません。ついつい、ちょっとだけカッとなってしまいました」

　怒られちゃうかな……？　と心配していたが、予想外にマッチョ父はニヤリと笑うと、俺に向かって親指を立てた。

「よくやった、レイン。お前がやらねば、最終的には私がぶん殴っていただろうな」

「坊っちゃま……。なんと雄々しい……」

　いつの間にか戻っていたフリードは、ハンカチを出してそっと目頭を押さえていた。

　俺もにっこり笑って、マッチョ父とフリードに向かってビシッと親指を立てた。

　さてと……、どうやってごまかそうかな（笑）。




「はっ！　わ……私は!?」

　ヴィンセントは、来客用寝室のベッドで目を覚ました。

　ベッドの横には一輪のかわいらしい花が飾ってある。

「おお！　お目覚めになりましたか、ヴィンセント税務査察官殿」

「大丈夫ですか？　私もすごく心配いたしました」

「恐れながら、お召し物は多少汚れておりましたので、こちらで着替えさせていただきました」

「……ひっ！　……えぇ？　あ、いや……。私……は？」

　ヴィンセントは自分が置かれた状況がまったく飲み込めない様子で、きょろきょろと周りを見回して困惑している。

　そこへ現れたのは、うちのゆるふわ母だった。

「ヴィンセント税務査察官様におかれましては、会議中に突然倒れられたと伺っております。日々のご公務や騎士としてのお勤めで、さぞや疲労が溜まってらしたのでしょう。心中お察し申し上げます。それで、現在お身体はいかがでしょうか？」

　恭しく一礼し、困惑するヴィンセントの手にそっと自分の手を添えると、聖母もかくやの優しい笑みを浮かべたうちのゆるふわ母。

　エリーは俺の後ろにそっと隠れている。

　そうそう、そうやってお兄ちゃんにしがみついとき。

「そ……そうだった……のか……？」

　ヴィンセントは、戸惑いながらも静かにそうつぶやくと、視線を落とした。

「いずれにせよ、税務査察官殿のお身体が第一でございます。本日は我が家でごゆるりとお寛ぎください。お口に合うかはわかりませぬが、夕食もご用意させていただきます」

「うわぁ、光栄ですね！　父上!!」

「うむ、公爵家の御子息と夕食をともにできるなど、プラウドロード家末代までの栄誉だな」

　わっはっはっはっはっ！

　家族全員でヴィンセントをヨイショして盛り上がる。

　ベッドの中で、みんなに合わせてひきつった笑いを浮かべるヴィンセントの姿は、ちょっとアレだが、みんなの笑い声は、しばらく屋敷に響いていた。




　ヴィンセントはまだ少しビクつきながら、我が家のダイニングにやって来た。

　あんた王国騎士か何かなんだろう？　……頼むから、お化け屋敷でビビる子供みたいに歩くのはやめてくれ。

「おお！　税務査察官殿、いやいや、今宵はご公務のことなどお忘れくださいませ、ヴィンセント卿。どうぞどうぞ、そちらにお掛けください」

　マッチョ父が、普段見せないような笑顔でヴィンセントを招く。

　続いて俺もヴィンセントの椅子を引き、席に座るように促してみせる。

「さぁ、どうぞ！」

「ひゃっ……、ど、どうもありがとうござい……ます」

「どうかされましたか、ヴィンセント卿？　まだ些か混乱しているように思われますな。どうぞ、狭苦しい場所ではございますが、我が家と思い、ゆるりとしてください」

「は、はぁ……。失礼する……いや、いたします」

　ヴィンセントは先ほどとは打って変わり、平身低頭でゆっくりと椅子に腰かけた。

　ふむふむ、どうやら相当にクスリが効いてしまったらしいな。

「さぁ、フリード」

「は、ただいま」

　マッチョ父がパンパンと手を叩くと、フリードは素早く夕食を運び出す。

　準備万端、歓迎パーティの始まりだ。

　次々に運ばれてくるうちの郷土料理。彩り美しい野菜や果物、渡り鳥の肉料理、そしてトマートという、前世のトマトそっくりの野菜を煮込んだ、ミネストローネなどなど。

　それら一つひとつが、しっかりと丁寧に作りこまれており、ふんわりと鼻腔をくすぐって食欲をそそる。

　さて、後は味を気に入ってもらえるか、だな。

「……」

　ヴィンセントは料理を前に固まったまま、口を付けようとしない。

　うん？　もしや、毒殺されるのでは？　なんて思っているのか？

　ははは。ないない、そんなことして何になるってんだよ。

「父上」

　俺がマッチョ父を見ると、やはり父も俺と同じことを考えていた様子であり、フリードもすぐにそれを察すると、ササッと全員のグラスに『それぞれ同じ水差し』から水を注いだ。

　同じ水差しから全員のグラスに水が注がれたならば、それはこちらに『毒殺の意思などない』ということが伝わるはずだ。

「うむ、今日も我が家の水は美味いな！」

「ええ、おいしいわね、あなた」

　両親がそれとなく水を飲み始めると、ヴィンセントは若干おどおどしながらも、最後はえい！　とばかりにグラスに口をつけた。

　そして。

「なっ……!?　こ、これは……？」

　グラスの水を一口飲んだヴィンセントは目を見開くと、すぐさま一気に水を飲みほした。

　相当喉が渇いていたのだろう。……上から下から、色んな水分出てたしな。

「お口に合いましたようで、恐悦至極に存じます。さぁ、料理もどんどん召し上がってください」

　マッチョ父はそう言うと、自ら率先して運ばれて来た料理を食べ始めた。

　ははは。いつもながら、豪快な食べっぷりには恐れ入るぜ。あ、母も負けてないか（笑）。

　ヴィンセントは、最初の方こそビクビクソワソワしていたものの、俺の実験畑で収穫したトマートを見るや、その目の色を変えた。

（食べるか食べまいか、迷っているのか……？　あっ、本能が理性に勝ったらしいな）

　うちのトマートを一口食べたヴィンセントは、そこでさらに驚愕に目を見開いた。

「なっ……なぜトマートが、このように甘い!?　……の、でしょうか？」

　成程、あんたトマトが大好きだったんか。

「はっはっは、ヴィンセント卿はまだあまり疲れが取れていないご様子ですな。我々のような者たちに丁寧な口調など不要でございます。ささレイン、ヴィンセント卿にご説明を」

　おっといきなりのご指名だな。高いぜ？

「ヴィンセント卿」

「ごっほん、ごっほん！　……う、うむ？」

　俺が話しかけると、ヴィンセントはちょっとむせながら、恐る恐る返事をした。

「ここに出させていただきました農作物に関しましては、全て実験用として、私が水魔法で育成したものとなります」

「……ほ、ほぉ、水魔法で農作物の育成を？」

　ヴィンセントの目の色が変わった。この目はちゃんと税金の話をしていた時のあの真剣な目だ。

　これまでとは打って変わって自分を取り戻したように、真剣に俺の話に耳を傾けている。

　フワリと髪をかき上げる仕草もし始めたし、いよいよ復調してきたか？

「はい、私は普通の井戸水と、私が水魔法で創り出した水との二種類の方法で作物を育てています。その結果、明らかに私の水魔法で育成した農作物の方が、味や品質、保存期間、そして成長速度などに至るまで、およそ全ての面で優れていることが判明しております」

「……そ、そんなことが!?　しかし、下々が水魔法で作物を育てることはそこまで珍しい話ではないだろう？　……だがトマートがこのように美味しくなるなどとは聞いたことがない。その違いについてはどう説明する」

「申し訳ありません。その点に関しましては、未だ仮説を立てることしかできておりません」

「よい。忌憚のない意見を聞かせてくれ」

「はい。……おそらくは、魔力の密度などが大きく影響しているのではないかと考えております」

　ヴィンセントは顎に右手を当てながら、左手で髪をかき上げた。

「魔力の、密度……？」

「はい、先ほどヴィンセント卿が行使された水まほ……おお～っと、ゲフンゲフン！　ヴィンセント卿が大変優れた水魔法を使われることは、このエリーゼ地方にも伝わっております。その上でお伺いいたしますが、ヴィンセント卿は魔法を行使される際、詠唱などを含め、魔力の密度に変化をつけたり、また発生させる水や氷にかかる明確なイメージなど、されていらっしゃいますでしょうか？」

「……ウ、ウォッホン！」

　ヴィンセントも俺に続いて咳き込んだ。ぷぷっ……。

「言っている意味がよくわからないが……。魔法は詠唱により発動させるものだろう？　いかに早く、そして正確に詠唱するかどうかが重視されるため、そこに余計な考えを挟むことはないな。加えて魔力総量というものは、生まれ持った資質が全てだろう？　従って魔力の密度云々という話に関しては、まるで聞いたことはないな」

　ふむ、成程なるほど。イメージはしない……か。

　詠唱などというものをしたことがない俺にはピンとこないが、どうやら身体の中で魔力を練り上げ、どんどん力を高めたり、密度を濃くしたりはしない、と。

　そういえば、ゆるふわ母が火の魔法を使う時も、あんまりそういう様子はないか……。

　ならば魔法詠唱そのものが、魔力の多寡に関係なく、魔法を自動的に行使するためのトリガーのようなものなのか……？

（うーん……、まあこればっかりは今考えても答えは出んし、要検証と情報収集だな）

「承知いたしました。まだまだ推測と想像の域を出ませんが、どうやらその辺りに鍵がありそうな気がいたします。貴重な御意見、ありがとうございました、今後とも実験を続けます」

　俺はそう言うと、ヴィンセントに対して恭しく頭を下げた。

「そうか、承知した。ところで話は変わるが、その……課税の件について、なんだが」

　ヴィンセントは、フワリと髪をかき上げながら、マッチョ父と俺とを交互に見る。

　場がほんの少し緊張した空気になるが、予想に反し、ヴィンセントから出された提案は意外なものだった。

「……私としては、今回の課税については、今しばらく様子を見ることとし、一旦保留にしようと考えている」

　そんなヴィンセントの言葉に目を丸くした父が続ける。

「ほ、保留と……おっしゃいますと……？」

「言葉のとおりだ。私が過労で倒れてしまった先刻までは、作付け面積などに応じた相場どおりの課税でよいと考えていたが、先ほどの農作物育成に関する実験の話や、実際にそれらを食した結果を鑑みると、プラウドロード家への課税に関しては、そう単純な話ではないと理解した。……と、特にトマートの美味しさに関してなどは……な」

　お……おぉぉぉ!?　なんとなんと！　何だよ、コイツ意外に話がわかる奴じゃぁん!!

「……!?　ど、どうした？　レインフォード・プラウドロードよ。些か顔が近いが……？」

　おっと俺としたことが！　思わず身を乗り出して机の上に乗っかっちゃったぜ！　これは失礼。

「……まあ、このプラウドロード領の農地に関しては未完成ということもあるし、他の領地の作物とは、味も質も些か以上に違うようにも感じる。……それらを踏まえ、単に農地の面積等による画一的な課税は妥当ではない、と私は判断した」

「……あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　マッチョ父は、深く深く頭を下げ、ヴィンセントに対して心からの謝辞を述べた。

「か……勘違いするな！　決してプラウドロード領を優遇しているわけではない。全ては王国の利益を熟慮した上での決定だ。そこをはき違えないように」

　どんな心境の変化があったのかは知らんが、何かすごくいい方向に向かってる気がする。

　よっしゃ、ここは押しどころ！　と考え、俺も間髪入れず笑顔で口を挟む。

「ありがとうございます、ヴィンセント卿！　では、実験の経過を念入りにご確認していただくため、時折農作物の検体を送らせていただきます！　ですので、ヴィンセント卿の正直なご意見やご感想を頂けないでしょうか！」

「……う、うむ。実験の経過確認ということならば致し方あるまい、協力しよう。トマートの確認には、特に協力しよう」

　え、えらくトマート気にいってんな！　まあ、うちのお野菜は絶品だからね、ふっふっふー。

「おにたま、みんな仲良しになって、よかったね」

　最初はこわごわヴィンセントを見ていたエリーだったが、そのうち場の雰囲気に慣れてきたのか、子供らしいかわいい一言で、場の空気を一気に和ませてくれた。

（ありがとな、エリー……。あんなことがあって怖かったろうに、色々気を遣ってくれてるの、お兄ちゃん知ってるぜ？）

　会食は、その後も驚くほど順調に進んでいった。

　俺はヴィンセントから、この国の税務制度について詳しく話を聞いたり、作物の相場や有力な貴族の話など、世間話に花を咲かせた。

　俺は俺で、前世での税制などをちょこっとヴィンセントに話したりしていると、ヴィンセントは目から鱗とばかりに真剣な眼差しで俺の話に聴き入り、次から次に質問を飛ばしてくるなど、どんどん会話は弾んでいった。

　……そして、深々と夜は更けていくのだった。
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　目を覚ますと、私はベッドの上に寝かされていた。

　枕元の花瓶に挿された、とてもかわいらしい一輪の花が印象的だった。

　……最初はまったくといっていいほど、状況を飲み込むことができなかった。

　だがすぐに理解できた……いや、思い出してしまったというべきだろうか。

　そう、私は敗れたのだ。尽く無様に。かつて経験したことがないほど、心の底から恐怖して、あまつさえ、小便まで垂れ流して……。




　私が敗れたのは、レインフォード・プラウドロードと名乗る、まだ十歳の少年だった。

　目を覚ました私の周りには、プラウドロード家の現当主やその妻、息子のレインフォード、そしてその後ろには、私から隠れるように立つ妹と思われる幼子がいた。

　……どうやら私は、殺されずに済んだらしい。

　彼らは私を気遣ってか、はたまた何か他の思惑のためか、先刻の諍いは『なかったもの』として扱っているようだった。

　聞けば課税に関する会議中、私が過労で倒れたということになっているようだった。

　私とて、それに異論はなかった。恐ろしい記憶は、遠く海の彼方に流してしまいたい。

　だがあのように強烈な出来事は、私は一生忘れることはできないだろう。

　あの時私は、死を覚悟した。……いや、もはや一度死んだとさえ言ってもいい。

　あの瞬間私は、自らの剣のように、粉微塵にされていたとしてもおかしくはなかった。

　……だが結果として私は生かされた。

　もちろん私を殺せば、その後公爵家とただならぬ事態に発展するのは間違いなかっただろうし、プラウドロード家においても、それを避けたかったのは間違いないだろう。

　だがそれでも……、それでも我が公爵家の全戦力を投入したとしても、あの少年に勝てるかどうかは怪しい。

　……いや、考えるまでもなかった。彼がその気になれば十中八九、我々など皆殺しにされるだろう。

　それほどに私は、彼の力に戦慄を覚えたのだ。




　全ては私の愚かな行動が原因だった。

　昔から剣や魔法、その他の何事においても誰にも負けた記憶がなく、いつの間にか自分以外の全てを見下すようになっていた。

　国王様から拝領した税務査察官としての重責などとうに忘れ、常にどのような相手に対しても高慢な態度で臨むようになっていた。

　ましてや、王国騎士であるはずの私が、幼子にまで暴言を吐いてしまうとは……。

　そこからのことだ……、今思い出しても怖気が走る……。

　きっとしばらくは、同じような悪夢にもうなされるのだろう。

　私はあの瞬間、虎の尾を踏んだ。

　……いや、違う。

　私はあの時、まさにドラゴンの尾を踏んだのだ。

　これでも私は、王国の民に害をなす多くの魔獣を討伐してきた実績があるし、激化した戦地に赴いて戦い抜き、不利な戦況をひっくり返したこともあった。

　無論、自分自身の王国騎士としての実力にも確固たる自信はある。

　……いや、自信があったと言った方が正しいか……。

　だがあの少年、レインフォード・プラウドロードの前では、私がちっぽけな自信を抱いていた魔法や剣技など、きっと児戯にも等しい滑稽なものだったのだろう。

　そして私は完膚なきまでに敗れたのだ。




　しかしその夜は、また別の意味で驚くことになった。

　最初は会食にかこつけた毒殺も懸念されたところだが、そのような行為には何の意味もない。

　わざわざ毒殺などせずとも、私が気絶していた間に殺せばよかっただけの話。

　加えてあの少年の桁違いな威力の魔法であれば、私などいとも簡単に、かつ証拠一つ残さずに、この世から消し去ることができただろう。

　当初会食の場でビクビクしていた私に対し、それとなく雰囲気を和ますように会話をしてくれたプラウドロード家の面々や、その細やかな気遣いに、私の警戒心は徐々に薄れていった。

　今思えば、我が公爵家では、あのように家族のそれぞれがごく近い距離に座り、雑談などを交わして笑いながら食事をするなど、まったく考えられないことだった。

　食事中の私語など当然許されはしないし、テーブルマナーの一つでも失敗しようものなら、厳しい叱責と折檻を受けていたものだ。

　それを思えば、あのプラウドロード家での食事風景というのは、空腹だけでなく、何か心の隙間のようなものまでも、同時に満たしてくれたように思えてならなかった。

　そして決定的だったのが、食卓に並べられた水や野菜などが、私がこれまで経験したことがないほどに、恐ろしく美味かったのだ。

　特に私の大好きなトマート、あの口当たりのまろやかさと、口の中いっぱいに広がる甘さときたら……、おっと、よだれが……。

　こんなことなら、最初に執事殿から出された紅茶もありがたく頂いておくべきだったと、今更ながらに後悔した。

　……正直それらに関しては、当初口にしてもいいものかどうか大いに迷った。

　しかしながら、料理から漂ってきた食欲をそそる香りや、赤々と大きく美しいその身を横たえたトマートを見て、最早我慢などできるはずもなかった。……ふっ。

　どうやらこれらの瑞々しい農作物などにも、件のレインフォード少年の魔法が大きく介在しているらしい。

　彼の説明によれば、普通の水で育成するよりも彼の水魔法で育てた野菜の方が、品質などの他、あらゆる面において優れた物が育つということらしいが……。

　私としてもそんなことは初耳だったし、そのような方法があるのならば、既に国中の魔法使いを募って、我が公爵家においてトマートを作らせているところだ。

　しかし現在のところ、そんな話をまるで耳にしたことがないことを鑑みると、おそらくは、これも彼の特殊性によるところなのだろう。

　どうやらこれも、私が理解できる範疇の事柄ではなさそうだ。

　またいつか、魔法使いの妹にでも聞いてみるとしよう。

　それよりも、私にとってさらに興味深かったことは、彼が『税制に関する様々な知識』を持っていたことだ。

　それは私がこれまで学んできた事柄とは、一線を画す内容だった。

　例えば、現在の王国のように、耕地の作付け面積に応じて画一的に課税するのではなく、その領地ないしは領民の稼ぎに応じて税率を変化させる『累進課税』なる制度。

　また酒やタバコなどの嗜好品には、他の生活必需品とは違い、『酒税』『タバコ税』として個別の税を設けるなどの、大胆かつ弾力的な税制の運用などなど……。

　その他も色々な話をしたが、彼のたかだか十歳の少年とは思えぬほどの知識やその思慮深さに、私は驚かされるばかりだった。

　彼は一体何者なのだろうか……。到底私より八つも年下の十歳とは思えない……。

　無論、いくら考えようとも結論など出ないのだろうが……。

　そして会食もつつがなく終了したその夜、私は寝室に案内された。

　決して豪華とは言えないが、丁寧に仕立てられた寝具が用意されているとともに、私が気に入ったことがわかったのだろう、夕食時に用いられた水差しや丁寧に切られた瑞々しいトマートが、夜食として用意されていた。

　そしてベッドの横にはまた、一輪のかわいらしい花が挿されていた。

　それを優しく手に取り、私はそっと鼻を近づけてみた。

　いい香りだった。

　……今日は色々な出来事が起こりすぎたが、この花のお陰でぐっすりと眠ることができそうだ。




　明けて次の日、私はプラウドロード家を去ることになった。

　……その前に。今回の出来事が原因で消失してしまった私の剣について……。

　プラウドロード家を発つ際に、彼が今後の試作品として、領内の鍛冶師に作らせたという剣を一振り、私に譲ってくれた。

　……だが、これがまた異様な物だった……。

　刀身はとてつもなく高い純度の鋼で形成されており、柄の部分にはめ込まれた小さな魔石のせいだと考えられるが、剣自体が強力な魔力を帯びていたのだ。

　彼の説明によると、魔法使いが好んで使う杖のように、魔法の発動体として使えるよう実験中とのことだった。

　私は試しに、帰り道においてこの剣を発動体として軽い氷結魔法を使ってみたのだが、その結果は凄まじかった。

　なんと目の前の大きな湖が、目に見える範囲一面、完全に凍りついてしまったのだ……。

　私は一体何を持たされたのだろうか……？

　これはいわゆる『魔剣』と呼ばれているものではないか？　そもそも魔剣というものは、各国に点在するいわゆるダンジョンと呼ばれる深い迷宮や、古代の遺跡などから出土したというものしか耳にしたことがないのだが……？

　周りに見せびらかすのはやめておこうと心に決めた。……必ず問題になる。




　そして出発に際し、私がお土産に……ではなく、『水魔法で野菜を育ててみよう計画』という実験に協力するという名目で、トマートを始めとした美味しい野菜などを、自分の乗って来た馬車に積み込み、出発しようとした時だった。

「ヴィンセントたま、どうか気をつけてかえってくだたいね」

　五歳の末娘として改めて紹介された、エリザベート・プラウドロード女史から、旅の無事を祈る言葉とともに、美しい花束を渡されたのだ。

　なんでもエリー嬢は、彼と一緒に花壇をこしらえ、他の誰にも頼ることなく、自分自身で花を育てているらしい。

　その時、私は気付いたのだ……。

　そう、この花束の中から顔を出している美しい花……、それは、最初に私が目を覚ましたベッドの枕元で見た花だったのだ。

　またそれは、就寝時に案内された客室においても、美しく生けられていたあの一輪の花と同じものだった。

　このエリー嬢は、あんな振る舞いをした私に対しても、まるで聖母を思わせるような優しい心で接してくれていたのだ……。

　目頭が熱くなった。

　わずか五歳の少女が持つ懐の深さに比べ、私は何と愚かで小さくて、そしてつまらない人間だったのだろうか。あまりの恥ずかしさに、いっそのこと、彼に消されていた方がよかったのではないかとさえ思った。

　エリー嬢の素晴らしい気遣いに、私は精一杯の笑顔で答えた。

　この不肖ヴィンセント、この笑顔にだけは、今でも絶対の自信を持っている。

　少し顔を赤らめながら、恥ずかしそうにはにかむエリー嬢の姿が微笑ましかった。

　その時、エリー嬢のやや後ろに立っていた彼の表情が、見る見るうちに鬼の形相に変わっていった気もするが、そこは気が付かないフリをしておいた……。

　いずれにせよ今回のことで、いかに自分が世間知らずで取るに足りない存在だったのかを、嫌というほど思い知らされた。

　この上は、自分が一度死んだものと思い、全てを一からやり直そうと考えている。

　王国に尽くし、そして国民に尽くす。

　騎士として最も大事な務めを忘れていた愚かな自分に、やっと気付けたのだから――。
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　王国からの増税話も一時的に凍結となり、うちの領地にはまたいつもの日常が戻っていた。

　あれから時々、俺は農作物の育成実験という名目で、グレイトウォール公爵家に野菜などを送っている。

　ヴィンセントからは、結構真面目に味の批評などが返送されてくるので、かなり参考になっている。

　あとその手紙の中には、俺がワッツと一緒に冗談で作った試作品の剣に関しても言及されており、それについては『少々難ありなので、実用化は今しばらく見送るが吉』等と書かれていた。

　実はこれ、ヴィンセントが今から帰ります、ってなった時に、剣がたまたまなくなってしまっていることに気付いた俺は焦り、適当に遊びで作っていた剣を手渡した、というのが真相だ。

　もちろん『あぁ、これ冗談で作ったやつなんでどうぞ』なんてことは口が裂けても言えないので、俺は難しい顔をしながら、領内の警備力に係るなお一層の充実を鑑みて云々かんぬん……等と訳のわからんことを言って渡したよ。

　作ったことすら忘れていて、そもそも使ったりとかは一切してないから、効果のほどはようわからんが、お偉いさんがそう言うのなら、きっとだめなんだろう。

　コンセプトとしては『剣から魔法が出れば多分かっこいい』という超安直な発想の産物で、ワッツと一緒に面白がって作ったものだったし、そもそも俺の魔力で属性変換した魔石を取り付けたぐらいで、お手軽に魔法が飛び出すのなら世話はないだろう。

　とりあえずこの件は別にどうでもいいし、また機会があれば考えるとしよう。

　開拓した農地の税金に関しては未だ保留中だが、ヴィンセントからは、大きな商家などとつながりを持ってうまく農作物を売ることができれば、かなり領地も潤うだろうということも言われているので、将来的には十分に採算は合いそうだ。

　その辺りに関しては、マッチョ父よしっかり頑張れ！　としか言えないな。

　あと、そのうちまた視察に向かい、特にトマートの育成を確認したいとも書いてあった。

　あんたどんだけトマート好きやねん！

　……まあ、先方とはちょっとした悲しい出来事があったけど、根はなかなか良い人そうでよかったぜ。

　本当にヤベェ奴だったら、今頃公爵家とドンパチ！　っていう状況も十分に考えられたしな。

　無論、エリー絡みの件だったので、俺は一切後悔はしてないがな！

　……あ、エリーと言えば……。

　……今度エリーに色目使いやがったら、マジで生きてることを後悔させてやっからな……ブツブツ……。

　おっと、少し話が逸れたな。

　荒れ地の開墾も順調に進み、長らく放置されていた不毛な土地は、今は信じられないくらい緑に溢れ、立派な農耕地帯へと様変わりしていた。

　領民たちにも、以前より多くの笑顔が見られるようになったこともあり、俺としては一応満足している。

　きっと秋が来れば豊かな実りとともに、ここは一面金色に変わっていくのだろうな。

　……ふっふっふっふっ……、左うちわ左うちわ……。




　そんなある日のこと。

　今マッチョ父は国王から召喚状が来たとか何とかで、王国の首都、つまり王都にいる。

　お付きの万能執事、フリードももちろん一緒だ。

　なんでも、積年の課題であった荒れ地の開墾が実現されたことにより、お偉いさん方からご褒美を貰えるらしい。

　俺も一緒に来るようにしつこく言われたが、堅苦しいのはお断りさ！

　まだ十歳のシャイボーイだしね！

　森がどうのこうの、荒れ地がああだこうだと言い訳を並べ立て、シロと一緒に留守番するという栄光と安寧を勝ち取ったのだ、イェーイ！

　そして俺はいつものとおり、シロに跨って森の奥へと入っていたのだった。

　そろそろお腹も空いてきたし日も傾いてきたので、俺たちは帰ろうとしていたのだが……。

「ウー……、ワン！　ワン！」

「ん？　どうした、シロ……って、わわっ!?」

　突然シロが何かの気配に気付いたかのように、俺を乗せたまま、森の奥へ奥へとものすごい勢いで走り出したのだ。

　シロが本気で走ると、めちゃくちゃ速いなんてもんじゃない。

　前世のポルシェもフェラーリも真っ青の豪速なのだ！　……そんな車乗ったことないけど……。

　しかしこの世界の犬はでかいし速いし、ほんっと高性能すぎるだろ。

「おい、シロ!?　どうしたんだよ！」

「ワンワン！」

「ちょっと待てって、おい！　シロ！」

　俺が止めてもシロは止まることなく走り続ける。

　シロは賢いので、普段俺の言うことを聞かないなんてことは、まずあり得ない。

　これは……、何かやっかいごとの臭いがする……。

　俺のスローライフを邪魔しようと忍び寄る、やっかいごとの臭いが。はぁ……。

　それでもシロは一度も休むことなく、どんどん森の奥深くまで進んでいく。

　俺の実験畑なんてとっくの昔に通り過ぎたし、俺とシロが出会って、飛べない紅の豚をぶっ飛ばした場所も既にどこへやらだ。

　……にしても、でっかい森だなぁ。

　傘を持った木の実をくれるお化けとか、猫の姿をしたバスでも出るんじゃないか？

　そんなことを思いつつ、高速で流れていく景色をぼーっと見ていたその時だった。

　それは唐突に、俺たちの視界に飛び込んできた。

「……あれは、エルフか……？」

　そこには、エメラルドのような色をした美しく長い髪をなびかせながら、透き通るような白い肌を持ち、そして非常に整った顔立ちと長く伸びた耳という種々の特徴を併せ持った、背の高い女性がいたのだ。

　加えてこんな森の奥深くにいるという事実から考えれば、誰でもその答えに行き着くだろう。

　だが、そのエルフが置かれている状況は決して穏やかなものではなかった。

　魔獣の一種であろうオオカミの群れに囲まれ、身体中から血を流しながら、一本の大きな木を背にして追い詰められたその様子は、まさに絶体絶命というものだった。
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　追い詰められていたエルフは、ふと俺の視線に気付いたのか、苦々しい表情を浮かべると絞り出すように声を発した。

「くっ……、こんな時に、まさか人間などに見つかるとは……」

　しかしエルフは一転、俺が跨っていたシロを見るやその苦々しい表情を一変させ、大きく目を見開いた。

「なにぃ!?　いや……、まさかそんなことが。し、しかしあれは……」

　そうこうしている間にも、オオカミの群れは一歩、また一歩とエルフににじり寄っていく。

「く、くそ……」

　エルフは歯噛みしながら、俺とオオカミとを交互に見ている。

　俺を見る目がオオカミを見る目と同列なのが気になるなぁ。

　さて、どうしたもんか。

　一匹ずつ魔法でオオカミの頭を打ち抜くにしても、ちょっと数が多いしな……。

　それかオオカミたちのど真ん中に、閃光弾的な光魔法を炸裂させてビビらせてみるか……？

「グルルルルル……」

　だがオオカミの群れは、今まさに傷だらけのエルフに止めを刺さんとばかりに、一斉に飛びかかろうとしていた。

　――その時。

「アオ――――――ン!!」

　突如シロが、めちゃくちゃでかい声で、強烈なインパクトのある雄叫びを発した。

　まるでライブハウスで、自分の真横に設置されたウーハーからの重低音を最大ボリュームで響かされたかのような、腹にズシン！　と来るアレ。

　シロったら、いきなり鳴くから俺もビビっちゃったじゃないかよ。

　しかし、なかなかどうして、シロの雄叫びは、オオカミたちにも効果てきめんだったらしい。

「クゥーン!?　キャンキャン！」

　オオカミの群れは、突然後ろから浴びせかけられたシロの雄叫びに、明らかに動揺した様子で、一目散に逃げ出して森の奥へと消えていったのだった。

「えらいじゃないか、シロ！」

　俺がシロの頭をよしよしモフモフと撫でてやると、シロは嬉しそうに頭をすり寄せて甘えた声を出す。

　あぁ……、ほんっとかわいいなぁ、お前。毛は真っ白でツヤツヤだしさ。

　そんなやり取りをしながら俺たちは、地面に膝をついたままの満身創痍のエルフに向かって歩き出した。

　助けてくれてありがとうございます！　……別に感謝を期待していたわけではないが、そんな風に形だけでも、お礼ぐらいは言われるのかなと思っていたのだが、現実は俺の予想の斜め上をいくものだった。

「……ち、近づくな！　人間め……!!」

　そのエルフは、ぜぇぜぇはぁはぁと呼吸を荒くしながらも、最大限の憎しみが籠められた目をしながら、ドスの利いた声を俺に浴びせ掛けたのだ。

「えぇ……？　いや、あの……」

　なぜか怒っているエルフに、俺は咄嗟に何と声を掛けていいかわからず、しどろもどろになってしまった。

　しょ……しょうがないだろ!?　コミュ力抜群！　ってわけじゃなかったんだし。むしろ若干人見知りな方だったんだし……。

「これ以上近づけば……、貴様を殺す！」

　はい！　お客様からコロス！　入りましたー!!　全っ然意味がわかりませんけどもー。

「あの、失礼ですが……。かなりお怪我をされているご様子が……」

　俺はエルフの傷を見ながら、そう声を掛けてみた。

　まあ初対面でのコロス云々はさておき、これはどう見ても重傷だ。

　身体のあちらこちらに、さっきのオオカミたちに嚙まれたであろう傷痕が見られ、さらにそこからはとめどなく血が流れ出ている。その他にも打ち身であろう青痣や、擦り傷なんかも多数あって、無事な部分を見つける方が難しいぐらいだ。

　いやいや冗談抜きで、それほっといたら、あんた死んじゃうよ？

　野生のオオカミ？　魔獣？　まあどっちでもいいけど、いかにもバイ菌とか持ってそうだし。

「黙れ人間！　ここまで言ってもわからないか？　ならばこちらにも考えがあるぞ……！」

　エルフは辛そうに両手を前に出すと、何やらぶつぶつとつぶやき始めた。

　この間のヴィンセントと同じ、これは魔法詠唱だ。……おそらく俺に向かって何らかの魔法を行使しようとしているんだろう。

　ビンビン感じる敵意、そして遠慮なくぶつけられる殺意。

　お、俺なんか悪いことしたっけ……？　しまいにゃ、泣いちゃうよ？

「わ、わかりました、わかりましたよ。女性を傷つけたくはありませんので、すぐにここから立ち去りますから！」

　俺はシロと一緒にその場を立ち去ろうとして、元来た道を帰るべく、身を翻す。

　しかしシロが歩き始める前に、俺はサッと右手を上げると、一直線にエルフの方に向けた。

「くっ！　人間め！　やはりそう来るか!?」

　エルフは魔法詠唱を止めると、顔の前で腕をクロスさせ、咄嗟に防御の姿勢を取った。

　どうやら俺が攻撃すると勘違いしているらしい。勘弁してよ……。

（傷口の殺菌、消毒、あとはまあ……一応女の子みたいだし？　傷痕の関係をしっかりと……）

　俺はエルフの身体にオオカミの噛み傷などが残らないよう、しっかりと回復と治癒のイメージを頭の中で固めつつ、身体の中で多少強めに光の魔力を練り込んでいく。

「それ！」

　掛け声と同時に俺はエルフに向かって、右手から一気に光の回復魔法を放った。

「ぐっ……!?」

　瞬間、辺り一面を白く染め上げるような白く輝く光が、満身創痍のエルフに降り注いだ。

　シロの時もそうだったが、特に治癒の光魔法って、かなり幻想的な光景に見えるんだよなぁ。

　多分どこぞの神父さんとかが、難しい顔をして『おぉ、神よ！』とか言いながら行使すれば、きっと聖人扱いされたりするんだろうな（笑）。

　エルフはずっと同じ姿勢で防御に集中しているようだが、もちろん俺に攻撃の意図などない。

　森の奥深くとはいえ、一応うちの領地だし、まあご近所さんってことになるんだろうしな。

　エルフ族がうちの管理する森の中にいるなんて、まったく知らなかったけど。

　しばらくして光が収まると、エルフは眉間にしわを寄せたまま、警戒心ＭＡＸの怪訝な顔で俺とシロとを見ていた。

　まだ自分に何が起こったのかが、よくわかっていないようだ。

「!?　こ……これは……？」

　一瞬ハッとしたエルフは、どうやらやっと、自分の傷が癒えていることに気が付いたらしい。

　自身の身体をあちこち確認し、満身創痍だったその身に、傷一つ残っていないことに訳がわからず驚いている様子だった。

（まあ、あとはほっといても大丈夫だろうし、何かややこしい奴っぽいし……。帰ろ）

　そう思って、早々にここから立ち去るべくシロに歩くように促したのだが、その時ふいに後ろから大きな声で呼び止められた。

「まっ、待て！　貴様、この私に何をした!?」

　えぇ……。まだなんか怒ってんの、この人？　もういいよ、帰らせてくれよ。俺は早く帰って、飯食ってゴロゴロしたいんだよ。

「あぁ、お怪我をされている様子でしたので、とりあえず傷を治しておきました。おそらく傷痕なんかも残っていないと思います。ですが、流れ出てしまった血液までは戻せませんので、家に帰って安静にされている方がいいと思います」

　俺がそう説明すると、エルフはなおも信じられない様子で続ける。

「治癒の魔法……だと？　う……嘘をつくな！　貴様、魔法詠唱などしていなかったではないか！　はっ、そ……そうか！　傷を治療したと見せかけ、闇の奴隷魔術か何かでこの私に細工したのだろう!?　そして私をどこか遠くへ連れ去り、あんなことやこんなことをして身も心もズタボロにした挙句、金貨一億枚とかの大金で奴隷として売り払うつもりなのだろう！　ああ、何ということだ!!」

　エルフは自らを両腕で抱きかかえるような仕草をしながら、突然思い切り叫び出した。

　ひえー！　何言ってんだ、コイツ!?　なんだよ、やベーよ、奴隷とか何とか言ってるよ。そんでもって、金貨一億枚……？　無駄に自己評価が高くいらっしゃるし……。はよ帰ろ。

「い……いえいえ、そんなことはいたしませんよ。ではでは、僕はもう失礼いたしますね」

　俺は適当に愛想笑いをして手を振りながら、さっさと立ち去ろうとした。

　ほら、よくあるじゃん？　駅とかで、にこにこしてるお姉さんから、あなたの幸福を祈りたいとか何とかで、宗教とかの勧誘にあった時と同じ対応だな、うん。

「おい、待てと言っているだろ！　ちょっとこっちへ来い！　貴様!!」

　何なんだよ。俺、何かもう泣きそうになってきたよ……。

　近づいたらぶっ殺すなどと言われたかと思えば、今度はこっちへ来いと？　もう許してくれよ。俺が悪かったよ……。

「ガルルルルゥ……」

「……ヒッ!?」

　まったく話の通じないエルフにいい加減辟易していた俺の感情を読み取ってくれたのか、シロが鋭い牙を剥き出しにして、ど迫力でエルフにすごんだ。

　いやん、さすがシロちゃん！　番犬の鑑！　いい仕事するな、お前！

　……っていやいや。よく考えると、このやっかいごとに自分から首を突っ込んだのお前じゃん！

　そのくせ、なにご主人のために一肌脱ぎましたよ？　的な雰囲気醸し出しちゃってんの!?

　だがシロの迫力に怯えたエルフは一転、後退りしてビビりながらも、何やら気になることを言い出した。

「な、なぜだ……。なぜ人間風情が、森の守護神獣であるフェンリルと一緒にいるのだ……」

　ん？　フェンリル??　フェンリルって何だっけ？

　でっかい狼のことだったっけか？

　……確か俺がマッチョ父の書斎で、寝転んでクッキーを食べながら読んでた本に書いてあったような気もするけど。

　ちょっと意味がわからないが、フェンリルとは一体誰のこと言ってんだ？

　はっ……！　もしかしてコイツ、本当にパーなのか……？

　俺は一応、周辺を見回して確認したが、フェンリルなどというものの姿は、もちろんまったくもって見当たらない。そうか、コイツかわいそうな人だったのか……。

「フェンリル……？　というのはよくわかりませんが。あ、あの……、僕もう失礼しますね。お、お大事にしてくださいね……？」

　俺は引きつった笑い半分、憐れみ半分を込めた目をしながら、さっさとその場から立ち去ろうとした。

「お、おい貴様！　何だそのかわいそうなものを見るような目は!?　その目はやめろ!!」

　うわぁ……。ちょっと必死な感じになってきたし、いよいよアレだな……。

「なぜ気付かないのだ!?　今まさに貴様が乗っかっているだろうが!!　神獣フェンリルの背中に!!」

　はぁ……？

「……？　いや、これはうちで飼っている犬のシロですけれども……？」

「バカかお前は!?　そんなでっかい犬がおるか!!」

「え……？」

「えぇ……？」

　俺は図らずも、エルフとしばらく見つめ合った後、二人同時にゆっくりとシロの方へ視線をやる。

「ワンッ!!」

　シロはいつもと変わらず、真っ白でツヤツヤな毛並のまま元気に吠えると、頭を俺にすり寄せて甘えてくるのだった。モフモフモフ。
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「さっきは本当にすまなかった。私はもう少しで大切な命の恩人を、スパスパの輪切りにしてしまうところだった……。まずは森の神と風の精霊に誓って、お前に心からの感謝を」

　エルフは一度右手を大きく上にあげた後、お辞儀しながら右手を自分の胸へと当てた。

　これはエルフ式の感謝の挨拶、ってとこなのかな？

　まあ感謝はいいとして、お前怖ぇよ。そんなおっかないこと考えてたのかよ。

「……かつてお前たち人族は我々エルフ族を奴隷として捕らえ、使役し、利用し、そして戦争の道具として酷使するなど、悪逆の限りを尽くした野蛮な種族であると、エルフ族なら子供の頃から皆がそう教えられている。……もちろん私自身も、今でも人族はそうに違いないと考えている」

　エルフは、まっすぐに俺の目を見ながら話した。

　その目はあまりにも真に迫っていて、何というか、正面切って否定するのが憚られる圧を感じる。

「だが……、だがお前の目からはそういった邪悪めいたものは感じない。だから私は、自分の直感に従い、お前のことだけは信じることにした」

　んん？　どこにでもあるような目だと思うけどな。

　ま、褒められて悪い気はしないよね！

「……もちろんあなたのおっしゃるとおり、クズみたいな悪い人間もいるでしょうが、全員が全員ではないと思いますよ？」

「……ふっ、そうであればいいのだがな」

　俺から視線を逸らし、少し遠い目をしながら、エルフはつぶやいた。

　含みのある言い方が少し気にはなるが、今は深く考えても仕方がないか。

　そんなことを話しながら俺とシロは、オオカミの群れから助け出したエルフに連れられ、森の中を歩いていた。

「自己紹介が遅れたが、私の名はリア。この森に住むエルフ族だ」

「僕はレインフォード・プラウドロードと申します。一応王国からこの森の管理を任されている、プラウドロード男爵家の長男です」

「成程、お前は人族の貴族の子供、というわけだな？」

「一応そうなりますね」

　俺たちは歩きながら、それぞれ遅まきの自己紹介を行った。

　隣を歩いているリアには、俺が光魔法で傷の治療を行ったことや、こちらには害意など一切ないことを繰り返し繰り返し、何度も繰り返し説明したところ、ようやく納得してくれた。

　俺がシロに乗っていたことも、どうやら納得してくれた大きな要因の一つだったらしい。

　このリアについては、出会いこそ碌なもんじゃなかったが、過剰に人間を警戒しているだけで、話せば別段、悪いエルフというわけではなさそうだ。

　余談だが、リアは見眼麗しいし、背も高くスタイルもいい。頭はちょっとアレかもだが……。

　それよりも俺は、リアが俺たち人間のことをかなりの悪逆非道の残虐生物だと思っている所が妙に気になっていた。また、平和な日本を生きていた俺にとって、リアが言った『奴隷』という言葉も、かなりのパワーワードだった。

　俺は父やフリードから、この世界の奴隷制度なるものを少しだけ聞かされたことがある。

　奴隷には色んな種類があり、借金が払えなかった結果の金銭奴隷、罪を犯した者が落とされ、鉱山などで強制労働をさせられるという犯罪奴隷などなど。

　……しかしその他にも、おそらく女性や子供を搾取の対象とした、いわゆる性奴隷なども存在するのだろう。父やフリードはあえて口にしなかったのかもしれないが……。

　あまり信じたくはないが、確かにリアのような容姿端麗なエルフを性奴隷にして云々ということも、一部の腐った人間ならやりかねないことだと思った。

「……しかし神獣フェンリルと心を通わせる人間がいるとは……。私も実はフェンリルを見たのは初めてだが、にわかには信じられん話だな」

　俺はモヤモヤとまとまらない思考を一旦止め、リアの方へ視線をやった。

　リアは俺の横をペタペタ歩いているシロを物珍しそうにまじまじと見ながら、神獣フェンリルという存在について教えてくれた。

　何でも、エルフ族においてフェンリルという存在は、不老不死にも近い寿命を持ちながら、森の守護者として、永きにわたってこの白銀の森を護ってきたものだと考えられているらしい。

　またそういった守護者としての顔とは別に、強大な膂力と魔力を振りかざし、森の調和を乱す者は種族を問わず、その鋭い牙と爪で八つ裂きにする、という苛烈な魔獣としての側面も伝えられているとのことだった。

　ふむ、所詮言い伝えだし、どこまでが真実なのかはわからんな。

　現にシロは出会った時はとても小さくって、いかにも子犬という感じだったが、今ではかなり大きく成長している。

　なので、シロが不老長寿の不思議生物だとは、ちょっと考えにくいように思えたからだ。

　まあ、シロの出生については確認を取りようもないことだが……。

「フェンリルというか……、本当にうちの家族にとっては、ただのかわいいワンちゃんなんですけどねぇ？」

　俺はシロに近づくと、フワフワの額や喉、また頬の部分などを手でワシャワシャモフモフしながら、お互いにじゃれ合う。

　シロもすぐにノリノリになり、俺の手を甘噛みしてくる。

　最初は、これが痛かったんだよなぁ。

　ははははっ。やっぱかわいいよなシロは。こんなに人懐っこいからこそ、うちの家族だけじゃなく、領民たちからもかわいがられるんだろうな。

　モフモフ、モフモフって……うわぁ！　めちゃくちゃシロのよだれが顔についたぁ!?

　リアは、そんな俺とシロのやり取りに微笑みを浮かべながらも、難しい顔をする。

「うーん。しかしその話は私以外にはあまり言わない方がいいだろう。エルフ族はフェンリルを森の守護者として神聖視しているからな。ペットだのワンちゃんだのという物言いに納得しない者も多くいるだろう。……人族のお前が言うとなおさらだ」

　リアは顎に右手を当て、考え込むように言った。

　成程、触らぬ神に祟りなしってやつだな、了解了解。

　まあこれ以上、エルフ族に深入りしなければ、特にトラブルにはならんだろう。

「わかりました、気を付けます。ところでリアさん、僕たちは一体どこへ向かっているんでしょうか？　僕たちがやってきた森の入口とは、どうも反対方向に進んでいる気がするのですが……」

　俺たちは、何気なくリアと一緒に歩いていたが、日も傾いてきたしお腹も空いてきたしで、そろそろ家に帰りたいと考えていたところだった。

　あとうちのゆるふわ母は、普段は優しいのだが、門限やら躾やらにはめちゃくちゃ厳しく、安易に決まりを破ってしまうと、大変なことになってしまうのだ。

　これまでにも森でシロと遊んでいて、疲れて寝入ってしまって夕食に遅れた結果、ゆるふわ母のケツビンタにより、何度俺のかわいいお尻が腫れあがったことか……。

　知ってるか？　魔法で身体強化された手でのビンタって、マジで痛いんだぜ……？

　だが俺の考えとは裏腹に、リアはごく自然な感じで、俺に向かって言った。

「どこへって、私の村に決まっているじゃないか」

　えぇっ!?　ちょ……何が決まってんだよ!?　いつ誰が決めたんだよ!?

　コイツは、本当……。シロの件もあるし、これ以上エルフ族には深入りしたくないんだよ！

「いやぁ、リアさん……、もう日も暮れちゃいますし。僕もシロもそろそろ家に帰らないと、僕のお尻の危機……、あぁいや、まあそれは置いといて。いずれにしても、今日のところはそれぞれ帰宅し、また後日改めて僕の方から訪問する、ということでいかがでしょうか」

　い、今ならシロに乗って全速力でぶっ飛ばせば、何とか夕食に間に合うはずだ！

　頑張れ俺！　戦え俺！　自分のお尻は自分で守るんだ！

「はっはっは！　そんなに気を遣わなくてもいい、お前はまだ子供だろうに。いいから遠慮などするな。私とてお前に命を救われた身だぞ？　出会ったら即、逃げるか殺すかという人族とはいえ、それ相応の礼は尽くさねば申し訳が立たないだろう。これは決定事項だ、異論は認めない。あとほら、私のようにかわいいエルフもいっぱいだぞ？　ホ～ラホラァ、おませさんめ？」

　アホかこいつは!?　逃げるか殺すかを選ぶような相手がほいほい村に入ってきたならば、俺の方の選択肢は一つ、死あるのみじゃねぇか!!

　あと子供だとわかってるなら、こんな時間まで連れ回したりするんじゃないよ。

　俺の前世なら、完全に未成年者誘拐罪でアウトだからな？

「あ、そっ……そうだ、リアさん！　そういえば、エルフの皆さんは人族がお嫌いなのではありませんでしたっけ？　さっきも奴隷云々の悲しい話をしていたじゃないですか。そ、そんな所へ僕がのこのこ出かけて行っても、きっとエルフの皆さんの気分を害するだけだと思うのですが」

　そんな恐ろしい閉鎖空間に足を踏み入れてたまるか！　俺は全力で帰ることを主張するぞ。

「そのリアさんという呼び方、少々気になってしまうな。私のことはリアでいい。さん付けなど気持ちが悪いぞ。私もレインと呼ぶ。それでいいだろう？」

「は……はぁ、それは別に構いませんが」

「それにな、さっきも言ったとおり昔の因縁もあって、確かにエルフは人族が嫌いだ。それは紛れもない事実だ。もしかしたら村に入った瞬間、お前を矢で射殺そうとする奴がいるかもしれんし、棍棒とかで撲殺しようと飛びかかってくる者もいるだろう」

　アホか！　怖ぇよ！　どっちもコロス一択じゃねぇかぁ！

　帰る！　俺絶対帰るぅ～!!

「だが、私がレインに命の危機を救われたのもまた真実だ。だからな、そんな奴らがいれば、私が責任を持って、……責任を持って……うーむ……うむ！　何かこう適当にぶっ飛ばしてやればいいんだ！　あっはっはっはっは！　よかった、万事解決だな！」

　リアは仁王立ちの姿勢で豪快に笑っている。……きっとあまり悩みがないタイプだな……。

　よし決めた、今決めた！　いざとなったらシロに乗って全力疾走で逃げよう。

　リアに話は通じそうにないし、最早俺が生き残る道は、これ以外にないと見た。




「お？　そうこうしている間に我々の村に着いたぞ。おーい、リアだ！　今帰って来たぞ！」

　あれからまたしばらく歩いた後、リアが突然大声で叫び出した。

　俺はいつでも逃げ出せるように、シロに跨ってリアの後方にいたのだが、俺がいくら目を凝らしても、村らしきものなど何も見えず、ただひたすらに木々が生い茂るのみだ……。

　あぁ……、何にもない場所で叫んで、手を振って……。コイツやっぱりアレだったか……？

　俺は生暖かい目で、大声を張り上げ続けるリアを眺めていたのだが……、その時だった。

　単なる森の茂みに見えていた目の前の空間が、突如、水面に小石を投げた時の波紋のように数回波打つと、なんと徐々に視界が開けていくではないか。

　そして驚く俺の前に、木で作られた柵や立派な門が見えたかと思うと、そこに門番と思われるエルフ族の男性が数人現れたのだった。

（成程……。人の目を欺く結界を魔法で構築しているというわけか。全然わかんなかったぜ……）

「リ、リア様!?　リア様だ!!　生きておられたのか!?　おーい、みんな！　リア様が帰って来たぞぉ!!」

　門番はリアの姿を見るや、嬉しそうに声を張り上げると、村の皆に知らせている。

　ふーん、リアってなかなかの人気者だったんだな。

　俺は自分のことのようにちょっとだけ嬉しくなり、その光景を微笑ましく思っていた。

「着いたぞレイン、ここが私の村だ。……ところで、さっき私を変な目つきで見ていたように思うが、何か失礼なことを考えていなかっただろうな？」

　リアは目を細め、責めるように俺を見た。

「……い、いえ！　何を言ってるのかよくわかりませんよ。……は、ははは……！」

　通常なら俺とリアのそんなやり取りは、単に微笑ましい日常の一幕のはずだったのだが、次の瞬間、事態は急転する。

　イエ～ス！　もちろん予想どおり、悪い方向へ、だね！

　だって俺の姿を見た門番さんたちが、大騒ぎし始めたからな（涙）。

「き、貴様……人間だな!?　ここへ一体何をしにきた!!　そ、そうか……、わかったぞ。リア様を脅迫し、無理やりここへ案内させたか！　敵襲！　敵襲ー!!」

　カンカンカンカン！

　カンカンカンカン！

　エルフの門番さんは、警戒用に設置していたと思われる木の板をここぞとばかりにかき鳴らし、仲間へ緊急事態の発生を告げる。

　はぁ、何か訳もわからず疑われるのには、段々慣れてきた気がする……。

　エルフって一見思慮深そうに見えるけどさぁ、実はちょっと違うのかな……？

　俺の中の理知的なエルフのイメージがガガガ……。

「ちっ、違う！　待て、待ってくれ！　こいつは、このレインは違うんだ！　こらっ、お前たち！　待てったら!!　私の話を聞かないかー!!」

　リアは思っていたのと違ったのか、あたふたしながら精一杯身振り手振りも交じえて事情を説明している様子だが、他のエルフたちはまったく聞く耳を持っていないようだ。

　おーい、たくさん集まって来たぞー。

　適当にぶっ飛ばすんじゃなかったのかなー。

「みんなこっちだ！　早く来て矢を構えろ!!」

　あぁ……、けっこうな人数が集まってしまった……。

　エルフ、エルフそしてまたエルフ……。これはこれで、なかなかに壮観だぁ。

　えっ？　何が壮観なのかって？

　だってあんた、そりゃほとんどのエルフが、立派なでっかい弓に、いかにも刺さったら痛そうな鋭い矢をつがえ、しっかりと俺に向かって構えてる姿ったら、ねぇ……。

　はは……ははははは……はぁ。

「やめろ、お前たち!!　やめてくれ!!」

　半泣きのリアと、絶叫にも近いその叫び声。

　――しかし誰一人、リアの声は届かない。

（これが現実か……）

「一斉に…………放て――――っ!!」

　次の瞬間、エルフの門番が大声でそう叫んだ。

　ヒュン！

　ヒュヒュヒュヒュン!!

　ものすごいスピードの矢が、前方の様々な角度から、一斉に俺に向かって飛んでくる。

　腕がいいなぁ、うちの警備兵さんたちにも見習ってほしいくらいだ。めちゃくちゃ正確に飛んで来てるじゃん。

（しゃあない、風の魔法で撃ち落とすか……）

　そう思った俺は、半ばこうなることを予想して、あらかじめ身体の中で練り込んでいた魔力を解放しようとしたのだが……その時だった。

「グアオ――――――――ン！」

　俺が跨っていたシロが、突如、オオカミの群れを追い払ってリアを助けた時のように、再び大きな雄叫びを上げたのだ。

　あれ、この前と何かが違う……？　今回は、ただのでっかい声じゃない。これは……。

（魔法だ!!）

「なっ、なにぃ!?」

　その瞬間、俺の急所を狙って正確無比に飛んできていた矢の雨が、まるで糸でも付いていたんじゃないか？　と思うほど急転回したかと思うと、そのままあさっての方向に飛び去り、次々に周囲の木へと刺さっていったのだ。

　そうか、わかったぞ。

　これはシロが風の魔法を使って気流の結界のようなものを構築し、俺に向かって飛んでくる矢を弾き返してくれているんだ。

　シロよ……。フェンリルだか何だか知らんが、やっぱお前はお前だな……。大切な大切な、うちの家族だぜ。

　ありがとうな、シロ。あとでモフモフしてやろうな。

「あ……あ、あれは……」

「フェンリル……!?」

「フェ……フェンリルだとぉ!?　なぜ神獣フェンリルが人間などを護るのだ！」

　エルフたちは、今更ながらにシロの姿を確認するや、彼らの崇める神獣フェンリルと忌み嫌う人間の俺なんかが一緒にいることに、驚きを禁じ得ないようだ。

　いやぁ、しかしなぁ……。いきなり弓で射殺そう！　っていうエルフたちの野蛮な考えは、ちょっとなくない？　こりゃ撲殺云々も、十分にあり得る話だな……。

　いくらうちの家に管理責任のある森の住人さんたちとはいえ、これはちょっと近所付き合いを考えさせられるレベルだぜ。

「す、すまなかった。レイン、シロ。私という者が付いていながら……」

　駆け寄ってきたリアは、俺とシロが無傷だとわかると、ほっと胸を撫でおろし、大きく安堵していた。

　どうやらちゃんと心配してくれていたらしい。

　まあ俺は、どうせこんなことになるんじゃないかとは思っていたけどな。

「みんなやめろ！　こいつはレインといって、フォレストウルフの群れに襲われた瀕死の私を助けてくれたんだ！　これ以上の無礼な振る舞いは許さんぞ！」

　リアは凛とした表情でエルフたちに向き直ると、大きな声で真正面から全員に向かって叫び、俺の無実を訴えかけてくれた。

「……リア様を助けてくれた……だって？」

「いや、いきなりそんなこと言われたって……」

「も……もしかしてリア様は、既に闇の隷属魔法で洗脳されているんじゃないのか……？」

　しかしエルフたちは、必死のリアの言葉を信じるどころか、ますます疑念に満ち満ちた眼差しを俺へと向けた。

　すると、そこへ一人の小さなエルフが現れた。

「リア姉様ー!!」

　そのエルフの少女は、俺とシロの横を猛ダッシュで駆け抜けたかと思うと、泣きじゃくりながら、勢いよくリアに抱き着いた。

「うわぁん、リア姉様！　帰ってきてくれてよかった！　よかったよぉ！　うわぁーん!!」

「ルル……、ルルじゃないか！　よかった。無事に村に辿り着けたんだな。うむ、よかった……」

　リアは頬を伝う涙を拭いながら、ルルと呼ばれた小さなエルフに合わせるようにしゃがみ込むと、優しく、しかしとても力強くルルを抱きしめた。

　リアとルルという二人のエルフが、心からお互いの無事を喜び合っている温かい空気が、離れていてもしっかりと伝わってきて、俺の心までも癒してくれるようだ。

　俺も他のエルフたちも、さっきまで争っていたことなどすっかり忘れ、しばらくの間、その優しさ溢れる光景を見守っていた。

「ねぇ、あなたがリア姉様を助けてくれたの？」

　ルルという小さなエルフは、リアから離れて俺の方を振り向くと、唐突に話しかけてきた。

　ふむふむ、背丈は俺と一緒ぐらいで、雰囲気もリアとは違ってかなり子供っぽい。

　ということは、やっぱ俺と同じ十歳くらい？

「ん？　いや、僕は特に何も。僕が乗っているこのシロが、オオカミの群れを追い払ってくれたんですよ」

「へー、そうなんだ。でもそうよね、あなたどう見ても小さな子供だものね？　うふふふ」

　ルルはニッと白い歯を見せて笑った後、俺を見ながらうんうんと頷いている。

　おいおい！　子供に子供と言われても困るなぁ。

「あはははっ。子供なのはお互い様でしょう？」

「そうかしら？　私は見た目こそあなたとあまり変わらないけれど、これでも今年五十二歳なんだからね！　あなたは人族だから、見た目どおり、どうせ九歳か十歳ぐらいでしょう？　私の方がきっとお姉さんよ！」

　……な……なな……、なんだとぉ!?

　そ……その姿で、五十オーバーだとぉ!?

　エ、エルフが長生きの種族だということはなんとなく知っていたが……。こ、ここまで人間と違うもんなのか……。

　うむぅ、まさに見た目は子供、頭脳は……まあちょっと弱そうだが、まさに名探偵コ〇ンそのものじゃないか！

「は!?　そ、そうなると……」

　俺は戦慄を覚える……。

（リ……リアは一体、いくつなんだ……？）

　ゴ・ク・リ……。

　俺は思わず唾を飲み込むと、恐る恐るリアの方へと視線をやったのだが……。

「うっ!?」

　リアは無言の圧力を伴った爽やかな笑顔で、じっと俺の方を見つめていた。

　こ……怖すぎる。オオカミの群れも裸足で逃げ出すド迫力だぜ……。

（い……いかんいかん、これはきっと触れてはいけない類の話だ、スルーしておこう。まあこの世の中、知らなくていいこともあるよね……）

　俺はそんなことを考えながら深呼吸をし、自分を落ち着かせていたのだが、そこへ一つの足音が近づいてきた。

　ザッ……ザッ……ザッ……。

　足音の主がかなり濃密な魔力をまとっていることが、離れていても伝わってくる。

　ザッ……ザッ……ザッ……。

　なおも近づいてくる足音。

　うーん、これはちょっと気合を入れないといけない相手かな？

　俺は誰とも戦いたくなんてないんだがなぁ。

　そう思いながらも俺は、相手からの不意の攻撃にいつでも対応できるよう、静かに、しかし確実に全身に魔力を練り込んでいく。

　しかし俺の警戒とは裏腹に、濃密な魔力をまとった存在は、そのまま俺のすぐ前まで進み出て来ると、甲高い声で叫んだ。

「こらお前たち！　リアを救ってくれた恩人になんという振る舞いをしているんだ、まったく！　恥を知ってほしいものだよ！」

　足音の主の姿を見るや弓を構えていたエルフたちは、弓を下げ頭を低くしながら、恭しく後方へと下がっていく。

　どうやら、あれがこの村の責任者らしい。

　話のわかるエルフだといいんだけどなぁ。

「いやぁ、村の者たちが失礼したね？　まずは森の神と風の精霊に誓って心から非礼を詫びるよ。だからそんなに警戒しないでくれるかな？　僕は君と争う気なんて、これっぽっちもないんだからさ！」

　俺に相対したエルフの女性は、目の前で歩みを止めると、かなり砕けたフレンドリーな口調でそう言った。

　俺はそのエルフの姿を見て目を丸くした。

　だって、このエルフの姿……。

（リアにそっくりじゃん……？）

　そこに現れたのは、リアと背丈も顔も瓜二つの、僕っ娘エルフだった。

　そしてそのエルフは、驚くほど爽やかな笑顔を伴って、堂々と仁王立ちしていたのだった。
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　エルフの集落は、大小様々な自然を有効利用して作られていた。

　住居はもちろん木でできていたし、その他にも切り株を利用した椅子や大きな木から削り出したと思われる机、そして村の中央には集会等で使われるであろう大きな広場もあった。

　俺がいた世界で例えるなら、余暇を楽しむおしゃれなキャンプ場ってところか。

　また村のエルフたちの姿を見ると、麻を編んで作ったような簡素な服を着ている者もいれば、ツヤツヤのシルクのような生地の服を着ている者もいる。

　いずれにしても、エルフたちにあまり飾り気はなく、おしゃれには無頓着なようだ。

　みんなそれぞれ農作業をしていたり、植物を煎じて薬草のような物を作っていたりと、思い思いに仕事をしている様子だった。

　そんな村の中を、俺とシロはリアに連れられて進んでいく。

　シロの姿を見たエルフたちは一様に、驚いたり涙を流しながらお辞儀をしたり、中には腰を抜かして尻もちをつくエルフまでいた。

　だがやはり、シロに乗った俺に対しては、まったくいい印象を持っていないというのがありありと伝わってくるし、あからさまに敵対心を剥き出しにする者もいる。

　まあ、そんなこと気にしてもしゃあないんだけどね。

　そんな中、俺はエルフの村の中でも一際大きく、村のほぼ中心部に位置するログハウスに案内された。

　どうやらここが村長の屋敷らしい。

　ふむふむ、簡素ではあるが、細部までしっかりと作り込まれたおしゃれなログハウス。

　建物の中には応接室のような場所があり、そこには何か立派な動物の革で作ったであろうフカフカのソファーが設置されていて、俺はそこに座るよう指示された。

　ふと辺りを見渡すと、森は既に日も落ち、周りは真っ暗になっていて、部屋の壁にそって立てられた燭台の上では蝋燭の炎がゆらめいていた。

（すっかり夜かぁ……。家に帰った時、どうやって言い訳しようかなぁ……）

　ため息をつく俺の正面に座っているのは、先ほど村の出入口で会った、リアにそっくりな女性のエルフだった。

　唯一違う点と言えば、リアの長い緑色の髪に比べると、こちらは肩口で短く切り揃えられており、さらに、何らかの魔力属性を持った魔石であろう石が埋め込まれた首飾りを掛けていた。

　またそのエルフの後ろには、端整な顔立ちをしつつも、筋骨隆々という感じのいかにも護衛然とした男性エルフが二名、こちらに睨みを利かせながら佇立している。

　ちなみにリアは俺の隣に座っており、シロは部屋に入るや俺の後ろで丸くなると、速攻で爆睡モードに入っていた。

「粗茶ですが」

　別の女性エルフが、俺に温かいお茶を淹れてくれた。

　目の前の木でできたカップから、ハーブを蒸したような、ほのかないい香りがする。

　ちょうど喉も渇いているし、遠慮なく飲んじゃおっかな！

「頂きます」

　……うん？　うんうん！　ちょ……、うまいなこれ！

　俺は一口飲んで味を確かめた後、一気に残りのお茶を飲みほした。

　飲んだ瞬間に爽やかな香りが鼻腔を駆け抜け、ほんのりとした甘みが口の中いっぱいに広がっていく。

　なのに後口は全然しつこい感じがせず、口の中に余計な味などは残らない。

（これはぜひぜひ我が家にも分けてほしい茶葉だな……。この茶葉を売りにした喫茶店などを経営すれば……むふふふ……）

「ほほぉ、いい飲みっぷりだ。そしてとても美味しそうにお茶を飲むね。なんだかこっちまで嬉しくなってくるよ」

　リアに似たエルフは、下から覗き込むように俺の顔を見る。

「えぇ、とても美味しいお茶でした。後味もすっきりしていますし。これはぜひうちの家族や領民たちにも飲ませてあげたいものです」

「気に入ってもらえたようで、すごく嬉しいよ」

　そう言うと、リアに似たエルフの女性は、今度は一転、ニヤリと意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「……けどさぁ。君はそのお茶に毒が入っている……とは考えなかったのかい？　我々エルフの民が、君たち人族をよく思っていないことは、知っているんだろう？」

　にわかに、場が緊張した空気に包まれる。

　リアも眉間にしわを寄せて口を一文字に結び、じっと向かいのエルフを見ている。

「毒……ですか？　いいえ、特には」

　俺は首を横に振って、即答した。

　リアに似たエルフの女性は、目を丸くして少し驚いたようだが、すぐに元の品定めをするような笑顔に戻った。

「ほう……、理由を聞いても？」

「理由というほど大したものではありませんが……。僕を殺すつもりなら、いちいち毒なんて回りくどい方法を取らずとも、あなたのように強い魔力をお持ちであれば、とっくにやっているだろうなと、そう思っただけですよ」

「ふむ……、成程なるほど」

　エルフは右手を顎にやり、わざとらしくうんうんと何度も頷いた。

「……あともう一つ。僕は先ほど、このリアと友達になったんですよ。ですので、友達の村の人が出してくれたものを疑うなんて、おかしいじゃないですか」

　俺が笑顔でそう言うと、隣に座っているリアや筋骨隆々の護衛の人たち、そしてお茶を淹れてくれた女性のエルフまでが、目を丸くしていた。

　ん？　俺なんか変なこと言ったかいな？

「ぷっ……くくく……。あーっはっはっはっは！　そうだね、そりゃそうだよ！　まったく君の言うとおりだとも！」

　どうやら相当ツボにはまったのか、リアに似たエルフは、腹を抱えてヒイヒイ言いながら涙を流して笑っている。

　や……やっぱエルフって、ちょっと変わってんのな。近所付き合い、よく考えないとな……。

「もう意地悪はそれぐらいにしていただけませんか？　これ以上はレインに失礼かと存じますが」

　その様子を見かねたリアが、片目を閉じながら、睨むように口を挟んだ。

「はははは、はぁ……。そうだね。これは失礼したよ。いやぁ、まさかあのリアが、人間のお友達をここに連れてくるとは夢にも思わなかったからねぇ。少し意地悪してみたくなっちゃったのさ。どうか悪く思わないでおくれよ」

　エルフは手で涙を拭いながら、申し訳なさそうにリアに言った。

　リアの方もブツブツ言いながらも納得したようだ。

「君も悪かったね。改めてお礼を言わせてもらうよ。うちのリアをフォレストウルフの群れから助けてくれた上、傷の治療までしてくれたと聞いている。森の神と風の精霊に誓うよ。本当にありがとう」

　エルフはそう言って右手を胸に当てると、後ろで佇立している従者たちや、お茶を出してくれた女性のエルフともども、俺に向かって深く頭を下げた。

「いえいえ、そんな。僕は本当に何もしてないんです。オオカミの群れからリアを助けたのは、後ろで気持ちよさそうに寝ているうちのシロなんですよ」

「ふふふ、そうかい？　そんなに謙遜しなくてもいいと思うけどな。確かにそのフェンリルの力もあったかもしれないけど、そもそも君という人間とフェンリルの関係性がなければ、リアは助からなかったろうしね。それに……」

「それに？」

「それにさっき君から感じた魔力、……いや、むしろ逆に超巨大な魔力が服を着て歩いているようにさえ感じたけどね。君のその魔力の一端に少しでも触れれば、色んなことにも納得できるよ」

　エルフは腕を組みながら静かにそう言った。

　むぅ。やはり俺が有事対応のために練り込んでいた魔力は見抜かれていたか。

　まあ俺も、何となくこのエルフが持っている魔力の強さはわかるしな……。

　いずれにしても俺は、ただでかい魔力を持っているというだけで、魔法使いとしてはまだまだ経験不足なんだろうな。これは今後の参考にしなければ。

「まあ、僕のことはいいとして。それよりもあなたはこの村の村長様なんですよね？　何て言うか、その、リアとあまりにもそっくりに見えるんですが……。実はリアのお姉さんか何かでいらっしゃるんですか？」

「……え？」

　隣のリアを含め、そこにいたエルフ全員がキョトンとした顔をした。

　あれれ？　また俺なんか変なこと言った？

　しかしほどなくして、なぜかリア以外のそこにいる全員が大笑いした。

「あーっはっはっはっ！　お姉さん!?　これはいい!!　何というか、僕にとっては大変ありがたい話だよ!!　ねえリア、これから僕のことは、ちゃんとお姉さんと呼んでくれたまえよ！」

　リアはといえば、なぜか憮然とした表情で俺に向き直る。

「そんなわけないだろうが！　レイン！　お前の目は節穴なのか!?　ええ!!」

　俺はリアにガッツリ両肩を掴まれ、ガックンガックン揺すられる。

　えぇ……。そ、そんなに怒らんでも……。

　俺には双子か、そうでなけりゃ姉妹か。いずれにしてもそっくりさんにしか見えん。

「いやいや～、お気持ちはすごく嬉しいんだけどね。残念ながら僕はリアの姉ではないんだよ。そうであれば愉快痛快なんだけどね。あぁ、申し遅れたね、僕はこの村の村長でエルというんだ。加えて言うと、そこなリアちゃんは、僕の孫娘なんだよ」

「ええっ、マジかよ!?　おっ、おばあちゃんかよ!?」

　うおっと、思わず素が出てしまったぜ。

　し、しかしまさか、ばあちゃんとはな……。

　さっきのルルもそうだが、エルフの若作り、マジ恐るべし……。

　これからは年齢不詳の一族と呼ぼうか……。

「まあ、人族とエルフ族とでは寿命そのものにかなりの差があるからね。僕たちエルフは長命な分だけ成長速度が遅く、老化の速度も人族のそれよりは、かなり緩やかなのさ」

「な、成程……。承知いたしました。それにしても……驚きました」

　まだ納得がいかない様子のリアは、腕を組んでぷんぷん怒りながら口を挟む。

「そんなに驚くことはないだろう！　おばあ様などと比べられても私は困るのだがな!!　肌のはりつやが全然違うだろうに……。あと目尻の小じわとか……」

　あ！　リア、お前……それは悪手だぞ……？

「リア……。後でゆっくりお話をしようか。村の外れの共同トイレの裏まで来てよ。必ずだよ、異論は許さない」

　ビビって涙目になっているリアを尻目に、エルと名乗ったエルフは俺に向き直り、ちょっと真面目な顔つきになった。

「さて、それはそうと。さっきは村の者たちが大変失礼をしたね。実は最近、森の様子がおかしくてね、村中がピリピリしてしまっているんだ。まあそうでなくとも、エルフは人間たちに散々な目に遭わされた過去もあるからね……」

　リアが言っていた、昔の奴隷云々の話なんだろう。

　もちろん俺がそういうことをしたわけではないし、これからもするつもりはないのだが、やはり申し訳ない気持ちになってしまう。

「まあそこはそれ。過去はどうあれ、同胞を助けてもらった恩人に対して、これ以上刃を向けるようなエルフはいないと、僕は信じているよ」

「そ、そうです……かね？」

　俺はつい、引きつった笑みを浮かべてしまった。

　いや、だって俺エルフって、もっと思慮深くて、石橋を叩いて叩いて叩きまくってむしろ壊して作り直して渡るぐらいの慎重派かと思ってたんですけど？

　それが話も聞かずに、治療を施した人間を魔法で輪切りに？　しようとしたり、いきなり弓を射ってきたり……。

　ちょっと付き合い考えちゃうレベルだよなぁ。

「あ、あの……ところで、森の様子がおかしい、というのは？」

　まあ、ここでいちいちそれを責め立てても仕方がない。

　俺は頭を切り替えてエルの話を聞くことにした。

　だってこの森のことは、うちの領地の事情に直結する話だからな。

　何か森に異変があるなら、それはそれで問題だ。

「うんうん、やっぱり君も気になるよね？」

　エルは大きく頷いて、その内情を話し始めた。

「リアから聞いたけど、君のお家は人族の王様からこの白銀の森の管理権を委譲されているんだよね？　僕たちの方は、人族の決めた領土や国の境界線のことなんかは正直よくわかんないんだけど、君には関係のあることだろうから、よく聞いてほしいんだ」

「と、言いますと？」

「簡単に言うとね、ここ最近、なぜか森の中で魔獣の数が急増しているのさ。それも弱い魔獣だけでなく、大きな力を持った魔獣がね」

　リアもエルの話に合いの手を打つ。

「私が襲われたフォレストウルフ……。奴らも普段はこの村の近くに出没するような魔獣ではないんだ。もっと森の奥深くにいて、滅多に姿を見せることなどない」

　うむぅ……、魔獣問題か……。これは由々しき事態だな。

　かつての日本でも外来種の持ち込みによる生態系の破壊が問題になっていたが、それより深刻な話だな。

　万が一、森から魔獣がゾロゾロ出てきてこんにちは！　なんてことになれば、そりゃえらいことだ。

　よくはわからんが、魔獣たちは魔獣たちで、何か事情が変わったのか？

「普段出ない魔獣が出る……ということは、森の生態系？　とかはよくわかりませんが、魔獣同士の縄張りや生息地争いのようなものに異変が起きていると？」

　エルやその従者たちは一様に目を丸くし、驚いた表情を浮かべる。

「君賢いね……。とても十歳の少年とは思えないな！　身体の中から中身を取り出したら、年配のおじさんでも出てくるんじゃないのかい？」

「は……ははは!?　ま……まさかですよ！　ははははは……！」

　エルは冗談のつもりなんだろうが、マジで笑えない……。

　実はおじさんどころか、別世界の人間が飛び出しますぅ……。

「まあ、冗談はさておき……」

　リアやエル、そして周りのエルフたちも含め、場の雰囲気が明らかに重いものへと変わっていく。

「結論から言うとね、おそらく、森の奥でドラゴンが目覚めているようなんだ」

　……えっ？

　……今なんと？

「……ド、ドラゴンとは……。あの空を飛んだり火を吹いたりする、アレですか？」

「概ねそのとおりだね。ただこの森の中で眠っていると伝えられているのは、古代竜エンシエントドラゴンという種類のやつでさ」

「エンシェント……ドラゴン……」

　俺がつぶやいたその言葉は、ゆらゆらとゆらめく蝋燭の炎に吸い込まれていく。

　建物の外では、いつの間にか雨が降り出していた。

　夜の帳に包まれた森の木々は、その闇の中で、暗く、静かに佇んでいるようだった。
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　大きなログハウスは重い沈黙に支配されていた。

　他の家屋よりも下手に広いだけに、雨音や風の吹き抜ける音だけが、妙に耳に残った。

（あぁ、なんかこの雰囲気……。昔後輩が取引先とやらかして、謝りに行った時の雰囲気とそっくりだなぁ……）

　俺はかつてのことを思い出しながら、静寂を破るように口火を切った。

　というか、俺が話を進めないと、何かみんな永遠にしゃべらなさそうだし？

「エンシェントドラゴン……とは、また仰々しい名前ですね……。な、なんかこうカッコイイ感じ的な……？」

　俺はあえて陽気な口調で言ってみた。

　言ってみたのだが……。

「カッコイイだけならばいいんだけどね！」

　エルは笑いながら答えたが、どこか自虐的とも思える影の射す笑みにも見えた。

「……目覚めているらしい、というのは？　そのドラゴンは普段は眠っているんですか？」

「らしい」っていうぐらいだから、少なくとも以前は寝てたんだろう。

　加えてエルフたちが、件のドラゴンが森の奥にいることも把握していたような口振りも気になる。

「御先祖様の残した言い伝えでは、ドラゴンは今から二千年前、この森の最奥で、深い眠りについたと言われているんだよ」

「に、二千年!?」

　思わず目が飛び出しそうになった。

　食っちゃ寝好きの俺でも、二千年はさすがに長いと思うよ！

　前世の人類史なら、紀元後ほぼ寝っぱなしじゃん！

「けれどその言い伝えには続きがあってね。ドラゴンは三千年の永きにわたる眠りの後、再び覚醒し……」

「覚醒し……？」

　ゴ・ク・リ。

　おいおい、も、もったいぶるなよ……。

「世界を未曾有の危機に陥れるであろう、と」

　エルはどこか遠い目をしていた。

　外の雨はより一層強くなっているようだ。

　風もますます吹き荒んでいく。

　エルは、さっきのおちゃらけた雰囲気からは想像もできないほどに重々しい口調で、小さく、しかしはっきりと『世界の危機』という言葉を口にした。

　その場の全員がエルの話に息を飲む。

　戸惑う俺をよそに、他のエルフたちはうつむき、完全に押し黙ってしまった……。

「せ……、世界の危機、ですかぁ。それはまた……」

　俺は頬を指で軽く掻きながらつぶやいた。

　うーん、話がちょっとワールドワイドすぎて、今いちピンと来ないな。

　しっかしこれ……、俺の異世界スローライフ計画に黄色信号点灯か……？

　あれ？　でも待てよ。今の話、ちょっとおかしくなかったか？

「しかしその言い伝えが本当なら、まだドラゴンが目覚めるまで千年ぐらいの猶予があるように思うのですが……？」

　エルは深くため息をつき、大きく頭を振って視線を落とす。

「それがねぇ……、僕たちにとっても一番わからない点なんだよ。いやまあ……、点だったと言うべきか。いずれにしてもこれは、白銀の森に住むエルフに代々伝わる言い伝えだから、多少時期にズレがあっても仕方ないとは思うんだけど……。確かに千年のズレはあまりにも……ねえ？」

　エルの、何か奥歯にものが挟まったような含みのある言い方が、若干気になるが……。

「その言い伝えというのは、何かこう正確な記録のような物で残されたりはしていないんですか？　例えば古文書だとか、どこかの石碑に刻まれてるだとか……」

　俺の問いかけに、エルはちょっと困ったように、右手で頭の後ろを掻きながら答える。

「うーん。僕たちエルフはね、種族としての寿命が長い分、人族のように何かを書物に書き残したり、石に何らかのメッセージを刻んだり、ということはほとんどしないんだよね。長生きな分、伝えたいことは死ぬ前に概ね全て伝えることができてしまうし、正直自分が長生きして死んだ後のことなんて……ねぇ？」

　エルは少し気が緩んだのか、苦笑いを浮かべながら、他のエルフやリアの方を見る。

　同意を求めるような目は、どうやら助け舟を求めているらしい。

「……う、うむ、確かに。おばあ様の言うことは正しいな」

　リアは、さも当然のように大きく頷いた。

　マジかよ!?

　ちょっとエルフたち、どうなのよそれは。大事なことはちゃんと記録しとけよ！

「何か心当たりはないんですか？　危険なドラゴンだとしても、まだ目覚めるには千年もかかるんですよね？　そんな寝坊助君が早々に目を覚ますんですから、何かしらトリガーになるような事象などがあったはずでは……？」

　実はなんかあるだろ？　エルフさんたちぃ？

　これは推測だが、俺はきっとエルフたちが何かやらかしてるパターンと見たぜ。

　千年だぜ、千年!!　三年寝太郎も裸足で逃げ出すってんだよ！

　例えばドラゴンを封印していた宝石を盗んだとか、そうじゃなければ、何かこうクリスタル的な物を破壊したとかさ！

　うちのゆるふわ母なら絶対やるぞ？

「あーん、こけちゃった」とか言いながら、ドラゴンの封印すらうっかり破りそうだしな。

「君さぁ、さっきから何か失礼なこと考えていないかな……？　僕たちエルフには、そんな心当たりなんてないからね！」

　おお？　おお～？　何だなんだ、ムキになって。

　うむむぅ、ますます怪しいな、これは。

　俺は今、基本的にエルフたちに対する信頼／ＺＥＲＯ、だからな！

　あの一番に矢を射ちこんできた門番辺り、絶対何かやってまっせ！

「……まあそうでなくとも、今僕たちエルフの村の住人はどこもかしこも怪我人だらけで、何もできやしないからね……」

　エルは悔しそうにつぶやくと、膝の上で両の拳をギュッと握った。

「……と、言いますと？」

「……実は少し前に、この森の中でオークキングと思われる個体の姿が確認されてね……。僕たちはこれも、ドラゴンの覚醒による異常事態の一環だと考えているんだが」

「オ、オークキング……ですか」

　あの飛べない紅い豚のことか？

「そう。そのあまりの強さや凶悪さで、歩く大災害とも呼称されるオークの変異種さ。凶暴なオーク種の中でもその頂点に位置するオークキングは、僕たちエルフでは到底かなわない。なのでそんな奴が村へ近づかないように、結界の魔法を行使するのが精一杯だったんだがね」

　エルの言葉に、うつむいて黙っていたリアも重い口を開いた。

「……実はな、オークキングの動向を含めた森の調査において、多くの重傷者が出ているんだ。例えば村に入る際にレインが会ったルル。彼女も父親が魔獣に襲われて大怪我をしてしまってな……。たまりかねたルルは、一人で怪我に効くという薬草を採取に行った折、フォレストウルフの群れに襲われてしまったというわけなのだ」

「成程。そしてそれをかばったリアがズタボロに、というわけだったんですね」

「不覚だった……。まさかあんな場所にフォレストウルフの群れが現れるとは、これまでの経験からしても、思いもよらなかった」

　リアは悔しそうに歯噛みしている。

　うーん……、事情は大体分かった。

　まあオークキングの件はさておき、結局そのエンシェントドラゴンとやらが、この森の異常を引き起こしている全ての原因、ということだな。

「ところで、レイン君……」

　エルは何か言いたそうな様子で、若干上目遣いに俺を見た。

　お？　ようやくエルフの過ちを正直に話す気になったか。

　俺の経験上、何か心当たりがあるなら、早く言った方が楽になるよ？

　罪を憎んで人を憎まず！　悪い報告ほど早く正確に！　の精神だね！

「これは僕の仮説なんだがね」

　エルは人指し指を上に向けながら、説明するような口調で話し始める。

「この眠れるドラゴンはさ、何かとてつもない力を持って現れた稀有な存在と呼応するような形で覚醒した、と僕は考えている」

「ほうほう」

　俺は顎に手を当てて相槌を打つ。

　ちっ、あの紅の豚野郎のことだな？

　確かあいつ、マッチョ父の話だと実はけっこう強かったらしいしなぁ。

　死してなお迷惑を撒き散らすとは、けしからん奴！

「……しかしそれは、件のオークキングなどではなく、もっと強大な力、言うなれば常識では考えられないようなすごい魔力などを持った存在だと思うんだ」

　エルやその従者たちは目をキョロキョロさせ、何だか俺を見ながらソワソワしている。

　ふとリアと目が合ったのだが、すぐに視線を逸らされてしまった。

　何だよ、何か俺に言いたいことでもあるのか？

「……あっ！」

　そ……そうか。

　強い力に呼応する……ということは……。そうか、つまりそういうことだったのか。

　やっとわかったよ……。そりゃ俺には言いにくいよな。

　俺は口をへの字にして眉間にしわを寄せ、腕を組んで唸ってしまう。

「……成程、そういう……ことですか」

　エルは一瞬ハッとした表情をしたかと思うと、バツが悪そうに俺から眼を逸らした。

「……ごめんよ。き、気付いてくれたんだね……？」

「そうですね……。皆様の様子を見る限り、原因は一つしかないかと……」

　その場を重苦しい沈黙が支配した。

　……さて、どうしたもんか。

「エルフさんたちの言い伝えでは、現状ドラゴンに対する何か有効な手立てとかは残されていないのですか？」

　俺は思い切って聞いてみた。

　俺の考えが正しければ、俺はもはや無関係ではない。

　……いや、申し訳ないが、むしろ当事者と言える立場だと言っても過言ではない。

「それがね……申し訳ないんだけれど、具体的なことは何も伝えられていないんだよ。ただ漠然と、世界の危機としか伝えられていない」

　エルは苦虫を嚙み潰したような顔をして答えた。

　おいおい、エルフの御先祖さんよ……、後進を思い悩ませるようなことを仰々しく伝えるなら、何か有効打の一つくらいは残しといてくれよな。

「それは困りましたね……。では例えば、戦って勝てる見込みなどはあるんですか？」

　エルは肩を落として大きくため息をつき、肩をすくめて両手の手の平を上に向ける。

「……ドラゴンとまともに戦える者、ましてや倒せる者なんて、長生きしてる僕でも聞いたことがないね。そもそもドラゴンは、どんなに鋭い刃も通さない固い鱗を全身にまとい、その強靭な顎は大地を丸ごとかみ砕く。加えて最も恐るべきは、ドラゴンの息ブレス。まともにそのブレスにやられたなら、この世に生きた証など何一つとして残らないだろうね」

　場がさらに重苦しい雰囲気になってしまった。

　まぁ、そりゃそうだわな。

　自分たちが住んでいる村の近くに、そんな超危険生物がいたら誰だって怖いだろう。

　俺だって安心して部屋でゴロゴロできやしない。

「では、こうしましょう」

「おお!?　さすがは聡明なレイン君！　な、何かいい方法が!?」

　エルの表情がパッと明るくなる。

　藁にもすがるとは、きっとこういうことを言うのだろう。

「当事者同士で、対話を試みるんですよ！」

　俺はエルフたちに対し、自信を持って策を提案した。

　前世の営業の際、今まさに契約を取る！　的な、俺の必殺奥義とも言えるプレゼンだぜ！

「対話……かい？」

「そうです、対話です」

　俺はゆっくりとソファーから立ち上がり、そこらを徘徊し始める。

　意味？　ふふふ、この行動に意味などない！

　仰々しく、それっぽく、そして容赦なく全員の注目を集めつつ、最後に一気に畳みかけるのが、プレゼンの極意なのさ！

「た、確かにドラゴンは高い知能を持っていると言われているけれども……」

　エルは半信半疑という目を俺に向ける。

　だが俺は動じない。

　コツ……コツ……コツ……。

　俺の革靴の音が、いい感じに響いている。

「だって、話せばわかってくれるかもしれないじゃないですか。どのようなことにも、まずは対話が必要だと僕は考えます。幸いなことに、ある意味彼らは獣同士。そこは動物的なアレが何かうまく作用して……、き、きっとなんとかなる!!」

　俺は振り向きざまに、ビシッ！　とエルを指さしながら不敵な笑みを浮かべた。

　もちろん、決めのかっこいいポーズも忘れない。

　それはさながら、「犯人はあなただ！　〇〇さん!!」と言わんばかりのポーズ。

（決まったな……）

　自分自身がオークキングを即ぶっ殺してしまったことなど、気にしてはいけない。

　きっとそれとこれとは話のスケールが違うだろう、うんうん（納得）。

　エルフの面々の、ぽかーんとした表情が視界に入る。

　ふっ、洗練された俺の営業トークは次元の壁を超え、エルフたちのハートすら、ガッチリ鷲掴みにしてしまったかな？　惚れるなよ。火傷するぜ……？

「……え、えっと、一つ確認なんだけど……」

　エルはゴクリと唾を飲み込むと、意を決したように口を開いた。

「レイン君はその……、人族ではなく、獣人族……だったのかい？」

　ん？

「……？　いえ、私は人族……だと思いますが？」

　何言ってんだ、コイツ。

　何で俺が獣人なんだよ！　どうみてもモフモフポイントがないだろ！　つるっつるだろ！

　ま、まあ、あと何年かすれば肉体のある一部分はモフモフするだろうけどさ。

　エルは続ける。

「いやぁ、当事者は獣同士なんて言うからさ……。てっきりそうなのかと……」

「……？　いや、ですので、対話はうちのシロが……」

「え？」

「えぇ？」

　ん～……？

　何だか話が嚙み合わないなぁ。

「あの、ちょっと確認なんですけど……。ドラゴンを起こすに至った原因って、うちのシロなんですよね？　神獣フェンリルとかなんとか持ち上げられてたし……」
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　俺はちょっと引きつった笑みを浮かべながら、後ろで爆睡するうちのワンちゃんを、親指で指して確認したが。

「いや、君しかいないだろ!?」

「え――――――!?」

　お、おお……、俺だったんか～い！

　俺はその場にいる全員から、『犯人はお前だろうが！』的に指をさされ、強烈なツッコミを入れられたのだった。

「いや……。いやいやいやいやいやいや!!　ぼ、僕にそんなことを言われましても……。心当たりなんて何もない……と言いますか、そもそも僕はどこにでも転がっている十歳の小さくてかわいらしい子供ですよ？　そんな大それたものじゃ……」

　その時エルは後方の従者から、ヒソヒソと何か耳打ちをされている。

　な、何だなんだ……？

「レイン君。実はここ最近の調査でさ、森の中に突然巨大な溜め池や不自然なクレーターなどが発見されていてね。……果ては素材のよくわからない、見たこともないような異常な硬さの長城が、ある日突然まるで森を分断するように築かれていたりと、僕たちエルフの常識からはずいぶんとかけ離れた超常現象が認められてるんだけど……。何か心当たりはないかな？」

　あっ……俺だ……。

「これらの現象に関しては、エルフでは到底出力不可能な、異常なまでの濃密な魔力の痕跡が残されていてねぇ……？　しかも奇遇なことに、ついさっき村の出入口付近で、僕は似たような魔力を感じたような気がするんだよね」

　う……。

「そしてこれも仮説なんだけど……、あ、いやいや、最早裏付けのとれた定説と言っても過言ではないかもしれないんだけど。こうは考えられないかな？　眠りについていたはずのドラゴンは、突然この世に現れた『強大かつ異常な魔力』に惹かれてしまった結果、それに引っ張られるように、まだ千年程度はあるはずの、深い深いまどろみの底から一気に覚醒してしまった……」

「……」

　俺の背中を冷たい汗が伝う。

　調子に乗り、実験だの何だのと宣ってヒャッハー！　していたせいで、こんな深刻なご近所トラブルを引き起こしていたとは……。

「そ、そうですか……。うーん。こ、これは何か対策を考えないといけませんよね……」

　俺の両肩に、急に重い責任が乗っかかってきた気がする……。

　元々は自分が蒔いた種なのだが、俺とてまだ死にたくはない。

　何かいい方法はないものだろうか……。

「やっぱり戦うしかありませんかねぇ……？　そ、そういえば基本的なところなんですが、そのドラゴンって、一体どれくらいの大きさなのでしょうか？」

「言い伝えでは、この集落程度はすっぽり覆いつくされるほどだと言われているね」

「勝てるか！　でかすぎるわ!!」

　俺は人生で一番の速さと鋭さを誇るツッコミを入れたのだった。
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「じゃ、今日は一旦解散するとしようか。各々何かいい方法がないか模索しつつ、明日の朝、もう一度ここで集合ということで、よろしく頼むよ」

　エルフ村の村長であるエルがそのように締めくくったことで、この日の会議はお開きとなり、俺は爆睡していたシロを起こし、リアと一緒にエルの家を出た。

　雨はいつの間にか止んでいたが、外はもうすっかり日が落ちてしまった。

　暗い空には、前世と同じように、月がぽっかりと浮かんでいた。

　今日はどうやら満月のようだが、月には分厚い雲がかかっている。

　さて、どうしようか。

　正直今からでも自宅に帰ろうと思えば帰れるが、真っ暗な森の中をウロウロするのはちょっと怖いし、今日はこの村に泊めてもらうしかないか。

　……夜中に暗殺されたりしないだろうなぁ……？

「すみません、リア。この村に宿か何かはありませんか？　今お金の持ち合わせはないんですが、何とか交渉して泊めてもらおうかと考えていますので」

　大きな石をいくつも埋めて舗装された道路を歩きながら、俺は横を歩くリアに尋ねてみた。

「宿？　おいおい、レイン。外界から秘匿されたこの村に、そんなものがあるわけないだろう？　そもそも、こんな森の奥の奥まで一体誰が来るというんだ」

　リアはカラカラと笑いながら答えた。

　そりゃそうか。

　俺だってシロと一緒だったからこそ、ここまで来られたようなものだ。

　でなければ鬱蒼と木々が生茂る深い森の中、子供はおろか、大人の足でも何日かかるかわかったもんじゃない。

　さらに、無事ここまで辿り着いたとて、結界の魔法で村の姿は見えないのだろうが。

「では物置か何かでもいいです。一晩貸してもらうことは可能ですか？　僕はそこでシロと一緒に雑魚寝でもすることにします」

　俺がキョロキョロと辺りを見回していると、リアは片眉を上げ、不思議そうに言う。

「何を言っているんだ？　レインは私の家で泊まってもらうに決まっているじゃないか。おばあ様からも、お前を丁重にもてなすように言われているぞ？」

「えっ、リアの家……!?」

　つい素っ頓狂な声が出てしまった。

　おいおい。いきなり家に来いとか、最近の若い娘さんは、一体何を考えてらっしゃるんだ。

　それはかなりけしからんことだろう？

　俺にとっても、こっちの世界で生まれて初めての外泊が、いきなり女性の……しかも他の種族のレディのお家とか、ちょっとハードル高すぎない？

「む？　私の家は……嫌か？」

　リアは上目遣いで口を尖らせ、うるうると目を潤ませながら俺を見てくる。

　その姿に俺は不覚にも、ちょっとドキッとして赤くなってしまった。

「い……いえ、その、嫌といいますか……。ほら、僕なんかがいきなりお邪魔したら、ご両親や他のご家族の方に迷惑だと思いますし……」

「それなら心配は無用だ。私の家には家族などいないぞ？」

「えっ？」

　おいおいおいおいおいおい、一人暮らしかよ……！　ま、ますますけしからん！

　だが次の瞬間、俺はリアの口から衝撃の事実を聞くことになる。

「私の家族はとっくの昔に人間に殺されてしまった。奴隷として連れていかれた挙句、魔法が使えるということで、無理やり戦争に駆り出されてな。皆そこで死んでしまったよ」

「……！」

　……マジか……。

　俺は言葉を失ってしまった。

「だから今、私の肉親と言えるのは、この村の長であり祖母でもあるエルだけだ」

　なんて過酷な経験だよ……。

「……そうだったんですか。申し訳ありません。辛いことを思い出させてしまいました……」

　しょんぼりする俺に、リアはふっと優しく笑いかける。

「おいおい、顔を上げてくれレイン。私の家族の死に、お前は何一つ関係ないだろう？」

「そ、それはそうですが……」

　リアと最初に会った時の、あの憎しみに満ちた目。

　人間に対する心の底からの怨嗟。

　俺は今になって、その理由を垣間見た気がした。

　俺だって家族がそんな非道い仕打ちを受けたのなら、誰かを憎んだり、時には殺意を抱いたりしてしまうかもしれない。

「ふっ……。家族を人間に殺されたのは事実だ。しかしな、レイン。今日私がお前に助けられたのもまた事実。お前のような人族に会えたことで、私の荒んだ心もいかばかりか救われたような気もしているさ」

「リア……」

「ついでに言うとな。私にとっては、この村の一人ひとりが全て大切な家族なのだ。誰ひとりとして失いたくない、大事な大事な家族たちなのさ」

　リアは大きく両手を広げ、屈託のない笑顔を俺に向けながら話してくれる。

　嘘偽りなく、リアはこの村に生きる仲間のことを、本当に大切に思っているのだろう。

「だからな、レイン。そんな顔をするな。当然村には、まだまだ人族を信用していない者もいるだろうが、今度は必ず私がお前の盾になってみせよう」

　く……、何て男前なんだリア……。

　さっきは頭がちょっとアレとか思ってすまんかった。

　そうだよな……、少なくとも俺の周りの人間は、絶対にリアたちを悲しませるような非道いことはしない。

　もちろん領民の皆にも、そんな奴はいないと思いたい。

　うん！　人間みんなが悪い奴ばっかじゃないっていうのを、俺自身が行動で示さないとな！

「……それに私はな、……お……お前のことが、……す………………」

　リアがうつむいて両手の人差し指をもじもじさせながら、小さな小さな声で何かつぶやいた。

　俺はリアが何と言ったのかわからず、リアの顔を覗き込むように見る。

「え？　すみません。声が小さくてよく聞こえなかったのですが……？」

　その途端、リアは何だか赤くなって怒り出してしまった。

「う……うるさいぞ！　聞こえてなければそれでいい!!　さ、さあ！　帰って夕食にするぞ。こう見えても私は料理が得意なんだ。エルフ村の名物料理、とことんまで堪能させてやる！」

「おお、やった！　それは楽しみですね！」

「ふっふっふっふ！　期待してくれていいぞ!!　自分で言うのもなんだが、私は容姿もいいが、料理にも精通していると自負しているのだ！」

　リアは両手を腰に添え、ふんぞり返ってエッヘンしている。

　コイツはいつも自己評価高ぇな……。まあそれだけ自信があるんだろうけどさ。

　あ～、飯の話したら、急激に腹が減ってきたな！

　そんな風に和わ気き藹あい々あいと話をしていると、俺たちの進行方向から、小さなエルフが歩いてくるのが見えた。

　お？　あれは確かルルとかいったか。

　小さいけど五十オーバーの年増エルフだったはずだ。

「リア姉様ー！」

　ルルは嬉しそうにリアに手を振ると、トタトタと小走りで近づいてきた。

　元気いっぱいのあの姿、どう見ても子供なんだがな……。

　ん？　けどルルの隣にいるのは誰だ……？

「やあルル。こんな時間に散歩か？」

「うん！　父様がね、家でずっと寝てたら身体がなまっちゃうから散歩に連れて行ってくれって」

　その時、ルルの横から男性エルフが一歩前に出ると、リアに恭しく頭を下げた。

　だがそのエルフは、やや顔色が悪く頬もこけており、全体的にやつれていて不健康な印象だ。

　体調不良か何かだろうか？

「リア様、いつもうちのルルがお世話になっております」

「いやいやラルス、何を言う。私の方こそ、いつもルルには助けてもらってばかりだよ」

　どうやらリアと話をしているのは、ラルスという男のエルフで、ルルの父親らしい。

　そんな中、ルルはふと俺やシロにも目を向けた。

「あ、小さな人間！　確かレインとかいったかな？　あんたにも一応感謝してるよ。フェンリル様と一緒にリア姉様を助けてくれたわけだしね」

　ルルは、なぜか腕を組んで仁王立ちのポーズを取る。

　ふんぞり返るポーズが、エルフ村では流行ってるのか……？

　あ、シロがいかにもどうでもよさげに欠伸してる。

「いえ、先ほども言いましたが僕は何も。たまたまこのシロと散歩していたところ、リアが襲われている現場を通りかかっただけですので。気にしないでください、ルルおばさん」

「ちょ……ちょっと!?　なんで私だけルルおばさんなのよ!?」

　し……しまった！

　頭の中で五十オーバー五十オーバーと反芻していたら、つい余計なことを口走ってしまった。

「お、おばさんだなんて言ってませんよ？　五十オーバーを略して、ルルオーバーさんと言っただけですよ!?」

「ふ……ふざけてるの、アンタ!?　余計に嫌だわ！」

「レイン……それはさすがにちょっと……」

「だ……だめでしたか……」

　上手い言い訳を思いついたと思ったが、容易に看破されたか。

　そんな風にぴーぴーぎゃーぎゃー、リアやルルとまるで漫才のような会話をしていると、ふとラルスが俺のことをじっと見ていることに気が付いた。

　……例によって、あまり好意的なものとは言えない視線だが。

「……人間よ、リア様を救ってもらったことは素直に感謝しよう。だが一つ言っておく。はっきり言って私は人間が嫌いだ。嫌悪していると言ってもいい。かつて貴様ら人間が、どれほど非道い仕打ちをエルフに行ったか、お前は知っているか？　現にリア様のご両親などは……」

「ラルス」

　俺を睨みつけながら、憎悪の言葉を吐くラルスをリアは手で制した。

「ラルス。お前が人間を憎むのは自由だし、私にはそれを止めるつもりも権利もない。そしてそれが、私のことを案じてくれているがゆえの行動であることも承知している。だがな、私自身がレインに命を救われたのもまた、紛れもない事実だ。そして私の家族のことも、ここにいるレインには何一つ関係がない。……すまないがラルス、この場は私に免じて鉾を納めてくれないか」

「……はっ。も、申し訳ありません……」

　リアの言葉にハッとしたラルスは、慌ててリアに向かって頭を下げた。

「ではリア姉様、私たちもう行きますね！」

「ああ、既に周りは暗い。ラルスも足元には気をつけてな」

「はい……。リア様、失礼いたします」

　軽く頭を下げると、ルルやラルスは立ち去っていく。

　俺の横を通りすぎる際も、ラルスは俺を睨み続け、敵意を隠そうとはしなかった。

　だが俺を見るその目は、暗い憎しみを宿してこそいるものの、彼自身からはほとんど覇気のようなものは感じられない。

　もし俺を攻撃するつもりなら、最初に出会った瞬間にやっているだろうし、仮に攻撃されたとしても、まず俺が負けることはないだろう。

　なぜなら……。

「リア……あの人、脚が……」

　俺は目を伏せながら、そうつぶやいた。

　歩きにくそうに去っていくラルスの左脚は、膝の下から先が失われていたのだ……。

「うむ……、ラルスは先日、森で狩りをしていたところを突然魔獣に襲われてしまってな……。一命こそ取り留めたものの、彼はそれ以来満足に動くこともできず、日に日に衰えていくばかりなのだ。何もしてやることができない自分が歯がゆくてな……」

　ふと見るとリアは、固く拳を握り締めながら、ギュッと唇を噛んでいた。

　悔しくて仕方がないのだろう。

　……成程、リアの言うとおり、ここは村全体が一つの家族、もう少し言えば、運命共同体のようなものなのか。

　それぞれの立場はあっても、お互いに支え合い、励まし合いながら、この魔獣の生息する危険な森の中で生活しているのだろう。

（だからこそさっきのラルスは、かつてリアの家族の命を奪ってしまった人間が許せないんだろうな……）

「……レイン」

　俺は声もなく、リアの方を見る。

　リアの拳は、ギュッと固く握られたままだった。

「ドラゴンが現れていよいよ……という時、おそらく我々は、この村を捨てねばならん……」

　うつむいて話すリアの顔には影がかかり、表情を読み取ることはできない。

　だが心なしか、声が震えているように感じる。

「村を捨てなければならない……ですか」

　まあドラゴンなどという危険な生き物が現れたならば、それも致し方なかろう。

「だがな、今この村にはラルスのような負傷者も多く、たとえ村から離れたとしても、全員が満足にドラゴンから逃げることなど到底できないだろう……」

　リアは続ける。

　やはりリアの声は震えていた。

「……もちろん、私は皆を護るために最期まで戦う。たとえこの身をドラゴンのブレスで焼かれようとも、頭をかみ砕かれたとしても、仲間を護るためなら死など怖くはないさ」

「……」

　俺はじっと黙ってリアの話に耳を傾ける。

「私が……、私が唯一怖いのはな、レイン……。大切な仲間たちが、家族同然のみんなが……死んでしまうこと……、この私の目の前からいなくなってしまうことなんだ……。だが今の私には、どうすることもできん……。それがとてつもなく辛いのだ……」

「……リア……」

「せめて全員がまともに動くことができればと思うよ……。怪我人を守りながらの戦いとなれば、魔法の使用もままならない……。私は一体、どうすれば……」

　厚い雲のかかった月を見上げるリアの拳と唇からは、うっすらと血が滲み出ていた。

「そんなに思い詰めないでください、リア……。まったく、血が出るほど拳を握り締めるなんて……。さあ、手を見せてください。傷を治しま……」

　だがその時、ふと俺の頭の中を、とある思い付きが駆け抜けた。

　傷を……治す……。

　そうだ、俺に与えられた力を使えば、いくらかこの状況を改善することができるんじゃないか……？

　人間とエルフとの間にできた深くて大きな溝を、少しでも埋めることができるんじゃないか……？

　俺はリアに尋ねてみる。

「ねえリア。怪我をしたエルフというのは、ラルスさんの他にもっとたくさんいるんですか？」

「うん？　あぁ、そうだな。ラルスのような重傷者から、かすり傷程度の者まで含めると、かなり多くの負傷者が出てしまっているのが実情だ」

「ではリア、もう一つ。村中の負傷者を、どこか一カ所に集めることはできますか？」

「……それは可能だが……、なぜだ？」

「ええ。僕の家は、一応この森の管理者ですからね。状況を好転させるためなら、打てる手は少しでも打っておきたいと思いまして！」

「よくはわからんが、お前には何か思うところがあるんだな？　了解した。負傷者の集合は私に任せてくれ」

　俺の話を了承してくれたリアは、そう言って再び村の方へと戻っていった。

　ぃよし、ここからは俺のターンだな！

　ここまで来たからには、やるっきゃないぜ！

　ふと空を見上げると、空を覆っていた分厚い雲はどこかへ行ってしまっていて、地球のそれとほとんど変わらない明るい月は、美しい真円を描きながら、優しい光をたたえていた。
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　村の中央に位置する大きな円形広場。

　広場を囲うように置かれた松明の明かりに照らされたそこは、昔通っていた小学校で使われていたような、木製の朝礼台に似たものが設置されていたり、広場の真ん中にはかがり火を灯す大きな設備が置かれたりしていた。

　村のそれぞれの住居は、この円形広場を中心として円を描くように建てられており、その一番奥に、村長のエルの家がある。

　そして現在この円形広場には、約五十名程度のエルフが集まっており、そのまた半分くらいのエルフは、大小様々ではあるものの、皆一様に負傷していた。

　もちろん、先ほど道すがら出会った、ルルやラルスの姿もある。

「皆様、夜分にお集まりいただき、大変申し訳ありません」

　俺は木製朝礼台？　の横に立ち、しっかりと一礼して、集まったエルフたちに声を掛けた。

　こういう時いつも大体寝ているシロも空気を読んでか、俺の横で凛とした姿勢をとりながら、まっすぐ前を向いてくれている。

「人間め！　一体何のつもりだ!?　俺たちはリア様から言われたから集まったんだぞ！」

「フェンリルを置いて、さっさと村を出て行ったらどうだ！」

「ウホッ……！　いい男！」

「この身体が自由に動くなら、村からつまみ出してやるものを……!!」

　リアの呼び掛けに応じて集まったエルフたちは、人間である俺の姿を見た途端、見る見る殺気立ってゆく。

　中には好意的？　な意見も聞こえたが……。ちょっとこれ、大丈夫なやつだよな？

　その様子を見ていたリアも、怪訝な顔でそっと耳打ちしてくる。

「レ……レイン、大丈夫なのか？　お前は彼らをどうするつもりなんだ？」

「ええ、リア。心配はいりません。僕はこのご近所トラブルをしっかりと解決し、エルフの皆さんとただ仲良くしたいだけなんですよ」

「ご……ご近所？　仲良く……？」

　俺とエルフたちのやり取りを見て不安そうにしていたリアは、頭に？　のマークを出しながら、ますます不安がっている様子だ。

（まあ、見ててくれよ……）

　俺はエルフたちに向き直った。

「ゴホン！　えー皆さん、私はレインフォード・プラウドロードと申します。この国を治めるグレイトバリア王国から、この白銀の森の管理を任されております、プラウドロード男爵家の長男です」

　話が森のことに及ぶとエルフたちは一層殺気立ち、広場はますます混迷の様相を呈していく。

　文字どおり、まさに一触即発という状況になっていくのを、俺はひしひしと感じていた。

「森を管理している……だと？」

「思い上がるな！　人間風情が！」

「人族が勝手に決めた国境など、我々の知ったことか！」

　まあ、そりゃそうなるわな。

　リアもかなり不安そうな表情で、俺とエルフたちとを交互に見ている。

　だがしかし！　ここで簡単にくじけるわけにはいかないもんね！

「そうですね、かかるご意見はごもっともです。しかし、私どもも、王国から指示を受けている立場上、この森の異変をこのまま放置するわけにはまいりません」

「人間の事情など知るかぁ!!」

「村から追い出せ！　叩き出せ!!」

「いや生温いぞ！　こんなガキ、切り刻んで人族への見せしめにしてしまえ！」

　中でも一人の興奮したエルフが、魔法で俺を攻撃すべく、詠唱を始めた。

　この魔力は風属性だな、うん。

　だが、さすがにこの行動には、うちのかわいいシロちゃんが黙っていなかった。

「グアァルルルゥゥ……!!」

　シロはその巨体を大きく躍動させて一歩前に飛び出ると、力強く前傾姿勢を取った。

　そして恐ろしげに鋭い歯を剥き出しにして、今にも飛びかからんとばかりに、魔法詠唱中のエルフを威嚇した。

「ヒィィ……!?　フェ、フェンリルが!?」

　声にならない声を上げ、詠唱を中断して尻もちをつくエルフ。

「シロ」

　俺は一応手でシロを制する行動を取りながら、頭を優しく撫でてやる。

　俺のために……。ありがとな、やっぱお前はいい奴だよ。

「クゥーン」

　シロも俺の気持ちをわかってくれたのか、すぐに威嚇をやめると、俺に体を擦り付けてくる。

「お、おお……あの神獣フェンリルが……」

「……な、なんと……」

「ウホッ……！（ポッ）」

　シロの行動は効果てきめんで、あれほど殺気立っていた広場に、にわかに静寂が訪れた。

「ゴホン。では続けさせていただきますね。えー、先ほど申しましたとおり、この森の異変はエルフの皆様だけの問題ではなく、我々プラウドロード家、ひいてはうちの領民たちの問題でもあります」

　先ほどとは打って変わって、エルフたちは一応俺の話を聞いてくれているようだ。

　ルルも父親のラルスの身体を支えながら、不安そうな顔で俺の方を見ている。

　さすがは神獣フェンリルの威光、といったところかな。

「そこで皆様、私は提案します。この森の異変を、エルフ族と人族双方の協力で解決していきませんか？」

「ふざけるなぁ！　人間!!」

　その時、大声とともに一人のエルフが、目に明らかな怒りと敵意を浮かべつつ、小さな女性のエルフにその身体を支えられながら、一歩また一歩と歩み出てきた。

　そう、それはもちろんルルの父親であり、魔獣の襲撃によって片脚を失ったラルスだった。

　痩せこけて落ち窪んだ目が、憎しみの籠められた暗い表情を一層際立たせる。

「ラルスさん、私はふざけてなどいませんよ」

「薄汚い人間が、私の名を呼ぶなぁ!!」

　ラルスは魔力による威圧を伴った、ものすごい形相で俺を睨みつけた。

　かつて俺が、税金の取り立てにいらっしゃったヴィンセントにしたような、無属性魔力の威圧をぶつけられているようだ。

　ルルは手を胸の辺りに当て、不安そうに俺たちのやり取りを見ている。

「協力だと!?　笑わせるな!!　貴様ら如きに何ができる！　今の今まで森の異変に気付きもしなかっただろう!!　いや、たとえ知っていたところでどうなる!?　森の何たるかを知らぬ人族に、できることなどなかろうが！」

　ラルスは一気に捲し立てた。

　そしてそれに追従するように、他のエルフたちも、我も我もと野次を飛ばし始めた。

「おっしゃるとおりです。森の異変に気付かなかったことについては、管理者失格と言われても仕方ありません。……本当に申し訳ありませんでした」

　しかし、ここで俺まで感情に流されてしまっては元の木阿弥。

　俺はきつい野次が一旦収まるのを待った後、集まったエルフたちに、丁寧に頭を下げた。

　この白銀の森はうちの領地だ。

　ラルスの言うとおり、森の異変に気付かなかった俺たちの方が悪い。

　一分……二分……、俺は延々と頭を下げ続けた。

「……レイン、もういい。頭を上げてくれ。……皆もいいな？」

　リアがもう見ていられないとばかりに、助け舟を出してくれた。

「……っ」

　ラルスは、人間である俺がエルフたちに頭を下げたのが意外だったのか、困惑しながらも、何か少々毒気を抜かれたような、複雑な表情を浮かべていた。

「あ……頭を下げた程度で、信用などできるか……」

　リアの言葉で頭を上げた俺は、なおも話を続ける。

「ごもっともです。しかしながら、このままエルフの皆様と我々人間とが争っていても、何も解決いたしません。先ほど私も、村長のエル様から現在この村が置かれている状況を伺いました。この森の最奥で、エンシェントドラゴンが目覚めているかもしれない……と」

　――――っ！

　円形広場が、一気に緊張した空気に包まれる。

「……だからどうだと言うんだ。エルフと人族とが手を取り合えば、ドラゴンの侵略をどうにかできるとでも言うのか？」

「……それは、わかりません」

「ほら見ろ、我々エルフは……」

「しかしながら！　お互いでしっかりと情報を共有し、それぞれの得意分野を生かして協力し合えば、たとえ相手が強大な力を持つというドラゴンといえども、何らかの対策を取ることが可能であると私は考えます！」

　俺はラルスの言葉を遮ると、ここが勝負所とばかりに一転して大きな声で呼びかける。

　……ざわ……ざわ……。

「エ……エルフと人族が、手を取り合うだと……？」

「協力などできるか！」

「……しかし、エンシェントドラゴンは、エルフ族だけではどうにもならぬのも事実……」

　エルフたちはドラゴンの話が飛び出すや、不安な表情を浮かべつつ、ひそひそとお互いに小さな声で囁き始めた。

　やはりこれは、村の生死に直結する切実な問題なんだろう。

　まあ、もちろんそれはうちのプラウドロード家も、一緒なんだがねぇ。

「もちろん、無償で協力を……などと言うつもりは毛頭ございません。恥ずかしながら僕は、この村に来て初めて、我々人族が過去にエルフの皆様に対し、あまりに酷い仕打ちをしたという歴史を学びました……。ですので、まず私に敵意がないことを知ってもらい、話し合いの場だけでも設けていただきたいと考えています」

「ほう、人間が我々エルフに何をしてくれると言うのかね？」

　ラルスは肩をすくめ、両の手の平を上に向けると、挑発するような表情で俺に詰め寄る。

「ここにお集まりの皆様は、今回の森の異変が原因で、それぞれ怪我をされたと伺いました。ですので、まずは僕の治療を受けていただき、頭のてっぺんから爪先に至るまで、元気ハツラツ、笑顔ウルトラＺになっていただこうと思っています！」

「ちょっと最後の方は意味がよくわからんが、傷の治療だと!?　貴様如きに何ができる!!　リア様を助けられたのも、そこなフェンリルの力あってこそだろうが!!」

　ラルスは再び、大きな怒りをまといながら、俺に詰め寄ってくる。

　魔獣の牙は、ラルスの脚にとどまらず、その心までも深く深く抉ったのだろう。

　ひしひしと伝わって来るような、やり場のない怒り。

　きっと最早、彼自身どうしようもないのだ。

「それは違うぞラルス。確かにフェンリルに助けられはしたが、私の傷を癒してくれたのは、紛れもなくそこにいるレインだ」

　リアが再び援護射撃をしてくれる。

　リアも村長の孫という立場があるだろうに……、ありがとな。

　じゃあ、俺だって男を見せないとな。

　無論、漢字の漢と書いて、漢おとこと読む方のやつね！

「ではラルスさん。もし僕の治癒の力が至らなかった場合、一つケジメを取りましょう」

　俺はラルスを指さし、さらにその目をまっすぐに見て言った。

　耳に風の音がざわめく。

「……ほう、どうするというのだ？」

「この場で即刻、僕の首をはねてください」

　……ざわ……ざわ……!!

　エルフたちに一斉にどよめきが巻き起こった。

「レイン!?　何を言っている!?　だ……だめだだめだ!!　そんなこと、この私が絶対に許さんぞ!?」

　俺の突然の首チョンパ宣言に、リアはびっくりして胸倉に掴みかかってきた。

　アアアアア……揺れる揺れるぅー……。

　俺はそんなリアの両手を優しく取って、まっすぐにリアを見た。

「リア。心配してくれてありがとうございます。でも僕は本気ですよ」

「……な、なぜそこまで……？　お前と我々エルフ族とは、ほんの先ほど会ったばっかりではないか？」

　リアは不安と戸惑いがぐちゃぐちゃに混じったような、複雑な表情で俺を見ていた。

　しかし俺は、そんなリアに向かって優しく笑いかける。

　自分で言うのもなんだが、この時の俺の笑顔ったら、超爽やかだったと思うんだ。

「だって、リア」

「え……？」

「この村の人たちは、みーんなリアの家族なんでしょう？」

「……!!」

　その途端、リアは大きく大きく目を見開いた。

　吸い込まれそうな大きな目と、サファイアのような澄んだ青い瞳の色が印象的だ。

「リアと僕はもう友達じゃないですか。エルフがどうとか人間がどうとか、そんな些末なことは僕にとってはどうでもいいんですよ。ただ友達を、そして友達の家族を助けたいと思うのは当然のことではありませんか？」

「……レイン、お前という奴は……」

　リアはその大きな瞳いっぱいに涙を浮かべていた。

　これまで怪我したみんなを見るのは辛かったよな？

　そんなみんなの所にドラゴンなんてものが襲ってきたらと思うと、きっと不安で夜も眠れなかったよな？

　……わかるぜ。俺も家族やエリーがそんなことになったら、耐えられる自信、ないからさ。

「うん。まあ僕にまかせておいてください」

「レイン……私の……ヒック、大切な家族たちを……ヒック……助けて……」

　俺は、最後には嗚咽を漏らして膝から泣き崩れたリアを、ほんの少しの間だけ優しく抱きしめた後、再び前へ出た。

　失敗は許されない。

「ラルスさん。そしてエルフの皆様。そろそろ始めようと思いますが、よろしいですか？」

「何をするのかは知らんが、そこまで言うならやってみるがいいさ……。だがリア様が何と言おうと、先ほどの約束は守ってもらうぞ！」

　ラルスも声のトーンが、だいぶ落ちてきていた。

　リアの涙が相当こたえたようだ。

　わかってるぜ……。このラルスだって、根は絶対に悪い人じゃない。

「では……まいります……！」

　俺は両脚を肩幅に開いて深く腰を落とすと、腕を胸の前でクロスさせながら、思いっきり魔力を練り込み始める。

（さぁ強くイメージしろ、俺。この円形広場を埋め尽くすような治癒の空間……。一人ひとりに対してじゃなく、ここを『超絶癒しリラクゼーション空間（笑）』にするんだ）

「……はあぁぁぁぁぁ……!!」

　……ズォォォオ……!!

　我ながら、リラクゼーション空間というちょっと変なネーミングに意識が逸れたが、俺はいつもより出力の高い光の魔法を行使するため、体内でガンガン魔力を練り込んでいく。

　ただ今回はどう考えても人数が多い。

　個々人に対してそれぞれ光の治癒魔法を使えば、かなりの時間がかかってしまうだろうし、もしかすると魔力も枯渇してしまうかもしれない。

　だからこそ効率よく魔法を行使するため、ここに集まってもらったんだぜぃ。

「まだだ……。もっと、もっと魔力を……」

（……より強く、強く、強く治癒のイメージを……!!）

　……ギュアアァァァァァァァァア……!!

　既に真っ暗な闇が支配していた白銀の森から、瞬く間に夜の帳が消え去る。

　俺を中心として、近くのありとあらゆるものが白銀のような煌めきを帯びていく。

「レイン……！」

　背中越しにリアの涙声が聞こえる。

　俺は後ろを振り返ることなく、そっと左手を伸ばして親指を立て、任せとけ！　とばかりに合図を送った。

　ちょっとカッコ付けすぎたかな？

　ふふっ、まあたまにはこれぐらいしてもバチは当たるまい。

「こ……こいつの凄まじいまでの魔力は一体……？　本当に……人間なのか……？」

　俺の魔力を目の当たりにしたラルスは、目を見開いて驚きとまどっている。

「ちょっとちょっと！　これは一体何の騒ぎ……!?　はっ！　……こ、この膨大な魔力は!!」

　どうやら騒ぎを聞きつけたエルやその従者たちが、慌ててお家から飛び出してきたらしい。

「はあぁぁぁぁぁああああああ……!!」

　俺は、勢いよくに両手を天にかざす。

　そして円形広場を中心として、そこから円を描くように外側に向かって治癒の空間が広がるように魔法を構築した。

　カッ！

　付近一帯が、なお一層の真っ白な輝きに包まれる。

　同時に、広場の中心から天高く伸びる巨大な光の柱が形成された。

　それはさながら、地上から天空に向かってそびえ立つ、高い高い塔のようでもあった。

「何て綺麗で、優しい光……」

　いつの間にか俺の横に来ていたリアは、目の前の光の柱を見ながら小さくつぶやいた。

　その頬に一筋の涙が伝う。

　村の誰もが、その巨大な光の柱に目を奪われていた。

　それからしばらくの後、白い光は徐々に収束して音もなく消え去ると、森には再び静寂と暗闇が戻ってくる。

　広場のエルフたちは、元通り、煌々と燃える松明の明かりに照らされている。

　そして……。

「な……!?　私の目が……見える……。み、見えるぞ!?」

「そ……そんなバカな!!　お……俺の腕が……魔獣に喰い千切られた俺の腕がある……！」

「き……奇跡が……」

　ふぃー、疲れたぁ……。けどまぁ、何とか成功したかな。

　負傷していたエルフたちは口々に、自分たちの傷が完全に治ってしまっていることに対し、驚愕の声を上げている。

　魔獣にかじられたりしてなくなっていた部分も、無事元に戻すことができたみたいだ。

「わ……私の脚が……。失ってしまったはずの脚が……元に戻ったと……いうのか……？」

　先ほどまで悪態ついていたラルスも、半ば放心状態で自らの身体を確認している。

「父様！」

　ルルが泣きながら、勢いよくラルスに抱き着いた。

　弱っていたラルスは、ルルの突撃を支える体力はなかったのか、そのまま二人とも揉み合うようにして倒れてしまった。

　うへぇ……あれは痛そうだ。アメフトの選手も真っ青の、強烈なタックル……。

「父様！　父様！　よかった……よかったねぇ！　う……うぅ、うわーん!!」

「痛たた……。ル、ルル……これは夢か？　夢なら醒めてほしくないものだが……」

「うぅ……ヒック……うえーん……、夢じゃないよぉ！　あの子の魔法のお陰だよ！」

　ルルはラルスにしがみついて泣きじゃくっている。

「そう、だな……。夢ではないのだな……。くっ、今まで心配をかけたなルル……！」

　ラルスも涙を流しながら、ルルを優しく、しかし強く抱きしめた。

　ちっ……、よかったなラルス……ぐすん。

　あれ、俺も目から水が……。

「レイン……」

　リアが俺の肩に優しく手を置いた。

　俺はリアの方に視線を向けた。

　喜びに沸くエルフたちの姿を見て、リアは嬉しそうに微笑んでいた。

　松明の明かりに照らされた、そんなリアの横顔は、びっくりするぐらい綺麗に見えた。

「リア。何とか治療は成功したようです。どうやら僕の首も、胴体とサヨナラバイバイしなくて済みそうですね」

　俺は何だか照れてしまい、舌を出しながら首を押さえ、軽口を叩いて見せた。

　だが次の瞬間――。

「わわっ……！　リ、リア!?」

　リアは思いっ切り俺を抱きしめたのだ。

　華奢な女性の力とは思えないほど、きつく、きつく俺を抱きしめていた。

「……ヒック……ヒック……こ、心から感謝する……レイン……!!」

　リアは嗚咽を漏らして泣きじゃくっていた。

　ははは。最初に出会った時からは想像もできないな、今のリアは。

　俺のこと輪切りにするとか何とか言ってたのにさ。

「さっきも言ったじゃないですか、リア。僕はただ友達を助けたかっただけですよ。そして願わくば、エルフと人間とが、少しでも良好な関係を築くことができればと思っています」

「……築いていけるさ……。その……私と、レインがいれば……」

　ん？　今何て言った？　ちょっとルルの泣く声が大きすぎて、よく聞こえなかったんだが。

「ウォッホン！　……えーっと、ご両人？　大変いい雰囲気のところ申し訳ないのだけれどね」

「わわ！」

　突然真横からエルに話しかけられて驚いた俺たちは、すごい勢いで離れると、お互いに背を向けてしまった。

「す……すみませんエルさん。ご相談もせずに勝手な行動を……。リアは何も悪くないんです」

　今更ながら、エルに一言相談しておけばよかったかな、と後悔した。

　この世の中、やっぱ関係各所への事前の根回しと、ほうれんそう（報告・連絡・相談）が大事だよね。

　そりゃエルだって、自分が治める村のど真ん中で、どこの馬の骨ともわからんよそ者が勝手に演説した挙句、意味不明な魔法を使って騒ぎを起こせば、やはりいい気はしないだろう。

「いえ、おばあ様！　違うのです！　それは私が勝手に……」

「ぷぷっ……、くくくく……あ～っはっはっはっはっ！」

　だが俺の予想に反し、エルは突如、豪快に笑い出したではないか。

「いやぁ君たち。別に僕は何も咎めてやしないよ。にもかかわらず、そんなにお互いを庇いあって！　いやいやいやいや～、なかなかどうして、若いっていうのはいいもんだねぇ！　その純情エキスを僕にも分けてほしいぐらいだよ！」

　ボッ……！

　ボボッ……！

　エルにそんな風に指摘され、俺とリアは顔が真っ赤になってしまった。

　い、いやらしい言い方するなぁ、コイツ。……さすがスーパー高齢……おっと危ない。

「いやぁレイン君。僕からも感謝するよ。村の者の怪我を治してくれて本当にありがとう。特にそこのラルスのような重傷者は、本当にショックを受けていてね。魔獣などが多く生息する厳しい森の環境下では、あのような大きな怪我は、即命取りになってしまうからね」

「いえ、僕は自分ができることをしたまでです。悲しい出来事があったとはいえ、エルフと人間とがいつまでも仲が悪いままなのは嫌ですし、ドラゴン云々の対策を取るにしても、お互いにしがらみを捨てて話し合いをする必要があると考えましたので」

　あと、リアが悲しそうにしてたから……というのは、別に言わなくてもいいだろう。

　もっとからかわれてしまうからな。

「そう言ってもらえると、僕も大変ありがたいね。ただ……、ただね、レイン君。……ちょっとだけ、困ったことが起きてるんだよ」

　エルは周りの様子を窺うように、目をキョロキョロさせている。

「あ、ですよね。やっぱり先に相談した方がよかったですよね、申し訳ありませんでした。やはりエルフの中でも、『物事はきっちり忘れずほうれんそう』ですかね？」

　俺は軽く頭を下げながら、かつて会社に貼ってあった標語を読み上げつつ、上目遣いでエルを見た。

「……ホ、ホウレンソウ？　そ、そんなことはどうでもいいんだよ。そう、それこそトマートでもムーギでも何でもいい」

「？」

　どうもエルの様子がおかしいな。

　何か額に汗かいてない？　あ、もしかしてうんこ行きたいんか？

「……ただねぇ、レイン君。さっきみたいな巨大な魔力、もはや神の御業と言っても過言ではない、身体の部位欠損すら復元した強力な治癒魔法……。あれがねぇ……。そのぉ……、魔法自体は大変素晴らしいものなんだけれどね……」

　ふらふらと漂っていたエルの視線が、俺の後方、それも上の方のとある一か所で固定された。

「あれが……とは？」

「あれが……引き金になったようでねぇ……」

　んん？　エルの顔から表情が消えて……？

　あれれ？　そう言えば何か、さっきより周りが暗くなってない？

　松明は……消えてないな？

　……んん？　みんな何で青い顔して上を見てんだ？

　俺はふと、エルフのみんなに倣って空を見上げてみる。

（……あぁ。そ、そういうことかぁ……）

　見なきゃよかったなぁ、こりゃ……。

　しくしく……。

「……グルルルルル……」

　――それは、いた。

　いや、『いた』というよりも、最早そこに『あった』という表現の方がしっくりくるかもしれない。

　俺たちがいる広場の……、というより、村そのものの上空だった。

　そこには、どこまでも広がる大空すら狭いと言わんばかりに、その巨大な体を大きくうねらせ、全身に美しい銀色の鱗をまとったドラゴンが、いつの間にやら悠然と浮かんでいたのだった。
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　こんにちは！

　俺はレインフォード・プラウドロード！

　実は地球出身の二十六歳で、この世界には十年くらい前に転生してきたのさ。

　そんでもって、女神様から貰ったチートな魔法の才能がある、ちょっぴりおしゃまなカントリーボーイなんだぜ！

　えっ？

　そんなの知ってるって？

　何で今更そんなこと言うのかだって？

　ははは！　それはね。

　……今言っておかないと、この後生きていられる保証がないからなのさ……。

「はっ！」

　やばいやばい……。

　俺は優雅に空に浮かぶ、未だかつて見たこともないような巨大生物のせいで、一瞬意識がどこかへトリップしていたようだ。

「こ……これが、エンシェント……ドラゴン……」

　でかいとか大きいとか、そういう陳腐な言葉ではまったく言い表せないのだが……あえて言おう。

　でかすぎるわぁ!!

　二十メートル……いや、三十メートルぐらいあるか……？

　これがエンシェントドラゴンってやつなのか……。

　同じドラゴンでも、地球にいたコモドドラゴンとかとは全然違うじゃん。

　むしろ地球のやつはこどもドラゴンじゃん。

　正直内心では、エルフたちの伝承って、ちょっと誇大広告なんじゃね？　なんて思いながら話半分で聞いていた俺を、タイムマシンに乗ってぶん殴りに行きたい！

　まじでごめんなさい！

　はぁ～……、それにしても、ドラゴンねぇ。

　おそらく現代日本に生きる者なら、超メジャーな空想上の生き物として、多少デザインの違いはあったとしても、ゲームやアニメできっと誰もが一度は目にしたことがあるはず。

　そう、目の前のそれは、体中が美しい銀色をしていた。

　いかにもカッチンコッチンで硬そうな無数の美しい鱗に覆われており、その背中からは、ゆっくりと、だが力強く巨大な一対の翼が羽ばたいてた。

　そして半開きの口からは、めちゃくちゃ鋭い牙がにょきにょきっと生えまくり、血も凍るようなギョロリとした瞳は金色で、爬虫類を思わせる縦長の瞳孔が時折蠢いて、不気味さを助長していた。

　いやー、俺も色んなゲームでドラゴンをやっつけたり、時には仲間になって背中に乗っけてもらって一緒に戦ったりもしたもんだけどさ……。

　いざリアルに目の前で見ると、何というか、そりゃあもう怖いなんてもんじゃないっすわー。

　百％中の百％、おしまいＤＥＡＴＨ！　って感じＤＥＡＴＨ!!

「グオォォォォォォォ――――ン!!」

　上空のエンシェントドラゴンは、突然凄まじい雄叫びを上げた。

　それは地の果てまで響き渡り大気を振動させるかのような、まさに怒号といえるものだった。

　突如発せられた、恐ろしいまでのその叫びは、もはや何らかの天災であるかの如く、エルフや魔獣などその種族を問わず、おそらくこの森に住む生きとし生ける者全てが、恐怖と戦慄を覚えたことだろう。

　俺は何とか平静を保ったが、目の前のエルフたちの何名かは、その身に降りかかったあまりの恐怖に卒倒した。

「ぐっ……。レイン、平気か……？」

　突然の出来事に膝を屈してしまったリアも、俺の横で必死に立ち上がろうとしている。

　……が、どうにも足が言うことを聞かないらしい。

「……ガウゥゥ……グルルルルル……！」

　そんな中、うちのシロもドラゴンの雄叫びに屈することなく、鋭い牙を剥き出しにして天を仰ぎながら精一杯威嚇している。

　さすがはシロちゃん！

　頼りになるぅ！　そこにしびれる！　憧れるぅ!!

　俺はふと、エルの方へ視線をやると、なぜかヘラヘラと笑っている。

　おいおい……どうしたどうした？

「レインくん」

「はい？」

「だめだこりゃ。死ねるね！」

「……」

「しかしこう極限まで怖いと、何かむしろ逆に怖くないね！　あっはっはっはっ！」

「お、おぅ……」

　エルは大笑いで、両手を腰に当てたままの姿勢から動かない。

　ある意味すげぇ度胸座ってんな、コイツ……。

　その時上空から、低く恐ろしげな声が響いてきた。

「……せ……ろ……」

「え？」

　……今、ドラゴンが何かしゃべ……。

「……さぁ、早く……、喰わせろ……！」

　ひ……ひえぇぇぇぇ!!

　く、喰わせろって!?　な、ななな、何をですかぁぁぁ??

　俺はちっちゃいし、そう言えば最近便秘気味だし、絶対まずいですよぉぉ！

　……っていうかドラゴンしゃべってるぅぅ！

　ギョロリ……。

　ドラゴンの巨大な金色の瞳が、胸を張って立つエルを正確に捉える。

「そこな小さきエルフの長よ……。古よりの盟約、今が果たされる時であるぞ……」

　ドラゴンはエルの方を見ながら、相変わらず低く恐ろし気な声でゆっくりと語りかけた。

　あっちからすりゃあ、チラッと見てちょこっとしゃべった程度なんだろうが、その巨大な瞳がほんの少し動くだけでも、こっちは背筋が凍りそうだぜ。

　し、しかしエルよ。古よりの盟約とは、何ぞ……？

「えーっと、エルフの長？　長は誰だったかなー？　おーい長さーん。長さんやーい」

「……」

　エルは惚けた様子で、額に手を当てて口笛を吹きながら、周りをキョロキョロしている。

　また、恐怖で倒れているエルフたちを指さしながら『君が長かい？　いや、君だったかな？』などとぬかしている。

　……いやいや、お前しかおらんがな。

「はぁ、だめか……。けど何で僕が長だとわかったのかなぁ……」

　やがて諦めたのか、エルは首を横に振りながら肩をすくめると、その軽薄な口を開いた。

「盟約？　盟約ねぇ……。うん、知らない。何のことだか僕にはさっぱりわからない!!　正直千年や二千年も昔のことなんて、ちゃんと伝わってるわけないからね!!」

「……」

　上空のドラゴンを含め、時間が止まったようにしばしの不気味な沈黙が舞い降りてくる。

　エルはにこやかに、そして驚くほど爽やかに答えた。

　お、おいおい……。さすがのドラゴンさんも、頭に『？』じゃないのか……？

　……どうも話から察するに、お宅らエルフのご先祖さんが、このドラゴンさんと何らかの約束をしてたんじゃないのか？

　今更知りませんでした、テヘ！　じゃ済まされないぞ……？

「グワッハッハッハッハァ……。冗談は程々にしておくがよい……。さぁ、早く我に盟約の供物を差し出すのだ……。久々に起きたゆえ、我は空腹で堪らぬ……」

　ほら……ほらほらぁ。

　何か供物とか言ってるよ？

　腹ぺこドラゴンに、起きたら何か喰わせる約束でもしてたんじゃないの……？

　いかにも、早く喰いたくて喰いたくてしょうがないって感じじゃんか……。

「あ……あぁ。供物？　供物ね……。えーっと、えーっと……。あっ！　こちらのちっさい人族の方が、そのお約束の供物さんですかねぇ？」

　エルは、再びわざとらしく額に右手を当ててキョロキョロした後、ハッ！　としたように、すぐさま俺の方に視線を向け、何度も頷いた。

「んなっ……!?」

　いきなり指をさされて驚く俺に、エルは小声で何かをつぶやいた。

「……心配しないで、レイン君。きっと君も僕も、順番が早いか遅いかだけの問題だよ。まあ、君のでっかい魔力がちょっとした呼水になったところもあると思うし？　申し訳ないんだけれど、お先にどうぞ的な……？」

「お、おばあ様！　一体何を!?　うぐっ……脚が言うことを……！」

　リアはエルに猛然と抗議するが、まだ脚がすくんで上手く立ち上がることができない様子だ。

（ちっ……エルの野郎め……。後で覚えてろよな……！）

　ご指名に与った俺は、恐る恐るドラゴンの方を見た。

　ドラゴンも同じように、エルの方から俺の方へとその金色の瞳を向けていた。

　ひえぇ!?　め、目が合っちゃった！

　何てど迫力!!

　ははは……。エルフと人間とで協力して何とかしましょうよ、なんて言ったけど、こいつはいくらなんでも無理ゲーだろ……。

「グワハハハハ……!!　エルフの長よ……、バカも休み休み言うがよい。この矮小な人族が我への供物だと……？　まさか本気で言うておるのではあるまいな……？」

　いやいや～、僕は供物じゃありませんよー。

　足元の蟻を食べても、恐竜さんの腹の足しにはなりませんぜ……？

「我は先刻、強大な魔力の波動を感じた……。よもや間違いとは言わせぬぞ？　それこそ我が供物となりうるものよ……」

　え……。

　ひえええええええ!?

　そ、それ俺のことじゃね!?

　オワタ！　第一部完!!

　だが下手に隠し立てするわけにもいかず、一歩前に出ると俺は、恐る恐るドラゴンに話しかけてみた。

　とほほ……。これがどんな願いでも一つだけ叶えてくれる神のドラゴンだったらなぁ……？

「ど、どうも……。僕は、レインフォード・プラウドロードと申します。い、一応さっきの魔力というか、何かそんな感じのものは、も、もしかしたら、僕から流れ出たというか……ポロッとこぼれ出てしまったというか……」

「……むぅ？」

　ドラゴンはでっかい目を細めてしばらく俺を見つめていたが、しばらくすると、突然カッと目を見開いた。

　うん！　細くなる瞳孔が超怖い！

「……グワハハハハハハァ!!　成程、確かに人の子ならざる魔力を持っているようだな……。彼のフェンリルの幼生を連れているところを見ても、お主なら我が供物として不足はあるまいて……」

　くぅ！　笑い声もいちいちでかい！

　腹の底にビリビリ響いてくるぜ……。

「いや、あの……。こちらとしては、その、食べられたら困ると申しますか……。……できましたら、供物とかそういうのは、え……遠慮したいと申しますか……」

「何ぃ……？　お主は古からの我々の盟約を反故にすると言うのか……？」

　……ぴぇっ!?

　な、何か怒り出したぞ……？

「いえ、その～、盟約と申されましても……。そ、それはそもそも、あなたとエルフの皆さんとの約定ですよねぇ……？　であればですね、申し訳ありませんが、うちの家がお宅様と締結したものでもない以上、いきなり食べさせろ！　とか、反故にするのか!?　などと申されましても……困りますよねぇ？」

　俺は揉み手擦り手で、必死に言い訳をする。

　かっこ悪くても何でもいいんだもん。

　こんな森の奥地で食われて死んでたまるかっての！

「グルルルル……。小さき者どもの些末な事情など、それこそ我の知るところではない。お主が拒否するのなら、そこなフェンリルやエルフどももまとめて頂いて、腹の足しにするまでよ……」

　うおーい！　何ってこと言い出すんだよ、お前……。

　今日び、もんもん入れた闇金の取り立てでも、そんなことしやしねえよ……。

　うーん、どうしたもんか……。何かいい方法は……。

「グハハハ……もうよい。それでもお主が、その身体に極上の魔力を宿している事実に変わりはあるまい？　それでも嫌だと言うのなら……」

　ドラゴンの目つきが変わったぞ……？

　やばい!?　ヤバイやばいヤバイ!!

　この流れはやばいぃぃぃ!!

「グオォォ――――――ン!!　少々痛めつけて、ゆっくり頂くまでよ!!」

　ドラゴンの凄まじい雄叫びが響く。

　その刹那、ゆらゆらと揺らめいていたドラゴンの長い尻尾が、突然テレビ画面のノイズみたく、ぶれたように見えた。

（やべっ！）

　俺は咄嗟に体内の魔力を巡らせ、髪の毛一本に至るまでの全身を無属性魔力で強化しつつ、同時に風魔法を発動させて自分の周りを全力でガードする。

　めちゃくちゃ丈夫な、ぽよんぽよんの風船を身体の周りに張り巡らせた、と言えばわかりやすいだろうか。

　だがその直後、なぜかほんの一瞬、目の前が真っ白になったかと思うと、凄まじい衝撃とともに後方にぶっ飛ばされていた。

　バッシィィィィィン!!

　バキバキバキバキ……!!

　おそらく、ドラゴンの振り回した尻尾でぶん殴られたのであろう俺は、まるでロケットのような勢いで吹き飛んでゆく。

　その勢いは衰えることなく、村の周りに作られた木製の柵を容易に突き破ると、そのまま何本も太い木をなぎ倒しながら、ようやく一本のでかい木の幹に衝突して止まった。

「……ぐぅ、痛てててて……。たはははは……。な……何て破壊力だよ……」

　ふと気が付くと俺は、ドラゴンから遠く離れた場所で、仰向けになって倒れていた。

　立ち上がるなんてことは元より、指一本動かすこともできそうにない。

　というか最早、身体に上手く力が入らない……。

　遠くに見えるドラゴンは、まるで何事もなかったかのように笑っているようだった。

（……あぁ、何だか意識が……遠のいていく……。確かこっちの世界に転生する前も……こんな感じ……だったな……）

　――あの時、後輩を庇ってトラックに跳ねられた時。

　奇しくも俺は、かつての自分と同じような境遇に至ってしまった。

（……また、死ぬのか……？）

　……あーあ……。せっかくダムと水路が稼働し始めて、うまいこと作物も育ってきたとこだってのに……。

　……何より俺自身、魔法を駆使して生きるのが、すごく楽しかったのになぁ……。

　あぁ、エリー……。お兄ちゃん……、もうだめかも……。

（もういっか……、だんだん思考が……遠くなってきたし……。もう……ゆっくり……）

　ゆっくりと意識を手放し、深く、そして暗いまどろみの中へと沈んでいくような、そんな感覚に身を任せようとしたその時だった。

　ペロ……ペロ……ペロ……。

　俺は自分の頬に、温かくそして優しい感触を感じた。

（何だこれ……、何かザラザラして温かいなぁ……。んでちょっと湿ってる？　これは……？）

　ペロ………ペロ……。

　俺の頬を優しく撫でるその感触は、時間の経過とともに、だんだんと弱くなっていく。

（これは……舌……？）

　……はっ!?　これは!!

「シ……シロ!?」

　俺は身体の痛みも忘れて飛び起きると同時に、自分の眼の前の光景に、まるで頭を鈍器でぶん殴られたような衝撃が走った。

　それは、何本も何本も木をへし折りながら吹っ飛ばされていた最中、幾度となくその衝撃から俺を守るクッションのような役割を果たしたであろうシロが、それでもなお、最後の最後まで俺を守るように、巨大な木と俺の身体との間に挟まれるようにして倒れている姿だった。

　さらにシロは、ボロボロに傷ついた自分自身のことなど顧みず、俺の頬を舐め、必死に俺を励まし続けてくれていたのだ……。

　……俺は早々に諦めかけていたというのに……。

「……シ、シロ？」

　俺は声にならない声で呼びかけたが、いつもの愛らしい返事が返ってこない。

　どうやらシロは意識を失ったらしい。

　だが目を凝らすと、シロの胸の部分が、かすかに上下している様子が見て取れた。

　幸いにも呼吸はしているようだ。

「……シロ、お前……」

　お前、体中の骨が……、折れてるじゃないか……。

「……待ってろよシロ、すぐに治してやるからな」

　俺は全身全霊の魔力を両手に込め、目の前で横たわるシロに光の治癒魔法を行使した。

　自分の身体の痛みなんて、もうどうでもよかった。

　思い出したよ、シロ……。

　俺がぶっ飛ばされる直前、一瞬目の前が真っ白になったんだ。

　やっとわかったよ……。あれはお前が庇ってくれたからなんだな、シロ……。

　バカだなぁ……お前……。

　俺なんかの代わりに、こんな無茶苦茶な怪我してさ……。

「……フェンリルだかなんだか知らんけど、シロはシロだよなぁ、ごめんよ……。僕がビビって動けなかったばっかりに、お前にこんな痛い思いをさせてしまって……」

　俺の両目から涙が溢れてくる。

　止まらない、止められない。

　涙は次から次へと、とめどなく流れ出てくる。

　俺は、自分のせいでシロに大きな怪我をさせてしまったことや、ドラゴンの迫力にビビりまくってまったく動けなかった自分の心の弱さに心底腹が立ち、気が付くと顔をぐしゃぐしゃにして泣いていた。

　まったく……。こんなにいつも助けられてばっかじゃ、一体どっちが主人なのか、わかりゃしないよなぁ……。

　治癒の光魔法が効力を発し、ボロボロだったシロの傷は、見る見るうちに癒えてゆく。

　……けれどあれだけの怪我だ、しばらくシロの意識は戻らないだろう。

「……ゆっくり休んでてくれよな。大好きなシロよ……！」

　俺は涙を拭うと、シロの体をフワリと一撫でした。

　相変わらずのモフモフの毛並は、俺に勇気をくれる。

　失うわけにはいかない……。

　シロも、リアも、ルルもラルスのおっさんもだ。

　……まあ、エルはちょっとだけバチが当たってもいいかも……。

「もうビビってなんていられるか」

　俺は勢いよく立ち上がると、悠然と構える上空のドラゴンを見据える。

　そして俺は、一歩……また一歩と歩き始めた。

「……いやぁ、ドラゴンさん？　困りますねぇ、話の途中でいきなりぶん殴るとか、あんまりですよ。僕の大事な大事な友達が、怪我をしてしまったじゃあないですか……」

　俺は歩みを止めることなく、静かに言葉を発する。

　だが穏やかな口調とは裏腹に、俺の腹わたは煮えくり返っていた。

「グワハハハハハハハッ！　強大な魔力を持つお主やフェンリルの幼生が、あの程度で参るはずがなかろうが……！」

　……ちっ、うっせぇな、でかい声で大笑いしやがって。

　何だよ、よく見りゃあただのでっかいトカゲじゃねえかよ。

　何で俺はこんなのにビビってたんだ？　アホらしい……。

「あっはっはっはっ。いやいや、そういう問題じゃあ……」

　俺は愛想笑いを浮かべながら、グッと膝を曲げて両の拳を腰構えにしつつ、身体中の魔力を急速に練り込んでいく。

　これまで生きてきた中で、ここまで魔力の密度を高めたことなんてなかっただろう。

　ただひたすらに、魔力を練りに練っていく。

　そして――。

「……ねぇわ――――――!!」

　俺は、身体の中で極限まで圧縮した火属性と風属性の魔力を混ぜ合わせつつ、右手の一点にそれを集中させた。
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　そして、左脚を一歩踏み込むと同時に腰を回転させながら、力強く右の掌を上空のドラゴンに向ける。

　次の瞬間、俺は力の限り魔力を解放した。

　ガカッ!!

　辺り一面に、まるで突然の夜明けを思わせるような強烈な閃光が迸った。

　するとそこに、煌めく尾を引く流星さながらの巨大な炎の竜巻が巻き起こったかと思うと、空に浮かんだドラゴンの全身を、光と火炎渦巻く地獄へと引き摺り込んでゆく。

「な……何ぃ……!?」

　ドッグオオォォォォ――――――ン!!

　空の果てまで、雷鳴の如き轟音が鳴り響いた。

（手応えあり。けどおそらく、こんな程度じゃ倒せやしないだろうな。……だがそれがいい！）

「まだまだですよ。きっちりと落とし前、つけさせていただきますからね」

　ここに、俺とエンシェントドラゴンとの戦いが幕を開けた。
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　森は大爆発の余韻を残しながらも、徐々に暗闇と静寂を取り戻しつつあった。

　辺りに立ち込めた鼻をつく焦げくさい臭いも、また上空を覆いつくしていた黒煙も、ゆっくりとその姿を消してゆく。

「さて、どうでしょうか」

　俺は霧散していく黒煙の向こうに目を凝らす。

　だがそこに見えたのは、猛烈な火炎の竜巻にその身を焼かれながらも、未だ悠然と夜空に浮かぶ巨大なドラゴンの姿だった。

「……グフフフフ。やるではないか人の子よ。その小さき身体でもって、多少なりとも我に傷をつけるとはな……」

　おお？　さしものドラゴンさんも、超高熱の炎に焼かれたとあっては、無傷とはいかなかったらしいな。

　まあ仮にもドラゴンって話だし？　火とかそういうのには、けっこう耐性があるんだろう。

　ならば……。

「お褒めに与り恐縮ですが、うちのシロの痛みは、そんなもんじゃなかったはずですよ？」

　俺はそうつぶやきながら、再び急速に魔力を練り込んでいく。

　次はズバリ、水と風だ。

（イメージは極地で荒れ狂うブリザード……。生きとし生けるもの全てを、吹き荒ぶ氷の暴風で拒み続けるような、そんな強烈なブリザード！　……強く……強く、強く!!）

　強く、早く、そしてより鮮明に、俺は魔法のイメージを固めていく。

　同時に、今度は両の掌を上空に向け、その照準をドラゴンに合わせる。

　オッケー、ピッタリだぜ！

　俺は、身体中を駆け巡る水と風の魔力をそれぞれの掌に集中、再び混合させた。

　そして次の瞬間、俺は限界まで高まった魔力を、怒涛の勢いで解き放った。

　キュォォォォオオオオオオ!!

　そこに吹き荒れた極低温の猛烈な暴風は、美しい白色の結晶を煌めかせながら、上空のドラゴンに容赦なく襲いかかる。

「……むおおぉぉ!?　こ、これは……!?　我の体が……!?」

　荒れ狂うブリザードは巨大な台風さながら、いとも簡単にドラゴンを飲み込むと、瞬時にその巨体を凍てつかせてゆく。

　吹き荒れる猛吹雪の中、さしものドラゴンも苦しそうな叫び声を上げた。

　うんうん、思ったとおりだ。

　やっぱり爬虫類？　ってだけあって、暑さよりも寒さの方に弱いみたいだな。

　加えて、超高熱でこんがりトーストしてやった直後の極低温だ。

　いかに頑丈そうなドラゴンの体といえども、熱疲労を起こすはず。

　硬質の鱗に覆われているなら、なおさらだぜ。

　しかしその時だった。

　俺の放ったブリザードのど真ん中を貫くように、巨大な魔力の塊が、俺に向かって豪速で一直線に飛来する。

（うわっと!?）

　俺は咄嗟に両脚を無属性魔力で強化し、風魔法で補助をしつつ上空に跳び上がった。

　ドッッッ……ガァ――――ン!!

「……くっ!?」

　次の瞬間、俺は下方からの凄まじい爆発と強烈な衝撃波に襲われた。

　俺は再び全身を強化しつつ、風の魔法で身体をガードするようにバリアを張り、その衝撃波をいなす。

「はは、これはまた……」

　俺の眼下に姿を顕したのは、ぽっかりとその口を開けた巨大なクレーターだった。

　森の木々がまるで円を描くように消し飛び、あるいは吹き飛びなぎ倒され、あれだけ鬱蒼とした緑に覆われていた森の一部が、今はその茶色い地面を剥き出しにしていた。

　そんな忽然と顕れたクレーターの真ん中付近に、俺はゆっくりと着地した。

　その直後だった。

　ズッシーン!!

　轟音とともに伝わってきた大きな衝撃に、まるで大地が揺れたように感じる。

　何を思ったのか、俺の目の前に巨大なドラゴンが着地したのだ。

（着地っていうより、むしろ着弾だよなこれは……。大砲かよ、お前）

　二本の後脚で力強く大地に降り立ったドラゴンは、さながらそそり立つ絶壁のようだ。

　そんなドラゴンは苦しそうに、しかし同時になぜか、少しだけ嬉しそうに口を開いた。

「ウググ……。グハ……グハハハハ！　やるではないか人の子よ……。我が他者に恐怖を感じたなど、一体いつ以来のことやら……」

　ふとドラゴンの体を観察してみると、全身を覆っていたあの美しい銀色の鱗は、火炎と吹雪の連続攻撃で、かなりボロボロに傷んでいるように見えた。

　さらに、上空で優雅に羽ばたいていた一対の翼も、所々痛々しく穴が開いている。

（ふっ、相当効いたみたいだな）

　スッ……。

　俺はクレーターの底にゆっくりとしゃがみ込むと、右手を地面についた。

　そこへ土の魔力を集中させるとともに、右手から大地へと流し込んだ。

　ズゾゾゾゾゾゾゾゾ……！

　深いクレーターの底から、大量の土が隆起したかと思うと、瞬く間に巨大なクレーターは俺が創り出した土で埋め尽くされ、何事もなかったかのような平らな大地へとその姿を変えた。

　残念ながら、木を生やすことはできないけどな。

「自然は大切にしてもらわないと困りますね。ここはうちの管理地なんですよ？　まったく……」

「ぐむぅ……。土の魔力属性にまで適性を有しているというのか……？　お主本当に人間か……？」

　ドラゴンは呆れたようにそう呟いた。

　人を化け物みたいに言わないでくれるかな、ぷんぷん！

　俺はそこで一呼吸つくと、今度はこちらからドラゴンに問いかけてみることにした。

「……一つ確認なのですが、まだやりますか？　うちのシロを傷つけたことに対し、心から謝罪してこの場から退いてくださるのなら、これ以上僕たちが戦う必要はないかと思われますが？」

　しかし俺の提案も虚しく、ドラゴンは耳を貸そうとはしなかった。

「グワハハハハハハハ！　バカを言え！　我は退かぬ、媚びぬ！　さあ、人の子よ……。我が供物となり、その極上の魔力を余すところなく堪能させてくれ……！」

　聖帝サ○ザーか、お前はよ！

　ちっとは自分の行いを省みろってんだよ！

　……しっかしコイツ、とことん俺を喰うつもりかよ……。どうしたもんかなぁ。
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　その頃、エルとリアを含め、村のエルフたちは、まさに神話の御伽噺のような、レインとドラゴンの激しい戦いを目の当たりにし、半ば呆然自失の状態にあった。

「……リア、見たかい？　彼の戦いぶり……」

「……おばあ様。私はあまりのことに、最早言葉が……」

　通常エルフという種族は、膂力においてはドワーフ族や人族のそれには及ばないものの、こと魔法に関しては、強力な魔法を操る魔族にも引けをとらない。

　またエルフの中においてもエルやリアは別格で、他のエルフよりも生まれ持った魔力量が多く、強力な風の魔法などを操ることができる。

　だがさしものエルとリアも、目の前において、異常なまでの威力の魔法を連発するレインの姿を目の当たりにし、これまで持ち合わせていた常識というものを、木っ端微塵に打ち砕かれていたのだった。

「……おばあ様。レインは一体いくつの魔力属性を持っているのでしょうか……？　魔法を行使する際の詠唱も、やはりまったくしていないようですし……」

　リアは、魔法の先達であるエルに教導を求めるように、自身の中で積もり積もった疑問を投げかけるようにつぶやいた。

　しかしエルの反応は、リアの想像していたそれとは少し違っていた。

「……複数属性への適合、魔法詠唱の省略または破棄……。そうだね、君の疑問はもっともだ。どれもこれも、普通じゃちょっと考えられないよね。その疑問はもっともなんだけど……」

　エルの頬を一筋の汗が伝う。

「でもね、リア。僕としては、問題はそこじゃないと思うんだよ？」

「……と言いますと？」

　リアはゴクリと唾を飲み込んだ。

「まず、そもそも現時点で、僕には彼の魔力量の底がまったく見えないんだよ。何というか、僕の本能が無意識に彼の潜在魔力を感知することを拒否している……、と言った方が正しいのかな」

「……！」

「リアも知ってのとおり、僕は他人の魔力量をほぼ完全に感知することができる。エルフならある程度誰でも他人の魔力を感知できるけど、僕はみんなより長く生きている分、かなりの精度で感知できると自負しているんだけどね」

　一呼吸つき、エルは続ける。

　その視線の先には、闇を切り裂く轟音とともに大地へと降り立ったドラゴンの姿があった。

　大切な森が、荒野みたくなってしまっているのが物悲しい。

「おそらく……僕が今、全開の彼の魔力を感知すれば……」

「感知すれば……？」

「僕はその負荷に耐えられずに、廃人と化してしまうだろうね」

「そっ、そんな……!?」

「彼の潜在魔力量に関しては、なぜかその時々によって大きく増減していることも含め、言いたいことや聞きたいことは山ほどあるんだけれど、今は置いておこう。それよりも、もう一つ。もう一つ異常事態が起きているんだよ。それもとびっきりのやつがね……」

　エルは、その視線をドラゴンと対峙するレインからリアに移した。

　いつになく真剣に、エルはリアを見つめる。

　リアもまっすぐにエルを見つめ返した。

　そんな二人のエルフの姿は、まるで鏡合わせのようになっていた。

「彼はね、リア。……どうやら複数の魔力属性を掛け合わせて、つまり混合して放出している」

「混……合……？」

　リアは驚愕の表情を浮かべた。

　エルはそんなリアを差し置いて淡々と続ける。

「君も見たろ？　彼が放った二つの魔法。火炎の竜巻と氷結の暴風」

　リアはハッとした。

　確かにレインは、巨大な炎の竜巻と猛烈な氷の暴風を巻き起こしてエンシェントドラゴンを攻撃し、大きなダメージを与えていた。

　今思い出してもゾッとするような威力の魔法。

「僕は風の魔法が得意だし、火や水の魔法も少しぐらいは使える。だけど、まったく同時に風と火の魔法を行使することなんてできやしないし、ましてやその二つを混ぜ合わせて使うなんて到底できない。そんな無茶をしようものなら、まず身体がもたないよ」

「どう、なりますか……？」

「あっはっは。どうなるもこうなるも、身体が魔力の負荷に耐えきれず、下手をすれば命を落とすだろうね。運良く助かったとしても、二度と魔法が使えない程度には、ボロボロになっちゃうんじゃないかな？」

　エルはカラカラと笑っている。

　最早エルフの一族でも屈指の魔法使いであるエルですら、考えが及ばない領域らしい。

「そんな……。ではレインは、一体どうやって……」

「さぁね。それは彼に聞いてみないことにはまったく想像もつかないよ。ただ一つ言えることは、最早彼の力は、神々が闊歩していたとされる、神話の世界そのものだよ。そりゃあエンシェントドラゴンも、ほいほい釣られて出てくるわけだね！」

（レイン……）

　エルの言葉に返事をすることなく、リアはレインへと視線を向けた。

　自身の常識では到底測れない力を持ったレインは、今まさにドラゴンと対峙していた。

　そんなレインに対し、リアは思う。

　彼が対峙するのは、山のように巨大なドラゴンだ。

　自分などその巨大な生物の視界にすら入れてもらえず、踏み潰されて終わるのが関の山であろう。

　そんな相手に臆することなく、小さなレインは立ち向かっている。

　しかもレインとドラゴンの戦いは決して望んだものではなく、行きがかり上と言っても過言ではない。

　彼は何の得もなく、さらに一度は彼を殺そうとさえしたエルフたちを守ろうとしてくれているのだ。

（……どうか、どうか生きて戻ってきてほしい……）

　胸の前でギュッと両手を握り締めたリアは、心から、レインの生還を祈らずにはいられなかった。
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　リアの祈りをよそに、レインはエンシェントドラゴンと対峙していた。

（倒す方法はあるにはある……。多分コイツにはあれが一番効き目があるはず。……けどなぁ。そろそろ魔力がなぁ……）

　もうほんと、魔力は尽きかけなんだよね……。

　元々今日だっていつもどおり、何も考えずに訓練兼実験名目でガンガン魔法を使って遊んでたし、ついさっきもエルフの村のど真ん中で、正直無茶苦茶な光の治癒魔法を使っちゃったしなぁ……。

「グハハハハ……！　人の子よ……いや、レインフォードと言ったか……？　どうやら貴様も後がなさそうだのう……」

　ドラゴンは、かなり疲れた様子で俺に語りかけてきた。

　貴様もってことは、お宅も相当キてるわけね……。

「そうですね、否定はしません。あなたのおっしゃるとおり、間もなく僕は魔力切れですよ」

「グゥハハハハハ……！　潔いではないか！」

「まあ、隠しても仕方ありませんしね」

　俺は肩をすくめてそう答えた。

　何となくわかる。

　コイツは最初から俺の魔力量を見透かしていたような節があった。

　ならばしょうもない隠し立てをするだけ無駄ってもんだ。

「……よくぞここまでやったと褒めてやろう。だがな、レインフォードよ。我は負けぬぞ……？」

「長いからレインでけっこうです。しかし負けない、と言いますと？　まだ何か奥の手が？」

「グハハハハ！　貴様もわかっておろう。我らドラゴンの切り札といえば、竜のドラゴン吐息ブレスしかあるまい？　喜んで受け止めるがよいぞ、レイン。貴様にはその資格がある……」

　いやいやいやいや～、やめてくれよ……。

　そんな資格、専門学校でも通信教育でも、取得した覚えはありませんよ？

　けど、勘弁してもらうわけにはいかないんだろうなぁ……。

　しっかし、ドラ〇エや〇Ｆじゃないが、ドラゴンといえばやっぱブレスか。

　まあ、告知もなしに、いきなりオエッと吐き出さないだけマシと考えるべきか……。

「……む……」

「……ん？」

　目の前のドラゴンは何を思ったか、少しだけキョロキョロした後、整地したクレーター痕跡の外縁部に沿ってのっしのっしと歩き始めた。

（こいつ……？）

　しかし次の瞬間の出来事だった。

　ドスンッ!!

「ぐっ……！」

　その歩みを止めた眼前の巨大なドラゴンは、強い衝撃を伴いながら、二足歩行から一転、四つん這いの体勢をとる。

　そして太く強靭な四肢でもって、その体をまるで砲台のように大地に固定した。

　同時にその大きな口が、ゆっくりと開いていく。

　欠伸をしてるのかな？　と思えるほど、ゆっくり、しかし大きく大きく開いていく。

　まさに奈落へ通じる孔とでも言わんばかりに開かれた巨大な口。

　そこにあるのは、凄まじいまでの威圧感だった。

　そこから感じられるのは、絶対の死の予感だった。

（……くそっ！　まずいな……）

　俺は大きく開いたドラゴンの口の前方辺りに目をやった。

　気が付くとそこに、ものすごい勢いで魔力が収束していたからだ。

　一層、二層、三層……、次々に巨大な幾何学模様の魔法陣が顕現し、階層を重ねていく。

（成程……。エンシェントドラゴンのブレスというのは、物理的・生物学的な力ではなく、ある種の固有オリジナル魔法といったところなんだな……）

　おっと、今はそんなこと考えている場合じゃあない。

　もたもたしてたら、一瞬でこの世からグッバイだぜ。

　こいつは何としても防ぎ切らねば。

「はぁぁ……!!」

　俺もドラゴンに負けじと気合を入れ、身体中に急速に魔力を練り込んでいく。

（イメージはずばり、盾だ。コイツの魔法陣じゃないが、俺の方も、盾のイメージを何層も重ねて凌ぐしかない！）

　魔力は防御に長けた光属性一択だ。

　魔力を高め圧縮し、そして……、両手から一気に解き放つ。

　パァァァァ……！

　次の瞬間、俺の前には幾重にも重なる光の壁が顕れた。

　それはあたかも、人々を守る堅牢な白亜の城塞であるかのように。

（負けねぇぞ……！　もう諦めるのはやめた！　絶対シロと一緒にエリーの所へ帰る……。帰ってエリーと二人で、シロをモフってモフってモフりまくる!!）

「……グハハハァ！　そうこなくては！　……待たせたな。では……」

　その瞬間、極限まで収束されたドラゴンの魔力が一気に解き放たれた。

「……くらえぃ!!」

　ガカァ――――ッ！！！

　それは攻撃というよりも、最早ある種の災害だった。

　地震、台風、火山の噴火、果ては隕石の飛来に至るまで、このドラゴンのブレスを形容する表現としては些か似つかわしくないが、概念として、最早これは天災なのだ。

　誰もがそう理解せざるを得ないほどの、強烈な光の奔流。

「よっしゃぁ！　ばっち来いやぁ！」

　俺も負けてはいられない！

　気合十分に、さらに魔力を練り込むと、次々と光の壁を増加、顕現させていく。

　ズガガガ……！

　ガガガガガガガ……!!

　真正面からぶつかり合う、護る光と攻める光。

　森中に響き渡る轟音。

　しのぎを削る魔力と魔力。

　森からはとうに宵闇が消し飛び、その中心部はむしろ日中よりも明るい光に照らし出される。

　……だが。

　パリン……！

　ピシッ……パリィン……!!

「……ぐぐ……!?　くっそおぉ……！」

　ピシッ……ピシピシッ……！

　パリィィン……!!

　一枚……そしてまた一枚と、次々に俺の光の防壁が散ってゆく。

　……ヨヨヨ、一枚……二枚……三枚……。やっぱり魔力が足りません……、って番町皿屋敷かよぉ!?

　ヤベェ……、冗談言ってる場合じゃねぇ……。こ、このままじゃ……。

「グハハハハハ！　……よくぞここまで耐え抜いたものよ……！　誇るがよい。そして……眠るがよい……!!」

　ズギャア――――――ン!!

　ドラゴンのブレスは、なお一層の激しさを増す。

　俺の光の防壁もあと僅か。

　……くそ！　あいつ、口が開いてるくせに、どうやってしゃべってんだよ!?

　いやいや、今はそれどうでもいいわ！

　パリィィィィィン……!!

　しょうもないことを考えているうちに、残すところ光の防壁はあと一枚のみとなった。

「……くっそ、もう魔力が……！」

　諦めかけたその時だった。

　まるで一陣の風のように、それは俺の視界に飛び込んできた。

　目頭が熱くなる。

　泣いちゃうぞ？　俺。

　だが今はまだ、その時じゃないよな？

　それは俺の隣に立ち、迫りくる光の奔流に勝るとも劣らない暴風を巻き起こし、猛然とドラゴンのブレスに対抗する。

　吹き荒れる風は一段とその勢いを増してゆく。

　最早暴風というよりも、嵐や竜巻の類と形容する方が適切だろう。

「ありがとよ！　シロ!!」

「アオ――――――ン!!」

　雄叫びを上げながら、なおもシロは風の魔法を放ち続ける。

「……ぬぐぅ!?　フェンリルめぇ……！　いつの世も我が前に立ちはだかるか……！」

　ドラゴンも見るからに疲弊してきているようだ。

　よく見ればあちらさんも、幾重にも重なっていた魔法陣が消えかかっているじゃないか。

　あと少し、本当にあと少しなんだ！

（だが、ちくしょう！　俺にはもう押し返すだけの魔力が……！）

　しかし、吹き荒れる風の中、神様はもう一度だけ俺に奇跡をくれた。

　まあ神様っつっても、最初に出てきたあの駄女神臭のするルーシアなんだけどさ。

「……!?　まっ、魔力が……、ほんの少しだけ、回復してる……？」

「……なっ……何ぃぃっ……!?」

　最早お互いに限界ギリギリ。今となっては意地とド根性だけでせめぎ合う俺とドラゴンは、まったく同じタイミングで同じ場所に視線を飛ばした。

　そう、俺たちの視線の先にいたのは、エルフ村のみんなだった。

　正確に言えば、村長であるエルを中心に据えて全員が整然と立ち並び、何らかの魔法詠唱を行うエルフたちだった。

　何かの隊列？　人文字？　を組むように並んでいるようだが、ここからはよくわからない。

　ただ一つはっきりしていることは、エルフたちみんなの魔力が、この俺の中に流れ込んで来ているという、純然たるその事実のみだ。

「レイ――ン！　いっけぇ――!!」

　リアは力の限り叫んでいる。

　俺を必死に応援してくれている様子が伝わってくる。

「お～い、まあつつがなく頼むよ～」

　エルも俺に向かって手を振っている。

　こ、こっちはなんかむかつくなぁ……。

　まあいいや。シロがくれたこのチャンスに、エルフたちがくれたこの魔力（一応エル含む）。

「……生かさなきゃあ、嘘だよなぁ――――っ!!」

　俺は最後の力を振り絞り、再び身体の中で思いっ切り魔力を練り込む。

　使うのは水属性と風属性だ。

　エルフたちから分けてもらった魔力は少ないけど、うん、これだけありゃあ十分さ！

（さぁイメージしろ、俺……。想像するのは、どこまでも果てなく続く空だ。そして空の上には大きな大きな雲が浮かんでいる……。そして雲の中では、幾千幾億もの、極小の氷の粒がぶつかり合っている……。何度も何度もぶつかり合っているんだ……）

「……な……何をするつもりだ……!?」

　俺はドラゴンの言葉に返答することなく、魔法へのイメージを続けた。

（……氷の粒はまだまだ落ちないぞ……。さらに上昇気流に乗り、遥か上空に到達しても、何度も何度もダンスを踊りながら、これでもかってぐらいにぶつかり合うんだ。すると……！）

　……ピリッ……。

「こ……これは……！」

　……ビリビリビリ！

　バチバチバチバチッ!!

　俺とドラゴンの魔力のぶつかり合いに変化が生じた。

　極少量ながら魔力を回復させた俺は、何とドラゴンのブレスを押し返しつつあったのだ。

　最後に俺は、光魔法による防壁を顕現させながら、新たな性質の魔力を身体の中で同時に合成、魔法を発動させる。

「あなたの体は固い。いや、正確に言えば、あなたの体を保護しているのは、その金属に近しいと思われる性質の鱗だ。まさに、全身が鋼鉄でできていると言っても過言ではないでしょう」

「ま、まさか……。まさかこれは……、天の矢……？」

「けれどその鋼鉄のような体が、逆にあなたの弱点でもありましたね。では……!!」

　エルフたちに分けてもらった魔力もほぼ全て使い切ったが、何とかいけそうだ。

　そう思うと同時に、俺は最後の魔力を解き放った。

「……ま、待てぇ!!　……待ってく……」

　ここで負けたら、バチが当たるってもんだぜ！（主にルーシアの）

「いっけぇ――――――――――っ!!」

　最後に衝突する二つの光と光。

　それは文字どおり、辺り一面を何もかも真っ白に染め上げる。

　鳴り響く轟音は、しばし置き去りにして。

　魔法を行使した俺でさえ、真っ白な世界以外何も認識できない。

　シロもエルフも、そしてドラゴンでさえも、きっと同じだろう。

　ドッッッゴオォ――――――――――ォォンッッ!!

　その刹那、置き去りにされていた轟音が、真っ白な光にやや遅れて地の果てまで響き渡った。




　それからどれほど時間が経っただろうか。

　少しずつ視覚が戻ってきたリアは、その場で目を凝らした。

「……」

　エルを経由してレインにほとんどの魔力を送ったため、身体にはズシリと疲労感があるが、今は気にならない、……というよりも、気にしてる場合ではない。

　白い靄もやが少しずつ、少しずつ晴れてゆく……。

「……っ！」

　黒い煙を体の至る所から立ち昇らせながら、その巨体を大地に横たえたまま、ピクリとも動かないエンシェントドラゴン。

　そしてその傍らには、レインに大きな体を何度も擦り付けて大喜びするシロと、そんなシロを尻もちをついたままモフモフする、レインの笑顔があった。

「レイ――――ンッ!!」

　リアはもう一度、力の限り叫んだ。

　今度は悲痛な叫びなどではなく、心からの歓喜の声だった。

　かくしてここに、熾烈を極めた、レインとエンシェントドラゴンとの戦いは終結したのだった。
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「あ～っ、つっかれた～～！」

　俺はゴロリと大の字になって、その場に寝転んだ。

「ワン！　ワン！」

　シロも俺の真似をして、俺の横にゴロリと転がった。
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　うぐっ！　おっ、重い……！

　これシロ！　上に乗っかるんじゃありません！　というか、まじでどいて……潰れる。

「いや～、何とか生き残ったわ……」

　俺はシロをモフりながら、そうつぶやいた。

　ほんっと、シロやエルフのみんなが助けてくれなかったら、どうなってたかわからん。

　いや、多分俺の力だけじゃだめだったろうな。

　俺はチラリと視線を横へ向けた。

　一息つく俺たちの横には、これまたゴロリと横倒しになっている、巨大なエンシェントドラゴンの姿があった。

　ドラゴンの体の至る所から立ち昇る黒い煙は、まだしばらく収まりそうにない。

（……しっかし我ながら、よくもまあこんなどデカいのと戦ったよなぁ、俺。今回ばかりは自分で自分を褒めてやりたいぜ）

　俺は改めて、しっかりとドラゴンを見てみる。

　どうやら辛うじて生きている様子ではある。だが最早瀕死の重傷なのは明らかで、意識も完全に失っているのか、ピクリとも動かない。

　また当初、あれだけ美しかったその肉体を覆う銀色の鱗は、何度も俺の魔法にさらされた影響からか、所々ひび割れたり真っ黒に焦げたりして、損傷がかなり著しい。

（……けど、コイツは、あの時……）

「レイ――――ン!!」

「わわっ!?　ちょっ、ちょっと!?　リア!?」

　俺の方に猛然とダッシュしてきたリアは、そのまま俺を思いっ切り強く抱きしめたのだ。

　く……苦しい……。

　苦しいけど……テヘ、ちょっと柔らかい……。

「うぅ、ひっく、レイン……。おばえ、ひっく、よぐ無事だっだな……ううぅ、よがっだ……よがっだよぉ、レイン～……!!」

　俺をきつく抱きしめながら、リアは誰はばからず、ぐしゃぐしゃに泣いていた。

　そんなに心配してくれてたのか。

　ちょっと悪いことしちゃったな。

「……心配かけてすみません。ありがとう、リア」

　俺も少しだけ、リアの身体に手を回すと、ぽんぽんと軽く叩いた。

（ありがとな、心配してくれて）

　しかしそこへ、ひょっこり悪魔エルが現れた。

「ちょっとぉ、なになに～？　いちゃいちゃするのは、もっと森の奥の茂みの中でやってくれるかな～、お二人さん？」

「「わわっ……!?」」

　エルはいきなりヌッと出てくると、俺たちの真横から話しかけてきた。

　俺もリアもびっくりして、ぴょん！　とお互いに背を向けて、正座するような形になってしまった。

　び……びっくりさせんなよなっ！

「いや～、それにしても、よくこんなでっかいドラゴンなんかに勝ったねぇ！　ほんとすごいよ君。というか最早異常者だよ、到底普通の人間とは言えないね」

　褒めてんのか、けなしてんのか、どっちだお前は。

　俺は目を細めて、横目でジロリとエルを見る。

「ふ～ん……。そう言えばさっき、僕のことをお先にどうぞ的な感じで、速攻生贄として差し出したこと、忘れたとは言わせませんからね……？」

　エルは上を向き、右手で顔を押さえながら言う。

「あちゃ～、やっぱり憶えてた？　いや、あれは何というかほら、いわゆる言葉のあや的なやつだよ、君。そう、そうだとも！　僕はこうなることがわかっていたんだよ！　だから小さいことは気にしちゃいけない。もっと器の大きな男にならなくちゃね！」

「「ぷっ！」」

　全然悪びれる様子のないエルの釈明に、リアと目が合った俺は肩をすくめ、つい吹き出してしまった。

「いいですよ、別に」

　俺が所かまわず振るっていた魔力が、この森の異変の大きな要因になっていたみたいだし、遅かれ早かれ、この事態は避けられなかっただろう。

　むしろ俺の方こそ、戦闘で森をめちゃくちゃにしてしまって申し訳ない気持ちだ。

　そんな風に雑談をしていると、いつの間にか村のエルフたちも、俺たちの周りに集まってきていた。

　そこには、ルルやラルスの姿もあった。

「ところでリア、エルさん、そして村の皆々様。さっきは僕に力を貸してくれてありがとうございました。あの魔力がなかったら、きっと僕はこのドラゴンに勝てなかったです。本当にありがとうございました」

　俺は深々と頭を下げた。

　そこへ一人の男が近づいてくる。

　その足取りは、先刻とは打って変わって軽いものだ。

　そう、ラルスだ。

「こちらこそ礼を言わせてくれ。お前や神獣フェンリルは森を守るために、自らの命を顧みずに戦ってくれた……。お前たちがいなければ、我々は皆、そこのエンシェントドラゴンに喰われていたことだろう。レインフォード・プラウドロード殿、森の神と風の精霊に誓って感謝を」

「感謝を」

　エルやリアもそれに倣い、今度は全員が俺とシロにこうべを垂れる。

　何だよ何だよ、そんな改まってお礼言われると、照れるじゃんか！

「いやいや！　そんなにかしこまらないでくださいよ。この森で暮らす皆さんは、うちの家のご近所さんじゃありませんか。これからもよき隣人でいることができるならば、それに勝るものはありませんよ」

「この私は、先ほどあんなに強くお前に当たったというのに……。ふふっ、変わっているのだな、お前は。他の人族とは少し違うようだ」

　ラルスは優しく微笑みながら、そうつぶやいた。

　その表情からはさっきまでの険がなくなり、普通の優しい男性そのものだ。

「僕は別に特別などではありませんよ。少なくともうちの家族には、皆さんを害してやろう！　なんてことを思う人間は一人もいません。うん、きっと仲良くなれます。特に僕の妹なんてそりゃかわいくてですね。あぁ、名前はエリーって言うんですけど、そのかわいさと可憐さといったらですねぇ……（くどくど）」

　それからしばらくの間、俺たちはエリーの話や家族の話、そして領内の話などをした。

　また、荒野の開拓や農地の改良、灌漑設備、そしてドワーフのワッツの話などに及ぶと、エルフたちは、俺の話に聞き入っていた。

　これまであまり外界との接触がなかったのか、むしろ興味津々な感じだな。

「それにしても、色々と話を聞いていると、ますます君って異常者だよね？　特にあれだよ、魔石の属性をまったく別のものに変えてしまうなんてさぁ、正直見たことも聞いたこともないよ？」

　エルは肩をすくめ、呆れた顔でそう言った。

　はいそこ！　何回も異常者異常者言わないよ！

　シロも何か言ってくれ……って、寝てるし。

　まあいいや、他に聞きたいこともあるしね。

「あの、ところで。さっき僕に魔力を送ってくれたのは、エルフの皆さんの特殊な魔法か何かなんですか？」

「いや？　特にエルフ固有の魔法というわけではないさ。みんなの魔力を効率よく循環・伝達させられる配置に並んでもらっただけだよ。そして魔力の受け渡しの核となったのは……」

　エルはフッと笑うと、首の後ろに手を回して魔石が埋め込まれた首飾りを外し、俺に差し出した。

「これさ」

　エルが俺に見せたのは、エルが首からぶら下げていた首飾りだった。

「あれ……？　でもこれって……」

　俺は魔石がはめ込まれた首飾りを手に取り、色んな角度から眺めてみた。

　けど何か違う気がするなぁ。

　最初この村にやってきた時、エルが首からぶら下げているのを見た時は、もっと何かこう、宝石みたいにキラキラしていた気がするが……。

　しかしそれが今はどうだ、何だか石炭みたく、黒ずんだ色になってしまっている。

「ふむ。実はこの首飾りは僕たちエルフ族に伝わる秘宝でね。真ん中に埋め込まれた魔石に魔力を注入し、半永久的に貯蔵できる性質があるのさ。けれどさっきの戦いで、僕がこの魔石に長い年月をかけて注ぎ込んできた魔力は全部、君に送ってしまったからね。それでこんな色になっちゃったってわけだよ」

　口調は軽いが、エルの表情は何だか少し寂しそうだ。

　まあ長年の愛着ある物なら当然か。

「ちなみに魔力の注入は、何年……いや何十年ぐら……うっ!?」

　俺はエルの表情に鬼気迫るものを感じる。

　ふ、ふ～、危ない危ない。せっかく大きな戦いを生き残ったのに、全然別の地雷を踏み抜いて爆死するところだったぜ……。

「ごめんちょっと聞こえなくて。何か言ったかい？」

「いいえ、何も！　ところでこの魔石には、今からでも魔力を注入できるんですか？」

　エルは目を丸くし、キョトンとした表情をした。

「もちろんできるともさ。けどこの魔石に魔力を注入するにはね、それこそ魔力切れになるくらいヘトヘトになって……」

「よっ！」

　俺はエルの首飾りを右手に握り、魔石を属性変換する時の要領で、無属性魔力をほんの少し注入してみた。すると……。

「……ちょっ!?　君っ、これは……!?」

　エルは今日一番の驚愕の表情を浮かべた。

　首飾りにはめ込まれた魔石は、その身に極上の輝きを取り戻し、しかし以前よりもはるかに眩しく、まるでダイヤモンドのように輝き始めたのだ。

「……なっ！　レイン、お前……!?」

　リアや他のエルフのみんなも唖然としている。

　あれ？　俺そんなにおかしいことした？　ただ魔力をちょいと注ぎ込んだだけだけど……？

「そ、そんなに驚くことですか？」

　エルはその大きな目をより大きく見開きながら、珍しく狼狽した様子で俺に言葉を投げかけてくる。

「いや、君!?　驚くも何もおかしいだろう!!　この魔石はね、僕が二百年以上の歳月をかけて、少しずつ少しずつ魔力を注ぎ込んできたんだよ!?　それをこの一瞬で、前以上の魔力を帯びた魔石にしただって!?　……というか君、魔力切れじゃなかったのかな!?」

　ぴゃあ～！　二百年!!

　今確かに二百年って言ったよね!?

　しかしこれは罠だ……、絶対に話題にはすまい（エルは少なくとも二百歳っと……メモメモ）。

「いやぁ……。だってほら、あれから三十分くらい、皆さんと談笑してたじゃないですか？　そりゃ枯れた魔力だって、そろそろ元に戻ってきますよね？」

「え……えぇ……？」

「えぇ……？　な、何かちょっと違う感じですか？」

「そんなわけないだろうが、君！　やっぱり異常者だよ！　ド変態だよ!!　あんな途方もない底なしの魔力を有していながら、たった三十分そこらで空っぽの状態から回復するだって？　一体どんな身体の構造してるのさ！　おかしい！　ズルい!!　僕もそうなれるように身体をいじってくれよ！　改造してくれたまえよ！　さあ！　さあぁぁぁ!!」

　いつもの軽口はどこへやら、額と額がぶつかるくらい俺に近づいてきたエルは、一気に捲し立てた。

（うおお……!?　どうしたどうした!?　ついにエルの奴、ぶっ壊れたか……？）

　俺は皆そういうもんだと思っていたんだけど、もしかして他の人はちょっと違ったのか？

　最後は何かこう、かなり悲痛な叫びだったし……。

「ふふっ、レイン。それはきっと普通じゃないぞ？　私の経験上、一旦魔力切れを起こせば、どのような種族であれ、通常丸一日近くはフラフラになって動けないはずだ」

　リアはエルを取り押さえつつ、俺にそう教えてくれた。

「……そ、そうだったんですか。……むむ、そういえば、何か今になって眩暈が……」

　俺は額に手を当てがい、酔っぱらいの千鳥足のように、あっちにフラフラこっちにフラフラしてみたのだが……。

「「嘘つけ!!」」

　もちろん、エルフの皆から総出で突っ込まれてしまった。

　仕方ないじゃん！　知らなかったんだもの！

　そうだよ、知らないものは知らない！　あのソクラテスさんだってきっとそう答えるよ。

「あっ、そういえば」

　俺はふと、倒れたままのエンシェントドラゴンに目をやった。

　体から立ち昇る黒煙は消えたものの、やはり意識は戻っていないようだ。

（コイツをなんとかしないとなぁ。ここに放置プレイってわけにもいかないし……）

　俺は思った。

　まあ、どうせ俺は異常者だし？　あとプラス変態だし？

　ならばちょっとぐらい変態らしく、おかしなこともさせてもらいましょうか、的な？

「エルさん。このドラゴンでつかいの、僕が処理してしまってもいいですか？」

「それはかまわないけど……。どうするんだい、こんな巨大なドラゴン。重すぎて持ち運ぶこともできないし、エルフの村人総出で食べるにしても、一体何十年、下手をすると何百年かかることやら……。部分部分を切り分けて塩漬けに……？　いや、保存のことを考えると燻製の方が適しているかなぁ。いや、でも何か固そうだし、そもそも切れるのかなぁ」

　エルは顎に手を当てて上を向き、ドラゴンステーキの調理方法について考えを巡らせているようだ。

　というか食べるんかい！（笑）

　まあ悪いけど、ちょっと今回は遠慮してもらおうかな。

　俺はゆっくりと右手を上げると、倒れ沈んだドラゴンの顔に優しく添えた。

　そしておもむろに魔力を練り込む。

　もちろん、光属性の魔力をね。

「ま、持ち運べないなら、ご自分で帰宅していただきましょう！」

「「えっ……!?」」

　エルフの皆は、俺が何をするのか理解できていない様子だった。

「すみません、皆さん。でも実は、戦いの途中から決めてたことなんですよ」

　俺はにこりと笑ってそう言うと、一気にエンシェントドラゴンに光の治癒魔法を行使した。

　辺り一帯が、白く、そして優しい光に包まれてゆく。

　シロはそんな俺に見向きもせず、ずっと爆睡したままだった。

　きっと俺の考えを理解してくれているんだろう。

「レイン!?　お、お前一体何をするつもりだ!!　そいつはこの村を滅ぼそうと……」

　リアは焦って俺の肩を掴み、グワングワン揺すってくる。

　アアアアァ……。揺れる、揺れるぅ……。

「……たたた多分、だだだいじょうぶぶぶぶですよよよ……揺れる、揺れるうう……オエェッ！」

　揺れる視界とこみ上げる吐き気の中、見る見る回復していくエンシェントドラゴン。

　ボロボロになっていた鱗も、その神々しいばかりの銀色の輝きを取り戻してゆく。

　いやこれ、むしろ前よりも輝き度増し増しって感じ？

　車を洗車して、めちゃくちゃ気合入れて鏡面ワックスをかけた的な？

　それからしばらくの後、横倒しのままの巨大生物は、ゆっくりとその金色の目を開いた。

　消えていく白い光の残滓が眩しいのか、縦に長い瞳孔がやや細くなる。

「おはようございます。お目覚めはいかがですか」

　まずは笑顔でご挨拶だね。いい営業はスマイルに始まり、スマイルに終わるのさ。

　さて、鬼が出るか蛇が出るか……。

　まあある意味、既に究極にでかすぎる蛇なんだけどもね？
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　突然の俺の行動に、その場は再び極度の緊張に包まれる。

　傷ついた巨竜を癒した光は既に消失した。

　目を覚ましたエンシェントドラゴンは、状況把握に努めるように、キョロキョロと周りを見回しながら、おもむろにその巨体を持ち上げた。

　そして再び、背中がゾクゾクするような低い声が響いた。

「グルル……」

（さて……、どう出るかな……？）

　俺は自身の額から頬へ伝う一筋の汗を感じながら、何が起きても即時対応できるように、魔力を調整する。

　しかし……。

「……ルルルアアアアア……!!　うんま――――――い!!」

「「「えっ？　うんま――い!?」」」

　予想外のドラゴンの言葉に、俺を含め、その場にいた全員が声を揃えて驚いた。

　それは、悠久の時を生きるというエンシェントドラゴンらしからぬ、実に間の抜けた素っ頓狂な声と表情だった。

　場の空気が一瞬にして緊張を通り越し、混沌渦巻くものへと変わっていく。

「わっは――い！　我こんなに美味い魔力を喰らったのは生まれて初めてじゃあ！　くっふぅぅぅぅ……、なんと濃厚なんと芳醇……。やはり我の目に狂いはなかったぜぃ!!　おほほぉ、お口の周りの鱗がぜーんぶ落ちてしまいそうだわい～！　にゃっふぅぅぅぅ!!」

「「……っ!?」」

　ドン引きするエルフたち……。あと俺。

　お……おいおいおいおい。何だその下校途中の高校生が、空きっ腹になんとかフラペチーノを買い食いして、いや～ん、超幸せ～ん的な表情は……。

「こ……これはちょっと、予想できんかったな……」

　全員が呆然と見守る中、小躍りして喜ぶドラゴン。

　爆睡していたシロも、ぽかんと口を開けていた。

　お、俺の魔力が、何というか……、そんなに美味しかったということかな？

「はわっ!?」

　ようやく自らが浴びる奇異の視線に気付き、凍りつくドラゴン。

　氷結の魔法でも、そこまで一瞬で凍らんぞ……？

　再び重い沈黙が訪れたが……、何だか最初と違い、どちらかといえば痛々しい系の沈黙だ。

「グ……、グハハハ……。ひ、人の子レインよ、今更ながらに我を復活させて何とする……」

　ドラゴンは、慌てて初登場時のような低く重苦しい声を出し、雰囲気だけでも取り繕おうとするが、それがより一層痛々しさを助長する結果となっている……。

「あ、あのぅ。何というか……、げ、元気になって……よかったですね……？」

　最早俺も、正直何と声を掛けていいのかよくわからない。

　リアや他のエルフたちはまだ呆然としている。

　が、元々性格の悪いエルは、何か色々と察したのか両手を口元に当て、涙を流しながら、必死に笑いを堪えている。

「う……うむ。あぁ、いや、そうではなく……グルルルル!!　レインよ……！　お主一体何のつもりか？　……人の子に敗れた我に、おめおめと生き恥を晒せと申すか!?」

　失った大切な何かを取り戻そうとするかのように、ドラゴンは精一杯、威厳を保とうと振る舞っている……。

　やっぱコイツ怖えよ。……何だか必死すぎて、違う意味で怖えよ。

　しかしまあ、回復させたのは事実だしな。

「そうですねぇ。あえて言うのなら、あなたを治療した理由は三つあります」

「き……聞かせてもらおう……」

　ドラゴンは静かに目を閉じた。

「まず一つ目ですが、あなたは先ほどブレスを吐く直前、その延長線上に位置するエルフの村に被害が及ばないよう、わざわざ移動して方向を変えたでしょう？」

　そう、それはこのドラゴンが最後のブレスを放つ直前のことだ。

　確かにこのドラゴンは、俺の後方にあったエルフの村に被害が及ばないように移動した。

　最初はただウロチョロしているだけかと思ったが、そう考えると辻褄が合う。

　エルやリア、そして他のエルフたちも、にわかに騒がしくなる。

　そう。もしそれが事実だとしたら、このエンシェントドラゴンなる巨竜は、そもそも村を滅ぼすつもりなんてなかったことになるからだ。

「……さぁ、どうであったかな……。戦いの最中であったゆえ、そのような些末なことなど、あまり憶えてはおらぬな……」

　ドラゴンはプイッとソッポを向き、頬をポリポリかきながら、うつむき加減でぼそぼそとつぶやく。

「あの……、どうかしました？」

「……て、照れてなどおらぬぞ!?」

　いや、知らんがな……、お前照れてたのかよ。

　そして恥ずかしくなったのか、ドラゴンはぎゃあぎゃあと騒ぎ出した。

　うわあああ!?　うるさい、うるさいですぅ!!

「わかりました！　もうわかりましたからぁ!!　で、では二つ目の理由です。あなた……そもそも本気で戦ってなかったでしょう……？」

「………」

　今度は一転、ドラゴンは沈黙した。

　俺の言葉を、否定も肯定もしない。

「では言い方を変えましょうか？　本気かどうかはさておき、僕を殺してしまわないように、加えて彼らエルフたちに被害が出ないように、常に配意していましたよね？」

「……むむぅ……」

「……レ、レイン、それは本当なのか……？」

　リアが不思議そうな顔をして、俺とドラゴンとを交互に見る。

「ええ、事実ですよ、リア。このドラゴンが、僕やエルフの皆さんをただ殺すつもりだったなら、それはそれは簡単に殺せたと思いますよ？　だって、わざわざ僕の前に降りてこずとも、もっと上空に昇り、そこから延々とブレスを吐きまくって森を丸ごと焼き払えばいいんですから。それか、どっか他所からでっかい岩なんかを運んできて、空高くからぽいぽいっと落としまくって全員ミンチにすれば、すごく簡単に勝負がつくじゃないですか」

「わ、我はそこまでえげつないことは思いつかぬが……。まあ、概ねそのとおりであるな……」

　ドラゴンは俺の必勝法にドン引きしている。

　けど、それが事実だろ？

「……ちょっとくやしいですけど、さっきのブレスだって、本気じゃなかったんでしょう？」

　その場がしんと静まりかえる。

　ドラゴンはほんの少しだけ、申し訳なさそうに答えた。

「……威力という一点のみで語るのであれば、先ほどのものより強力なブレスを吐くことが可能ではある……」

　やっぱりな。そうだと思ったぜ。

「ちなみにあの時僕は、あなたの開いた口の前に、確か八層ぐらいに重なった魔法陣からブレスが放出される様子を確認しました。……参考までに聞きたいんですが、あなたが本気のブレスを吐こうと思えば、どのくらいまで魔法陣が顕れるのでしょうか」

「……六十四層だ」

「……ろっ、ろくじゅう……!?」

「……六十四層の魔法陣を重ねたブレスが、今の我の全力であろうな」

　全員が絶句した。

　もちろん俺も絶句した。

（マ……マジかよ……？）

　これには俺も本気でビビった。

　コイツ、実は全然本気じゃなかったのかよ……。

　一体俺が受けたブレスの何倍……、いや下手すりゃ何十倍の威力だぞ……。

「グハハハ……！　そんな顔をするでないわ。単純に威力の話と言うたであろうが」

「……！」

「六十四層に魔法陣を重ねたブレスなど吐いてみろ……、この付近一帯の大陸そのものが消し飛んでしまうばかりか、我が身とて修復不可能なほどの傷を負うだろう……。そんなことをして何になるか……」

「……恐ろしい力ですね……」

「グフフフ……。これでも我は竜の中の竜、エンシェントドラゴンなどと呼ばれておるゆえな……」

　自分の力に畏敬の念を抱かれたドラゴンは、胸を張って嬉しそうにしている。

「……して、三つ目の理由とは如何なものぞ……？」

　ドラゴンが真剣な眼差しで俺を見つめてくる。

　そんなに期待されてもなぁ。

　これは一番単純なんだが……。

「最後は別に、特に深い意味なんてありません」

「……？」

「……何も死ぬことはない。ただ単純に、さっきはそう思っただけですよ」

　俺の一言に、混沌としていた空気が少し緩んだ気がする。

　リアは戸惑いながらも、仕方ないなという顔で、苦笑いを浮かべている。

　一方エルは、何だかニタァっとしたいやらしい笑顔だ。

　コイツ本当、一回ぶっ飛ばしてやろうかな。

「グワハハハハハ……！　成程……、そうかそうか。いやなに、やはり我の負けだ！　たとえ全力のブレスをもってしても、おそらくお主にはかなわなかっただろうさ……！」

　んん、どうしたんだ？　いきなり。

　まあいずれにしても、最初はちょっとヒヤッとしたが、どうやらもう戦わずに済みそうだ。

「……あっ、そうだ！　そもそも僕は、あなたに謝らないといけなかったんです」

　忘れてた。

　俺が……、正確には俺の魔力が、このドラゴンを起こしたようなもんだった。

「どうやら僕の魔力のせいで、あなたを長い長い眠りから解き放ってしまったらしくて……。ほんっと、ごめんなさい」

　俺はドラゴンに向かって深々と頭を下げた。

　そんな俺の様子を見て、ドラゴンは言った。

「……お主が気に病むことではない、レインよ。悠久を生きる我らにとっては、時間の流れなどさして気にはならぬ……」

　ぃよし！　お咎めなし!!　あぁよかった～、これで一安心だわ。

　何だか胸の支えが取れたような気がした俺は、ふいに疑問に思ったことに言及してみる。

「ところで、あなたはなぜ二千年もの長い間、ずっと眠っていたのですか？」

　めちゃくちゃ長生きであんだけ強けりゃ、もっと自由奔放に振る舞っていそうなもんだが。

　何でわざわざうちの近所の森で、エルフたちの伝承に残るようなことになったのか、俺はその理由が気になったのだ。

「……二千年か……。割合と長い間、眠っていたようだのう……」

　ドラゴンはゆっくりと天を仰ぐと、言葉を続けた。

「……眠るように助言されたのだ。かつて我が友であったエルフにな……」

「エルフのお友達、ですか……。そりゃまたなぜなんです？」

「うむ……、おそらくそれは我の食事のせいだろうな。我の食事はいずれ世界を危ぶませることになる……、奴はそんなことを言っておったのう……」

　おお……！　これで話がつながったぞ。

　エルの奴が言ってたエルフ村の伝承。

　ドラゴンの目覚めと世界の危機がなんたらかんたら。

　俺はふとエルの方を見る。

　そのクリッとした大きな目が『ほうら！　僕の言ったことは正しかったろう？　エッヘン』と言っているように感じ、少しイラッとした。

　そして俺はその流れで、思い切って聞いてみる。

「……あ、あのぅ……。一つ伺いたいんですが……。まだ僕やエルフたちを食べるつもり……なんですか……？」

　エルフたちも、真剣な目をしながら口を横一文字に結んでドラゴンを見ている。

　きっとここが、ドラゴンとの友好と敵対を明確に分ける分水嶺だ。

　俺の心臓が、少し早鐘を打つ。

　が、しかし。そんな俺の思いとは裏腹に、ドラゴンの反応は、また少し違ったものだった。

「食べる？　食べるとは何ぞ？　我がお主らをペロリと喰らうという意味か……？」

　ドラゴンの頭の上に、『？』が浮かんでいる様子が見えるようだ。

「「「……ん？」」」

　あと、俺たちの頭にも……。

「……ようはわからぬが、なにゆえ我が小さき者らを食わねばならぬのだ……？　腹の足しにならんどころか、逆に腹を下してしまうではないか……」

　あっれ～？

　俺は思わず首を傾げた。

「……ちょ、ちょっといいかな!?」

　思わず右手を上げながら、エルが口を挟んできた。

「……僕がいうのも変だけど、その……、僕たちやレイン君を食べる目的で、ここに現れたわけではないんだね？」

「……？　いや、違うが……」

　あっれれ～？

　俺はさっきとは反対側に首を傾げた。

「じゃ、じゃあ供物がどうのとか、盟約によって喰わせろとかなんとかっていうのは、一体何だったのかな!?」

　エルはその場の勢いに任せ、聞きにくいこともどんどんぶっ込んでいく。

　こういう図々しいところはある意味尊敬に値するし、時と場合によってはありがたいな。

「……無論、我が光属性の魔力を自身の糧とするゆえだ。長期間惰眠を貪った寝起きの空きっ腹に、美味い魔力を喰わせてほしかったからに他ならぬが……？」

　エルは大きく目を見開いた。

「光の魔力を食べる……だって？」

　んん？　……おいおい、なんだか風向きが変わってきたぞ？

「我が眠りにつく前、確かに我が友は言った……。我が眠りについた何千年かの後、強力な魔法使いの出現によって我は目覚めることになる、そしてエルフの子孫たちはその強き者を正しく導き、我が糧となる光の魔力を供物として捧げるであろう……とな」

「そ、そのエルフのお友達は、何という名前だったかわかるかな？」

「……名か？　う～む……、奴の名などは気にも留めていなかったな……。確か大昔、一度だけ聞いたような……。うーむ、すまぬが今は思い出せんな……」

「そ、そう……。じゃあまた思い出したら教えてね。……それよりも、やっと謎が解けたね。エルフの伝承にあった世界の危機というのはつまり、『魔力枯渇問題』だったんだよ」

　魔力枯渇問題……か。

　前世の環境問題のようなもんか？

　俺やドラゴンに向かって、エルは続ける。

「君のような巨大なドラゴンが摂取するほどの光の魔力だ。きっとそれなりの量だろう？　おそらく今と同じように二千年前でも、強い光魔法の使い手は少なかったんだよ。ほら！　ここでもまた君の異常性が際立つね！」

　ちっ。一言多いんだよな、コイツは！

「グハハハ……、確かにな。過去、現在、そしておそらく遠き未来においても、レインほどの光魔法の使い手はおらぬだろうさ……」

「異常者扱いは些か気になりますが、お褒めの言葉と受け取っておきます」

　成程……、光魔法って使い手が少ないんだ……。

　知ったかぶりして、難しい顔でうなずいておいたけど、余裕で知らんかったわ。

「そこでなんだがな、レインよ……。我はお主に少々頼みがあるのだが……」

　な、何だなんだ？

　腹ペコドラゴンが、いやにかしこまって。

「何でしょうか？　僕にできることなら、ある程度は努力しますが……」

　ドラゴンはドラゴンなりに、上目遣いをしながら話す。

　余計に怖さ倍増だね！

「……まあなんというか、我はこうして目覚めてしまったわけで……。この身体は光の魔力を喰わねば生きてゆけぬ……。そこでだ、レイン。毎日とは言わぬ……、本当に時折でよい。時折でよいゆえ、我を哀れな仔羊と思うて、お主の魔力を分けてくれぬか……？」

（ドラゴンが仔羊って、何の冗談だよ！）

　などと思っていると、上目遣いのドラゴンはどんどん顔が下がっていき、最後は俺に対する土下座みたいな格好になってしまった。

「エ……、エンシェントドラゴンが、レ、レインに土下座している……！」

「いやー、凄まじい！　ぎゃはははは!!　変態ここに極まれりだね!!」

　リアは絶句し、エルはますます独自の盛り上がりを見せている。

　ルルやラルスを含め、他のエルフの皆様もその様子にドン引きだ。

　いやおかしいだろ！

　俺が土下座させたわけじゃないからね！

「やめてくださいよ！　……わかりました、ほら、わかりましたから！　お腹が空くんですよね？　……別に僕なんかの魔力でよければ、必要なら毎日でも差し上げますから！」

　まあ飢えの苦しさはどの種族も共通だろうしな。

　俺も自分とこの領民が飢えるなんて考えたくもない。

「レ、レイン!?　お前……そんなに軽々しく……」

「わぁお！　レイン君たら言うねえ、太っ腹ぁ!!」

　外野の興奮はさておき、何だか今度はドラゴンが金色の目をでっかく見開いて驚いている。

「な、なんと……。竜の中の竜たる我が、よもや人の子からそのような言葉を掛けられる日が来ようとは……！　やはり我が友は、未来を見通す千里眼でも持っていたのか……。そうと決まれば、我もそれなりに準備をせねばな!!」

　ブワァァァ!!

　そう言うが早いか、エンシェントドラゴンは巨大な翼を上下させ、少しずつ上昇し始めた。

「……さらばだエルフたち、そしてレイン。此度は騒がせてすまなんだな……。またそのうち、相まみえようぞ……。必ずな」

　ぐっ……。

　すごい風圧だ！

「ちょ……ちょっと、いきなりどこへ!?　まだ話は……」

「グハハハ！　すまぬなレインよ！　お主の気持ち、わからんでもないが、我にも準備というものがあるゆえな。だが気に病むことはない。しばしの別れよ……」

　何かようわからんが、突然お別れの時間到来らしい。

　どうしたんだ？　いきなり……。

　俺がそう思った矢先のことだった。

　突然ドラゴンは、上空に滞留しながら、エルフ村の方に向かってものすごい雄叫びを上げた。

「グワオオオオオオオオオ――――ン!!」

　うぐっ!?　何だこりゃ!!

　さっき戦った時とは比べ物にならんぐらい、気合いの入った感じに聞こえるぞ!?

「うむ、驚かしてすまぬな。付近に森の魔獣どもがウロウロしておったゆえ、ここら一帯が誰の縄張りかを理解させたというわけよ……。これで向こう二百年は、エルフの村付近において、魔獣が現れることはないはずだ」

「おぉ!?　そ、それは素晴らしい！」

　グッジョブだよ、グッジョブ!!

　お宅に喰われそう問題ですっかり忘れてたけど、さっきまでの懸案事項だった森の魔獣問題も解決してるじゃん！

「ではな……！　また会おうぞ、レイン!!」

　最後にそう言い残すと、エンシェントドラゴンは、ものすごいスピードで森の奥へと飛び去って行ったのだった。




　先ほどまでの喧騒がまるで嘘だったかのように、森は元の静寂に包まれた。

　俺はふと、リアに声を掛けた。

「……何だか今日は色々あって、すごく疲れました……」

　……今日は本当に疲れた。これは心からの言葉だ。

　リアと出会い、そしてエルフたちから攻撃を受け、果てはエンシェントドラゴンなんていう巨大生物ともやり合ったり……。

　俺はそばで眠ったままのシロの横にゆっくりとしゃがみ込みむと、体を優しく撫でてやる。

「……よかったのかレイン？　ドラゴンとあのような約束を軽々しくしてしまって……」

　リアはシロを愛でる俺に対し、不安そうに言った。

「まあ問題ないでしょう。時々エルフの村で合流し、魔力を分け与える程度に落ち着きますよ」

「そうか……、だといいがな……」

　そうだ。

　この時の俺は、本当にそう考えていた。

　たまに魔力を分けてやる、本当にその程度のことだろうと。

　もっとも、この時のやり取りの本当の意味を理解するのは、些か先のことではあるが。
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　その夜、俺は当初の予定どおり、リアの家に泊まらせてもらうことになった。

　そこでリアが俺のために、腕によりをかけてエルフ村の名物料理を振る舞ってくれるという。

　ドラゴンとの戦いでヘトヘトに疲れていた俺は、美味しい料理が食べられるとあって、内心かなりウキウキで、リアの手料理の到着を待っていた。

　だがここで、予想だにしなかった緊急事態……、いや、最早災害と言っても過言ではないレベルの事案が、俺の下に舞い降りてきたのだ。

「待たせたな、レイン！　さぁ、たんと召し上がれ！」

　ドン！

　ドドン!!

　俺の目の前に置かれている様々な木製の食器は、見た目こそ簡素で単純なものだが、その一つひとつが実に丁寧に作られており、独特の美しい木目も相まって、かなりいい味を出している。

　だが、そんないい味を出している食器とは対照的に、そこに盛り付けられているのは、見るからにちょっとアレな、漆黒の物体エックスだったのだ……。

「えっと……、リア？　こ、この真っ黒い物体は、一体何ですか……？」

　俺は恐る恐るリアに聞いてみる。

　しかしリアは、特段変わった様子もなく、至極普通の表情で答えた。

「何だと聞かれても。エルフ特製野菜サラダの盛り合わせと、フォレストバードのソテーだが？　ふふふ。森の恵みをふんだんに生かした、栄養たっぷりの夕食だぞ？」

　だぞ？　ってかわいく言われても……。

　ほ……ほえぇ……。

　エルフの作る野菜サラダって、く……黒いのか……？

　ふ、ふ～ん……。俺の知ってるサラダとは、だいぶ違うなぁ……。

　というかこれ、鳥の丸焼きと野菜サラダが、なぜに同じ形、同じ色をしている……？

　そして最早、材料の原型すらないんだが……？

　んでもって、めちゃ焦げくさいし、あと何だか酸っぱい臭いも混じってますけど……？

「そ、そうですかぁ……。森の恵み……ねぇ……」

（ほ……ほんとか？　エルフの食文化は、俺たちのそれとはかけ離れた、こんなにも前衛的なものなのか……？）

「どうした、レイン。食べないのか？」

　聞こえてきたその声に、俺はチラリとリアの方を見てみる。

（うっ……!?）

　リアは、テーブルの向かいに座った俺に向かってグイッと身を乗り出し、大きな眼をキラキラさせながら、明らかに期待を込めた眼差しを向けていた。

（こ、これは、食べないわけにはいかん……。断ったら、今度こそ殺されるかも……）

　はっ!?　そうだ!!

　シ、シロだ！　シロなら食べるんじゃないか!?

　普段食い意地が張ってるし、この謎の物体エックスもシロなら……って、あれ？

（シ、シロの奴がいないぞ……？　さっきまで俺の横で爆睡こいてたのに……？）

　俺はキョロキョロと辺りを見回し、シロを探した。

「あっ！」

　ふと見ると、さっきまで俺のすぐ隣で寝ていたはずのシロが、遠く部屋の隅で小さく丸くなっている。

　何だか、小刻みに震えている気もするが……。

（くっ……、シロめ!?　物体エックスの気配を察知し、早々に逃走しやがったな!?　か、帰ったら絶対、おやつ抜きだからなぁ……？）

「食べないのか？」

「うわっ、近っ!?」

　シロから視線を戻すと、リアがさっきよりもさらに前に出てきていた。

　煌めく星のようなリアの期待の眼差しが、より一層俺を射貫く。

（そ、そうだよ……。リアはエルフの名物料理って言ってたし……。あ、味はきっと美味しいんだ……。美味い……のか？　いやいや、何でも見た目で判断するのはよくない。そ、そうだよ……。よくない……よな？）

　ゴ・ク・リ。

　俺はしばし、謎の物体エックスを見つめていた。

　……いや、むしろ逆に、謎の物体エックスの方が、俺を見つめていたのかもしれない。

「……い、いただきます!!」

　俺は自分を鼓舞するように、食事の際の大切な合言葉を叫んだ。

　大丈夫、俺はあのドラゴンとだって渡り合えたんだ！

　いける、絶対いけるぞ！　リアが一生懸命作ってくれた料理だ！　美味しいに決まってる！

（しょっ、勝利を我が手に……！）

　俺は意を決すると、目の前の物体エックスを口に運んだ。

　――ああ、そうそう。

　俺……正直さ、この時の記憶、なぜかすごく曖昧なんだよね……。

　一つだけ言えるのは、俺もう一回転生するのかな……？　って思ったことぐらいかな……。




「こんばんは～。レイン君、元気してる～？　いちゃいちゃしてる～？　……って、うわぁ!?」

「どうしたんですか、エル様。リア姉様は……はわわわぁ!?」

　唐突にエルとルルが、リア宅を訪問してきた。

　リアがご機嫌な様子で二人を出迎える。

「ああ、おばあ様にルルか。今しがた、レインに私の手料理を振る舞っていたところだったのだ。とても美味しそうに食べてくれたよ。なあ、レイン！」

「……そ、そうですね……。エルフの名物料理……。まさに、天にも昇る気持ちです……。ごちそうさま……でし……た……」

　そう言い残し、俺はテーブルに突っ伏した。

　エルとルルは、リアの料理を平らげた俺を見るなり、両手を口に当てて絶句した。

「ひえぇぇ……!?　レ、レイン君……。ドラゴンですら裸足で逃げ出す、あのリアの手料理を完食するとは……。お、恐れ入ったよ。君はやはり、真の勇者だったんだね……」

「す、凄まじいわ……。これがドラゴンを倒した人間の底力……。見た目は私と変わらないのに、あ……あなたはもう、きっと違う次元の存在なのね……」

「ふんっ！　何だなんだ二人とも！　まるでこの私が、料理が下手だとでも言わんばかりの言い草だな!?　まったく、こちらは食事中なんだぞ？　用事があるなら早くしてほしいな！」

　リアは、驚愕する二人をよそに、ぷんぷん怒りながら食器などの後片付けを始めた。

　その後、幸い別の世界へ転生などすることなく、何とか息を吹き返した俺は、傍らに置いてあったお茶でお口直しをした。

「あ～……、このお茶は、相変わらずうまいなぁ」

　これだよ、これ。このお茶、ほんっといい。

「おぉ、落ち着いたかい？　こう言っちゃなんだが、うちのリアはちょっと料理の腕が独創的でね？　ちゃんとしたエルフの郷土料理は、また今度僕が責任を持って振る舞うからさ」

　エルは、俺とルルにだけ聞こえるように、ヒソヒソと小声で話した。

　さすがにリアに気を遣っているらしい。

「……な、成程。しょ、承知いたしましたです、はい」

　落ち着いてきた俺は、さらにお茶をもう一口飲んだ。

　……ふぅ、うまい。後口もとてもいい。

「ところでさぁ、レイン君。今回僕はエルフの村の長として、君にちょ～っとお願いがあって来たんだよねぇ……？　さあルル」

　エルの目がキラリと光った。

　そしてルルも小さく頷くと、手に持っていた薬草のようなものの束を、スッとテーブルの上に並べ始めた。

「これは……」

　俺は、テーブルの上に並べられたそれを食い入るように見つめた。

　いいね……、いいよいいよ！

　こちらの思惑ともばっちり合致だ！

（だが俺は、ここからもう一歩踏み込むぜ！）

「ふふっ……。実は僕も、ぜひともエルさんにお願いしたいことがありましてね……？」

　俺も片目を瞑ってエルを見つつ、スチャッと眼鏡を直すような仕草をした。

　さあ、交渉の時間だ。




　そして俺は、次の日もエルフの村を隅から隅まで視察し、さらにもう一泊した上で、ついに自宅に帰ることになった。

　俺は今、エルフ村の大きな門の前で、シロとともに立っている。

　そこにはエル、リア、ルル、そしてその父親のラルスや、他のエルフ村のみんなが見送りに来てくれていた。

「お世話になりました、皆さん。そしてリア、元気でね。色々とありがとう」

「レイン……。世話になったのはこちらの方だ。お前も、元気でな」

　俺とリアは固い握手を交わした。

「あれれ。今度はギュッと抱き合わなくていいのかい？　別に僕らのことは気にしなくていいんだけどね？」

「ちょっ……!?　おばあ様!?　一体何を言い出すのですか！　レ、レイン、戯言だ！　気にしなくていいからな!?」

　わはははははは！

　エルの冷やかしに、エルフ村のみんなが大きな声で笑った。

「あははは……。けど、せっかくリアや他のみんなともお友達になれたのに、寂しくなるのは間違いないですね……」

「レイン……」

　ちょっとしんみりとした雰囲気になってしまった。

　いかんいかん、暗くなってどうするんだよ。

　こういう時だからこそ、明るくいかんとな。今生の別れでもあるまいし。

「……また、遊びに来ますね？」

　俺はにっこりと笑ってそう言った。

「あぁ、必ず来てくれ」

　リアもにっこりと笑ってそう答えた。

「じゃ、行くかシロ！」

「ワン！」

　俺はそう言って颯爽とシロに跨ると、シロは元気よく俺に応えた。

「では皆さん、また会いましょう！　お元気で！」

　俺がそう叫ぶと、シロは元気よく走り出した。

「レイ――ン！　絶対……絶対また遊びに来るんだぞ――!!」

　リアの叫び声が聞こえた。

「ありがとう！　絶対行くよ、まったね――っ！」

　俺が大きく手を振ってそう叫ぶと、シロはタイミングを見計らったように加速し始める。

　途端にエルフ村が見えなくなった。

　エルフ村の不可視の結界が作用したのだろう、リアやエルの姿はおろか、最早その入口すら見えなくなってしまった。

（……村や姿は見えなくなったけど、彼らと紡いだ絆は、確かに俺の胸の中にあるさ。きっとまた、遊びにいくからね？）

「ふふふっ、楽しかったなシロ！　けど飛ばしてくれ？　一刻も早く帰らないと、母上になんと言われるか！　頼んだぞ、シロ！」

「アオ――ン！」

　こうして俺とシロは、様々な出会い、出来事、そしてその思い出を胸に、一路自宅を目指すのだった。




※※※




「……（た、ただいま～……）」

　前世でよく見た寝起きドッキリのような小さな声で、俺はつぶやいた。

　エルフ村を出てしばらくした後、俺とシロは無事、自宅へと到着した。

　しかし現在、俺は正面玄関を避け、こっそり裏口へと回ってきている。

　なぜかって？　それはもちろん、躾や門限には人一倍厳しいと定評のある、うちのゆるふわ母の来襲を回避するために決まっているじゃないか。

　もしも正面から堂々と帰ってみろ、速攻でゆるふわ母に検挙され、世にも恐ろしい事態になってしまうのは目に見えている。

　だからまずは裏口から自宅に侵入し、とりあえず自分の部屋に戻った上で、今後の傾向と対策を考える必要があるのだ。

（……自宅に侵入、というのもおかしな話だが……シクシク）

　そんな風に苦笑いしながら、少しずつ少しずつ、音もなく裏口の扉を開け、抜き足差し足で自宅に入ったその時の出来事だった。

「あらあら。今までどこへ行っていたのかしら、レ・イ・ン？」

「ひっ……！」

　裏口の扉を閉め、足早に立ち去ろうとしたところで、俺は突如、後方から声を掛けられたのだ。

　もちろん、声の主はうちのゆるふわ母だった。

　口から心臓が飛び出す、という表現は、まさにこのような気持ちのことを言うのだろう。

　一流の暗殺者にも負けない気持ちで、こっそりシロと帰ってきたつもりだったんだけど……。

　な、何で俺が帰って来るタイミングがわかったんだ？

　くぅ……。まだエリーの顔すら見てないというのに……。

「は、はは、母上……。こ、これには訳がございまして……。い、いや、そうではなく！　本当に申し訳ありませんでした！　二度と無断外泊などいたしません」

「ええ、ええ。賢いあなたのこと。何かのっぴきならない理由があったのでしょう？　母はあなたのこと、よくわかっていますよ？」

　おぉ……！　もしや、お咎めなし!?

「そ、そうなんですよ母上！　話せば長いんですが、実は……」

「ふふふ、レイン。母はわかっていますとも。わかっていますが、まずはしっかりと、やってしまったことに対するケジメを付けましょうね？　さぁレイン、お尻を出しなさい」

　ひえぇぇ!?　全然お咎めなしじゃないぃぃ!?

　や、やばい！　無属性魔力で強化された、ある意味ドラゴンのブレスより危険な、愛のケツビンタが来るぅ！

　ジリジリと後退する俺。

　右手を無属性魔力で強化しつつ、笑顔でにじり寄ってくる母。

　怖えぇぇぇ！　その威圧感、マジではんぱねぇぇぇ！

　と、その時だった。

　表の方で、馬車が停止する聞きなれた音が聞こえた。

　も、もしや……？

「おーい、帰ったぞー」

「父上！　お……お帰りなさいませぇ、父上ぇ!!」

　俺は、視線を逸らしたゆるふわ母の一瞬の隙をついてその場を逃れ、猛ダッシュで正面玄関の方へ行くと、そのままマッチョ父に飛びついた。

　おお！　さすがマッチョ！

　俺のジャンピング抱っこにもビクともせず、がっつり受け止めてくれたぜ。

「うおぉ!?　どうしたレイン？　ふっ……、お前そんなにこの父が恋しかったのか？」

「はい！　はいぃぃ!!　ものすごく恋しかったですぅぅぅ!!」

　ガクガク震えながら、思いっ切りマッチョ父に抱き着く俺。

　こ、これは逃げ切ったか……？

「あぁ、何という親子の愛、そして絆……。このフリード、プラウドロード家にお仕えして本当によかった……」

　ヨヨヨ……と、ハンカチを出して目頭を押さえるフリード。

　そこへパタパタと、母が歩み寄ってくる。

「あら、おかえりなさい。あなた」

「ああ。ただいま、ミリア」

　どちらともなく近づいていった二人は、熱い抱擁を交わすと、そのままキスをした。

　おお……、いつも仲いいね、あんたら。

　もちろん、空気を読める俺は、そっと両親から離れますともさ……。

「おとたま？　……あっ！　おにたまも!!　わーい、おにたまー!!」

　何とその時、トテトテと走って俺に抱き着いてくるエリーの姿がそこにあった。

　きゃん！
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　かわいすぎるぜぇ……、我が妹よ。

「ただいま、エリー」

　今度は俺が抱きしめる側に回った。

　ごめんよ、寂しい思いをさせて。

　そんな俺とエリーに、シロがモフモフの体をすり寄せる。

　俺とエリーは顔を見合わせて笑うと、二人でシロをモフモフした。

（いやー、帰ってきたんだな、俺。ははは、やっぱ我が家はいいわ）

「そういえばおにたま、一体どこへ行ってたの？　エリーさみしかったよぅ」

　母が作った熊のぬいぐるみを抱きしめながら、エリーは大きな目をうるうるさせている。

「……ごめんな、エリー。父上、そして母上も、此度の無断外泊、誠に申し訳ございません」

「むっ……無断外泊!?　レイン、お前……」

　青い顔をして、俺と母とを交互に見る父の言葉を、俺はサッと遮った。

　わかっている！　ケツを護る正念場はここだ!!

「処罰は喜んでお受けいたします。しかしまずは事情をご説明いたしますので、どうぞリビングへお集まりください。そしてフリード、あなたには一つお願いが。今からこの茶葉で、皆にお茶を淹れていただけませんか」

「……委細、承知いたしました」

　恭しく茶葉を受け取り、フリードは厨房へと消えていった。

　そんなフリードの後ろ姿を見送った父は、俺の言葉にただならぬ雰囲気を感じたらしかった。

「う～む……。また何かあるのだな、レイン。……ミリアよ、無断外泊を咎めるのは後でもできる。ここはまずレインの話を聞いてからにしようではないか」

「ええ、わかりました。当主のあなたがそうおっしゃるのなら。先に行きましょうか、エリー」

「はい！　おにたま、また後でね」

　う……うは……うはははははは!!　勝―――――利！

　ケツは護った!!　ケツがこれ以上割れなくて済んだぞ!!

　あとは儲け話に一直線だぜ!!

　額から吹き出していた汗を拭った俺は、大きな達成感とともに、小躍りしながらリビングへと向かうのだった。




「……これは」

「あら、おいしい」

「おにたま！　とってもおいしいです！」

「私までご相伴に与り、恐悦至極に存じます。……僭越ながら、何と爽やかな口当たり……」

　全員が満足そうに、俺が持ち帰ったお茶を飲んでいる。

　シロはいつもどおり、部屋の隅っこで爆睡だ。

　うんうん！　そうでしょう、そうでしょう？

　エルフ産のお茶葉は、マジで美味しいでしょう？

「父上、母上、エリー、そしてフリード。実はこれは、森の中にありますエルフの集落で採れた茶葉で淹れたお茶なのです」

「エッ、エルフ!?　エルフだと……!?」

　マッチョ父は、ガバッとソファーから立ち上がった。

　だが目を丸くしたのは、父だけでなく、母とフリードも同じだった。

　エリーは美味しそうにお茶を飲んでいる、かわええなぁ。

　そして俺は、今回の事の発端と顛末を、父や母に話した。

　だがドラゴンのくだりについては、あえて話さなかった。

　特にゆるふわ母が心配するだろうし、その結果、そんな危険な森に入っちゃだめ！　なんてことになっても困るしな。

「お前はまた、とんでもないことを……。また私は、報告のために王都にとんぼ返りだな……」

　ふふふ……だが父よ。

　この俺が、お茶っ葉程度で終わる男じゃあないことは、よくご存じだろう？

「実はもう一つ、このような物もございます」

　俺はみんなの前に、一つの物を差し出した。

　それに特に興味を示したのは、もちろん母だ。

「まあ……、これは」

　そう。俺が胸を張って提示したのは、クルクルと巻かれた反物。

　その素材は、エルフの村で何人かが普段着として着用していた『シルク』だ。

　……あの日のエルとの交渉。

　同時に物体エックスの味やざらざらした口当たりも頭をよぎるが……うぷっ。

　あの時、このシルクについてエルに確認したところ、モスーラという俺の背丈ぐらいある巨大な蝶の幼虫が、自らの体内で作り出すものらしい。

　モスーラと聞いた時、ちょっと吹き出しそうになったのはご愛嬌だ。

　また当のシルクの呼び方は、かつての俺の世界と同じく、シルクで間違いないらしい。

　最初にあえてシルークか？　と言ったところ、エルから微妙な顔をされた……。

　基準がようわからん。

　そのシルクは、エルフの村においては、単なる服の素材の一種としてしか扱われていないようだったが、俺はその希少価値を力説するとともに、茶葉についても絶対に売れると断言した。

　俺はその上で、うちの家とエルフの村が、正当かつ対等な取引ができるよう、真摯にエルに働きかけたのだった。

　そしてエルはエルで、せっかく久方ぶりに人間とつながりが持てたので、木製の器具ばかりでなく、鉄を用いた丈夫で長持ちする物品を村に仕入れたかったらしい。

　そんなお互いの思惑が見事に一致し、我がプラウドロード家とエルフ村とが、無事交易を開始するに至ったというわけなのだ。

　エルフ発祥のものなんて滅多に見ることはないし、これはかなりの儲けになる気がする。

　また将来の安寧に、一歩近づいたはずだ。

「今回エルフの村において、このような上質のシルクを発見しました。エルフの皆さんはあまり気にせずに、適当に服に仕立てて着用されていましたが、このシルクはうちの家にとって、必ずや大きな利益をもたらしましょう。父上、母上。どうかエルフの皆さんと交易を行うことを許可していただけませんでしょうか」

　母はシルクに頬ずりして、その滑らかな感触を確かめている。

　エリーも一緒にシルクに触ったり広げたりと、とても楽しそうだ。

　よしよし、この感触なら母は何とかいけそうだな。

　お、お仕置きのこと、もう忘れてくれたかな？

　だがゆるふわ母はともかくとして、俺はマッチョ父が下を向いたままであることに気が付いた。

　ど……どうした？

「……レイン、お前は……」

　低く唸り、肩を震わせる父。

「は、はい、父上……？」

　ち……父よ、父はエルフを差別したり、人権を無視した扱いなんてしないよな……？

　俺は信じてるぜ？

「お前という奴は……」

　う。もしや、勝手なことをしたと、どつかれるか……？

「でかしたぞ――――っ!!」

　ガシ!!　っと思いっ切りマッチョ父から両肩を掴まれる俺。

　うおぉ!?　どうしたんだマッチョ父ぃ！

　こんなに嬉しそうな、まるで子供のように無邪気に笑う父を見たのは初めてだ。

「ち、父上!?　シ、シルクの肌触りがそんなに嬉しかったのですか？」

　そうか、我が父はキュルキュル素材フェチだったのか……。

「バカを言え、そんなことではない！　お前はことの重大さがわかっていないのか？　エルフだぞ!?　あの人間嫌いで有名なエルフがうちの森にいた事実もさることながら、あまつさえ、我が家と取引をしてくれるなどと……!!　しかも、このように上質なシルクとうまい茶葉……。こんなに嬉しいこと、他になかろう!!」

　おお……。

　おおおおおお!!

　マッチョ父、めちゃくちゃ喜んでくれているじゃないか！

　こりゃ俺もシロも、骨を折った甲斐があったってもんだぜ！

　実際骨折したしな！

「ありがとうございます、父上。しかしながら、エルフの村は些か森の奥にございまして。仮に私とシロのみで向かうならまだしも、大規模な交易となると、相当な面積の森を切り拓かねば、馬車の一つも走らせることができません」

「……うむ、そうだな。しかし森には魔獣の類が出るであろう？　馬車を走らせるとなると、相応の危険が伴うな。……何か策はあるのか？」

　あの腹ぺこドラゴンのお陰で、エルフ村周辺から魔獣の気配は消えたが、やはり万が一ということもある。

　俺の大切な領民たちを、万に一つも魔獣の危険に晒すわけにはいかない。

「はい、それも考えてございます。しかしこれは私一人では実現することが大変難しく、ワッツに相談が必要な案件です」

　そう。既に交易の方法や物品は、エルやリアとともにある程度決めてあるし、許可も貰った。

　だが、この交通を円滑にする問題は、さすがに俺一人ではできない。

　ワッツのように、腕のいい職人の力が、それも相当数必要になってくるだろう。

「して、その方法とは？」

　マッチョ父、ゆるふわ母、かわいすぎるエリー、そしてフリード。

　それぞれの視線が俺に集まる。

　そんな全員の表情を順番に見渡しながら、俺は満を持して言った。

「ふふふっ。地上がだめなら、地下を通るんですよ」

　人差し指を立て、ドヤ顔で話す俺。

　家族からの、何言ってんだコイツ？　という視線がぶっ刺さる。

　ま、当然だな。

　地下をぶち抜こうだなんて、そういう発想自体ないだろうからな。

　だが俺は、絶対にやり遂げてみせる。

　この俺自身が将来楽をするためにな！　ふははははは！

「あ、そうそう。レイン？」

　ゆるふわ母は、手に持っていたシルクを机の上に置くと、ふと俺の方を見た。

　何やらエリーと顔を見合わせ、にこにこ笑っている。

「レインったら、裏口でコソコソしているんですもの。まだあなたにちゃんと伝えられていない言葉があるんですよ？　ねぇ、エリー？」

「はい！　おかたま！」

「……伝えてない、言葉？」

　俺はきょとんとしながら、トテトテとゆるふわ母の方へと駆け寄ってゆくエリーの姿を目で追った。

　エリーはゆるふわ母に抱き着くと、やはりにこにこと笑って、最後に二人揃って大きな声で言った。

「「おにたま（レイン）……。お帰りなさ――い!!」」

「――――」

　不意を突かれたその言葉に、俺は思考が停止した。

　同時にエルフ村での出来事や、死ぬことさえ覚悟したドラゴンとの熾烈な戦いが、走馬燈のように頭の中を駆け巡った。

　そして……、そしてやっと、自分が家に帰りつくことができたんだと実感した。

（あっ、あれ？　急にそんなこと言うもんだから、ちょっと目から水が……）

　マッチョ父は、小さく微笑みながら紅茶を飲んでいる。

　ゆるふわ母は、優しい笑顔で俺やエリーを見ている。

　エリーは熊のぬいぐるみを抱きしめながら、笑顔ではしゃいでいる。

　フリードは温かい目で、そんな俺たちみんなを見つめている。

　シロはちらりと片目でこちらを見ると、大きな欠伸をして再び眠る。

　いつもどおりのありふれた日常の風景だが、これこそがかけがえのないものであると、俺は改めて実感することができた。

（……みんな。色々あったけど、俺、レインフォード・プラウドロードとしてこの家に生まれてくることができて、本当に……、本当によかったと思うよ……！）

「……お待たせしました！　不肖レインフォード、ただいま帰りましたよ！　イェイ！」

　俺はバレないようにササっと涙を拭うと、超がつくほど爽やかなスマイルとともに、両手を上げてピースサインを作った。

（この幸せが、いつまでも続きますように……）

　俺は心の中でそう祈っていた。




　……とまあ？　普通ならここで、無事ハッピーエンドなんだろうけど？

　やっぱ世の中、そんなに甘くないよね？

　ふと気付くと、おもむろに俺の方へと歩み寄ってくる母の姿があった。

　うむむ？　もしや早速シルクについてのお問い合わせですかね、ふふふ……。

　いいでしょうとも。

　大切な家族や、将来自分が楽をするためなら、このレインフォード、たとえ火の中水の中……。

　ん？　あれれ……？　何ですかその右手。な、何だか無属性魔力が集中してませんか……？

「レイン？　無断外泊はだめでしょ？　えいっ」

　ゆるふわ母による、無属性魔力で超強化された俺への愛のケツビンタが火を吹いた。

　マッチョ父やエリーの歪んだ表情を視界の端に捉えながら、俺の魂の叫びが屋敷中にこだました……。

（みんな、大好きだぜ……、ガクッ……）
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　……ズダダダダダダ……！

　とある日の朝、俺は埃を巻き上げながら、屋敷の長い廊下を思い切り走っていた。

　無属性魔力で脚を強化した俺の速さは我ながら凄まじく、寝ぼけ眼まなこの料理長は驚いて腰を抜かしていたし、すれ違ったメイドさんのスカートは捲れ上がってしまった。

　見てないよ？　見てない……かも？

　だが今は、そんなことはどうでもいい。

　今日の俺の爆走には、止まれない理由がある！

　たとえマッチョ父がフォレストウルフに襲われて困っていたとしても、ワッツからビール＆焼酎飲み放題の飲み会に誘われたとしても、だ！

「それを無視して向かうべき場所が、俺にはある！」

　そう、それは……。

　バァン!!

　俺は勢いよく扉を開けた。

　そのあまりの勢いに、扉の蝶番が外れそうになっているが、気にしている場合じゃない。

「母上！　エリーが熱を出したとは本当ですかぁ!?」

「シーッ……。レイン、エリーは眠っているのよ？　静かになさい」

「……っ！」

　椅子に腰掛けていたうちのゆるふわ母ミリアが、口に右手の人差し指を当てる様子を見て、俺は慌てて両手で自分の口を押さえた。

　そんな俺の視界に飛び込んできたのは、天蓋付きかつ、ふわっふわの飾り付けのなされたベッドで目を閉じて横になる、世界一かわいい我が妹、エリーの姿だった。

　し、しまった……。この俺としたことが、取り乱してエリーの眠りを妨げてしまうとは……。

「う……ん。あれ、おに……たま？」

　ゆっくりと目を開け、首をこちらに向けると、エリーは静かに口を開いた。

　俺のせいで目を覚ましてしまったらしい……。

　ゆるふわ母が小さくため息をつく様子が、俺の罪悪感を一層助長する。

「あぁ……ごめんよ、エリー。起こしちゃったね……。大丈夫かい？」

「ごめんなたい、おにたま……。エリーは少しお身体が熱くって、母上が今日は寝ていなさいって……。でも心配しないで？　エリーはとても元気です」

　気丈に振る舞うエリーだが、その顔は高熱の影響からか赤くなっていて、呼吸も少々荒い。

　どうやら俺を心配させまいと、辛いのを我慢しているのだろう……。

「……そっか。じゃあお熱が下がったら、またいっぱい遊ぼうな。ほら、クマコちゃんだって、早くエリーと遊びたいって言ってるよ？」

「うん……。ありがとうござます、おにたま……」

　エリーは、クマコちゃんと名付けられた熊のぬいぐるみを手に取ると、ぎゅっと抱きしめながら、再び眠ってしまった。

　赤い顔をして苦しそうな様子のエリーに、俺の胸がチクチクと痛む。

（くっ……、エリー。代われるもんなら、この兄が代わってやりたいぜ……シクシク）

「……レイン、ちょっといいかしら」

　エリーの額の濡れタオルを取り替えた母が、俺に部屋の外へ出るように促した。

　カチャ……。

　俺は、今度はエリーを起こさないよう、静かに扉を閉めて退出する。

　廊下で俺を待っていたゆるふわ母は、少し困った顔でため息をついた。

「……実はね、レイン。あまりエリーに食欲がなくて困っているの……」

　な……何ですと？　食欲が……ない……？

「お医者様は、ただの風邪なので、しっかりと食べて寝ていれば大丈夫だとおっしゃるのだけれど、なかなか食事をしてくれなくて……。どこかに口当たりのよい甘い果物でもないかしら……？　あなたなら、何か心当たりがないかと思って……」

　俺は顎に右手を当て、上を向いて考える。

（甘い果物……か。エリーが喜んで食べるような、甘くて柔らかいやつ……）

　ポクポクポクポクポクポク……。

　ポクポクと、木魚の音が頭の中で響く。

　とんちが得意な某小坊主さんみたく、何かいいアイデアが閃かないものかと、色々なことを思い返してみる俺なのだが……。

　チーン！

「あっ、母上！　いいことを思い付きました！　僕に任せてください！　ちょっと心当たりがありますので！」

「あらそう……？　私はエリーから離れられないし……。では悪いけれど、よろしくお願いするわね、レイン。……でも危険なことをしてはいけませんよ？　エリーと同じように、あなたも大切なんですからね？」

　ゆるふわ母は、そう言って俺の頭に手を添えると、優しく撫でてくれた。

「心得ておりますよ、母上」

　俺はゆるふわ母の優しい笑顔に、ほっこりとした気持ちになる。

　よし！　よーし!!　エリーのためにも、そして母のためにも、これはいっちょ頑張らんといかんよな！

　カチャ。

　俺は廊下の窓を開けた。

　麗らかな陽気と、爽やかな風が俺の頬をくすぐる。

（ふふ、今日もよく晴れそうだ）

「では行ってまいりますね、母上！」

「え……？　ちょっと、レイン……？」

　俺はフワリと飛び上がって窓枠に足を掛けると、そのまま勢いよく外へと飛び出した。

「!?」

　ここは三階、前世の俺なら足の骨折くらいはしそうなもんだが。

「おーい、シロ――ッ！」

　ガッシャーン!!

「ワンワン！」

　俺が落下しながら名前を呼ぶと、シロはガラスが割れるような破壊音を伴って、うちの中から一目散に飛び出してきた。

　そしてそのまま、俺がダイレクトにシロの背中に跨ると同時に、シロは勢いよく森の方へ向かって駆け出す。

　シロが飛び出てきた場所をちらりと見ると、窓ガラスが粉々になっている光景が……。

　いや、これはきっと幻覚だ……。見なかったことにしよう。

「目的地はエルフの村だ！　頼んだぞシロ！」

「アオーン!!」

　見る見る自宅が小さくなっていき、窓辺に立つゆるふわ母の姿もやがて見えなくなった。

「……お出かけの際のマナーについて、もっとしっかり教育する必要があるわね」

　ゆるふわ母のそんなつぶやきなど露知らず、俺とシロは、一路エルフ村を目指すのであった。




「美味しい果物か。もちろんあるぞ」

「おお、そうですか！　それは大変ありがたいです！」

　エルフの女性リアは、革製のソファーに座って優雅に紅茶を飲みながらそう答えた。

　緑色の長い髪や整った目鼻立ちは、相変わらず美しく、紅茶を飲む仕草ですら美しい一枚絵になるとは、さすがはエルフといったところか。

　料理の腕はちょっと……いや、かなりアレな点が玉たまに瑕きずだが。

　ここはエルフ村の村長であるエルの家だ。

　先日、とある出来事がきっかけでエルフたちと仲良くなった俺は、今もエルフたちと交易を続けている。

　こちらからは、ドワーフ鍛冶職人ワッツが造る質のいい鉄器の他、うちの領で収穫されたコーメやムーギ（米や麦）などを送り、その見返りとして、今リアが飲んでいる美味しい紅茶やシルクの素材となる生糸を貰うなど、ずばりＷＩＮ―ＷＩＮの大変良好な関係なのだ。

　……ちらり。

　……リアの横にどっしりと座る、このおば……若干年配のエルフの性格を除けば……ね。

「なんだい？　僕の顔をまじまじと見て。いや～ん、ダメだよ、僕を好きになっちゃあ？　リアに叱られちゃうからね」

「ちょ！　お……おお、おばあさま！　何を言い出すんです!?　私とレインは別に……!!」

　わざとらしく両手を胸の前に添え、これまたわざとらしく顔を赤らめて、エルは俺とリアとを交互に見た。

　どうやら、リアがあたふたして焦っている様子を見て愉しんでいるようだ。

　はぁ……、まったくコイツの性格の悪さときたら……。

「ま、冗談はさておいて。あざとい君のことだ、どうせうちの村に、美味しい物があることを知った上での来訪だろう？」

「……えっ？　さ、さあ、何のことやら……？」

　エルは顎の下で両手を組み、俺の心の中を見透かしたように、ニヤリと笑ってこちらの様子を窺う。

　エ〇ァの某司令官のようなエルの姿に、俺は内心ドッキンコしながらも、努めて平静を装った。

　というのも、実はこの妙に勘の鋭いエルの言うとおり、俺は先日エルフ村の中を散策していた折、村の一角に植えられたリンゴの木のようなものを見つけていたのだ。

　立派な木の至る所に、たわわに実っていた果実は、一瞬で俺を虜とりこにした。

　その色は鮮やかな黄色、いやむしろ黄金とさえ言ってもいいだろう。

　俺は一目見た時から、この果物をぜひ手に入れたいと思っていたのだ。

　そしてあわよくば、うちの領内で大規模な果樹園を造成して大量生産し、王国の各地に出荷すれば、これまた大儲けというわけなのだ……にしししし……。

　……断っておくが、もちろん一番の目的は、エリーに美味しい果物を食べさせることだ。

　それは誓って真実であり、あくまで大量生産・輸出・大儲け（以下ループ）は、その副産物ということで……おっとよだれが。

「いや、実はですねぇ……」

　俺は最愛の妹エリーが熱を出したことや、あまり食欲がなく母を心配させていること、そして栄養をつけさせるため、口当たりのいい美味しい果物を探しに来たことを説明した。

「……うむ、ふむふむ、成程。それは大変だ！」

「ふ～ん。ま、君はともかく、妹ちゃんに罪はないしね。そういうことなら喜んで協力しようじゃないか。ねぇリア、昨日収穫したフォレストアップルあったよね？　五つほどここに持ってきてくれない？」

「わかりました、おばあさま。レイン、少し待っていてくれ！　美味しそうなものを厳選してくるからな！」

　リアは右手でドンと胸を叩くと席を立ち、足早に部屋から出て行った。

　ええ奴やなぁ、リア。

「いや、ほんっと、ありがとうございます！　あの黄金といっても過言ではない瑞々しい黄色い果物！　ぜひともエリーに食べさせてあげたかったんですよ！」

「……おかいしなぁ、誰も色のことなんて言ってなかったはずだけど？　……ふんっ。やっぱり把握済みだったんじゃないか」

　エルは頭の後ろで腕を組みながら、責めるような目つきで俺を見た。

「あ……あれ？　いやいや、その……なっはっはっは！」

　ば、ばれたか……。

　まあ、そこはほら、あんなに美味しそうな果物だし？　そこから連想される今後の商売を想像すると、仕方ないよね！

「まあいいさ。別に隠して栽培しているわけでもないしね。あの果実はフォレストアップルといってね、物凄く甘くて栄養価の高い貴重な森の恵みなのさ。加えて木の成長がすごく早くって、新しく植えてもちゃんと育てれば、一月足らずで美味しい実を付けるんだよ。僕たちエルフは、みんな大好きな果物だね」

「そっ、そんなに早く育つんですかぁ!?」

　……ふおぉぉぉ!!

　一月足らずで実を結ぶだとぉ!?

　すげぇ！　まさに黄金、金の成る木、じゃないか!!

　やべ、黄色の果実が、マジで王国金貨に見えてきた。

「君がこの前来た時はまだ収穫時期じゃなかったけど、今はばっちりさ。妹ちゃん、病気なんだろ？　なら細かくすりおろして、果汁と一緒に食べさせてあげてくれ。病気なんてすぐに飛んでいってしまうからね」

「おお、素晴らしい！　さっすがエルさん。博識！　博愛！　亀の甲より年の功!!　そこに痺れる、憧れるぅ！」

「……ゴホン。君、果物を貰いに来ただけじゃなく、ついでにケンカも売りに来たのかな……？」

「……むぐっ！」

　俺の余計な一言に、エルは額に青筋を立てて俺を凝視した。

　俺はその姿に、ハッとして両手で自分の口を押さえる。

　し、しまった……！　寿命の長いエルフにとって、年齢の話はタブーだったぜ……。

「待たせたな、レイン、おばあさま。フォレストアップルを……って、うん？　どうした？　何やらいやに剣呑な雰囲気だが……。おばあさま？　何かありましたか、おばあさま？　いかがされましたか、おばあさま？」

　うぉい!?

　このタイミングで、おばあさまおばあさま連呼するんじゃないよ！

　ますます目の前のおばあさまの青筋が延びていくだろーが！

「……いやぁ、リア、心配いらない。何もないさ、うん、なあーんにもね……。ささ、そのフォレストアップルを、早くレイン君に差し上げて。ご家族が大変で、すごくお困りのようだしね」

「……は、はぁ。ならばよいのですが……」

　エルは怖いぐらいニコニコした笑顔でそう言った。

　お、おかしいな……？

　俺はてっきり、「もう果物はあげない！　さっさと帰りたまえ！」などと、何らかの嫌がらせを受けることも覚悟していたが……。

　そうか……、性格がちょっとアレなエルも、ちょっとは大人になったってことか。

　……まあその実、そこらの大人より大人だが……ぷぷっ！　うまいこと言ったな、俺。

「……」

　目を三角にしたエルをよそに、俺はリアから渡された果物を改めて見つめる。

　フォレストアップルというだけあって、その形状はほぼ前世でのリンゴだ。

　しかしながら、ただそこにあるというだけで俺を魅了してやまないその鮮やかな黄色は、俺の輝かしい未来を暗示しているようにも感じられる。

　そしてエル曰く、とても甘くて、切ってよし、すりおろしてよしとくれば、最早言うことなしだ！

　よし決めた！　これはプラウドロード家の特産品として、ゆくゆくは大々的に販売するとしよう！

　そのまま輸出したり？　はたまたアップルジュースにしたり？　あぁ！　ジャムやアップルパイなんかにしてもいいかも！

　さ……最高だぁ。夢が広がるなぁ……じゅる……。

「ど……どうしたレイン？　あさっての方向を見ながらよだれを垂らして……。お前、大丈夫か？　た、体調が悪いのは妹さんじゃなく、むしろお前の方なんじゃ……」

「ふぁっ!?　す、すみません！　大丈夫、大丈夫です……。い、妹のことが心配で、最近ろくすっぽ寝てなくて……。気を抜くと寝てしまってよだれが……」

「い、妹さんの体調不良は、今朝からだと言ってなかったか……？」

　俺は口元をゴシゴシしながらリアに釈明した。

　両手を上に向けて肩をすくめるエルの姿は、視界に入れないでおこう。

「では名残はつきませんが、エリーが心配なので、僕はこの辺りで失礼させていただきます。このお礼は必ず何らかの形でお返しいたします。おいでシロ！　急いで戻るよ！」

「ワオン！」

　俺はシロを呼び寄せると、そのままサッとシロの背中に跨った。

　この背中に座る瞬間のモフッとする感触がたまらない。

「そうか、ならばあまり引き留めるのも憚られるね。わかった、ではまた次回の取引の際に会おう。妹ちゃんの快復、心から祈っているよ」

　エルはうなずきながらそう言うと、笑顔で手を振る。

「えっ……、しかしまだ説明が……。お、おばあさま……？」

「大丈夫です、リア！　説明なら既にエルさんから頂きました！　切ってよし、すりおろしてよし！　そして果汁百パーセントで飲んでよし!!　ではまた！」

「いっ、いやっ、そうではなく……。待て、待つんだレイン！　間違っても種を植え……」

　俺はリアの静止を振り切り、そのままエルフ村を後にした。

　ごめんな、リア！　俺は一刻も早く、エリーにこれを食べさせてやりたいんだ！

　そしてエリーの健康と、ゆるふわ母に溢れる笑顔を取り戻してやりたいんだ！

　……あと、早く栽培に着手したい……。

「待ってろよぉ！　エリ――――ッ!!」

　俺はそう叫ぶと、来た時と同じように、爆速で家路を辿り始めたのだった。




「あぁ、行ってしまった……。ど、どうしましょう、おばあさま……。レインのあの様子、十中八九、フォレストアップルの栽培を始めてしまう気がします……。私たちはこの森から出るわけにはいかないし……」

　おろおろするリアは、走り去るレインの後ろ姿から視線を戻すと、脚を組んでソファーに腰掛けたままのエルに目をやった。

「ふん！　ふーんだっ！　放っておいてかまわないさ！　聞いてよリア！　彼ったらね、僕のことを年寄りみたいに言うんだよ!?　ほんっと、頭にきちゃうね！　ちょっとぐらい痛い目を見てもらわないと、割に合わないよね！」

「……はぁ、やっぱり……。そんなことだろうと思った……」

　リアは、ぷんぷんと頭から湯気をあげるエルを見ながら、大きくため息をついた。

「……まあ、レインなら心配いらないか。ドラゴンにさえ勝利した彼のことだ、自分で何とかするだろう。さて、ところでおばあさま。せっかくフォレストアップルも収穫できましたし、今日は私が夕食を作ろうと思います。些かハプニングもありましたが、急いで準備いたしますね？」

「ぼえぇぇっ!?　とっ、突然何を言い出すの、リア？　き、君はフォレストアップルの持ち運びで疲れているだろう？　無理はしなくていいよ。あ、そうだ、僕はちょっと村の巡視に……」

「またまたぁ、そんな遠慮なさらず、おばあさま！　今日は特に、腕によりをかけて作りますから！　うん、材料はたくさんあるし、明日の昼の分まで作ってしまおうかな!!」

　リアは満面の笑みで、その場から立ち去ろうとしたエルの手首をぎゅっと掴んだ。

「ひっ……」

　ひぇ～～～っっ!?

　哀れエルの叫び声は、村中に響き渡るのだった。




※※※




「わぁ……！　おにたま、この果物、とても甘くて美味しいです。シロたんもありがとね」

「そっか、それはよかったね、エリー。たくさん食べてぐっすり眠るんだよ？　そうすればお熱なんてすぐに下がるさ」

「はい、おにたま……」

　俺はしばらくエリーのそばに付き、美しい金色の髪を優しく撫でていると、そのうちエリーは、スヤスヤと気持ち良さそうに眠ってしまった。

　見たところ、熱も徐々に下がってきているようだし、もう心配はいらないだろう。

「よかったな、エリー。……お？　これちょっと余ってんな」

　俺は、エリーに食べさせたフォレストアップルの余りを一つ、口の中に放り込んだ。

　もちろん、シロに食べさせてやることも忘れない。

　ここでシロにあげなければ、いつまでヘソを曲げるかわからないからな。

（――――っ！）

　甘……！　いや、うま……!?

　なんだこれ……、まろやかな口当たりと同時に、舌の上から口の中いっぱいに広がっていくこの甘さ……。それでいて後口は全っ然しつこくない……。

　このフォレストアップル一個で、至高と究極の某親子げんかも、無事解決しちまうぜ……？

　シロの方をチラリと見ると、俺と同じような感想を抱いたのだろう、もう一個欲しいんですけど！　というような目をして、必死に俺に訴えかけてくる。

　俺は唇に手を当て、シロに対してシーッと合図しながら、静かにエリーの部屋を出た。

「さてと、エリーも大丈夫そうだし……。俺たちはこの副産物を使って、今度は素敵な未来のために動くとするか。そうすりゃシロ、さっきのがたらふくが食えるぞ……？」

　俺は、麻袋にきちんとしまっておいた、フォレストアップルの種を見ながらそうつぶやいた。

　確かエルの話では、ちゃんと世話をすれば、概ね一月程度で実を結ぶらしい。

　あっ！　じゃあ早めにブランド名も考えとかないとな！

　エリーがきっかけになった果物だし、キューティーエリーにしようか。

　いや、やっぱうちの家から出すブランドだし、ゴールデンマッチョもいいかも……？

　……にしししし……。いずれにしても、夢が広がりますなぁ……じゅる……。

「……ど、どうしたレイン、よだれを垂らして。お前、すごい顔をしているぞ……？」

「うおぉ!?　こっ、これは父上、ご機嫌うるわしゅうございます」

　俺は湿った口元を拭いながら、怪訝な顔で佇立するマッチョ父に挨拶をした。

「エリーの件はミリアから聞いている。また骨を折ってくれたようだな。お前の働きにはいつも感謝しているぞ。シロもよくやった」

　マッチョ父は、俺の肩に手を置いて嬉しそうにしながらそのまましゃがみ込むと、今度はシロの頭や頬の辺りをモフモフした。

「いえ、父上。大切な家族のため、当然のことをしたまでです」

「ワン！」

　俺は再びマッチョ父に対して丁寧にお辞儀した。

「ふむ、エリーも落ち着いたようで一安心だな。ところでレイン、今暇か？　暇ならムーギ畑の視察に付き合ってくれないか？　間もなく刈り入れ時期でな。作業に従事する領民たちを激励したい。それに辺り一面、まるで黄金が敷き詰められたような光景は、大変感慨深いぞ？」

　父は、今度は俺の頭にぽんっと手を乗せると、広大なムーギ畑に思いを馳せているのか、目を閉じて微笑んでいた。

（ふっ…、すまんなマッチョ父よ……。残念ながら俺は今、そんなことに時間を割いている余裕はないのさ。黄金に見えるムーギもいいが、モノホンの黄金はもっと大事だからな）

「申し訳ありません、父上。私は少し所用が……。早急に研究に着手せねばならない案件がございまして」

「研究……？　……お前、また何か変なことを始めるつもりではなかろうな？」

　マッチョ父は、優しい笑顔から一転、怪訝な顔で俺を見下ろす。

「ふっ……父上。お言葉ですが、決して変なことではありません。これから始める研究はまさに錬金術、でございます！」

　俺は持っていた麻袋を掲げ、不敵に笑いながらマッチョ父を見上げた。

「はぁ……、そ、そうか。やはり変なことだという事実だけは、しっかりと理解できたよ。まあいい、それに関して何か動きがあれば、必ず私に知らせるようにな。勝手な行動は許さんぞ？」

「承知いたしました！　そら、行くぞシロ！」

　俺はエルフ村に行く前と同じように、今度はシロとともに三階の窓から飛び出した。

　目指すは家庭菜園を行っている裏庭だ。

　この種をしっかりと植え、俺が魔力で創り出す美味しい水で育てれば、きっときっと素晴らしい結果が待っているはずだ！

　そんなことを想像しながら、俺とシロは輝かしい明日へ向かって意気揚々と駆け出した。

「……シロが窓ガラスを割らなかった分、成長したと言える……のか？　いや、違うよな？」

　マッチョ父は大きくため息をつきながら、去り行く俺たちをしばらく見つめていた。
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　――そして約一か月後の、ある昼下がり。

　……異変は突然やってきた。

　バァン！

「坊っちゃま！　坊っちゃまはいらっしゃいますか!?」

　豊作だったムーギの収穫も一段落したプラウドロード男爵領。

　悪友……もとい、お友達のワッツも、今日は領民の農具の修理で忙しいとのことで、俺は特にすることもなく、自室で惰眠を貪っていたのだが……。

　突如、うちの万能執事のフリードが、ものすごい勢いで俺の部屋に飛び込んできたのだった。

「な、何事ですかフリード？　年頃の男子の部屋に入る際は、ノックぐらいお願いいたします……。それに僕は今、とても忙しいのですが……？」

「坊ちゃまのあられもない姿を目にすることがなく幸いです。そしてベッドでゴロゴロしながら果実ジュースを飲まれるそのお姿、この私などでは到底理解の及ばない多忙さがあることも承知いたしております。ですが坊ちゃま、一大事なのです！　至急、お館様の執務室に来ていただけませんでしょうか!?」

「父上の執務室……？　一体どうしたんです？」

　フリードの珍しく狼狽した姿に、俺はベッドから身体を起こした。

　やれやれ、どうしたんだ？　マッチョ父が筋トレ中に、バーベルの下敷きにでもなったのか？

「お館様が……。お館様が……！」

「……？」




　ズダダダダダ……！

　バァン！

　俺はマッチョ父の執務室の扉を開け放った。

　そこには――。

「ル～ララララ～♪　来たか、レイン～♪　お前に聞きたいことがあってなぁ～、ラララ～♪」

　俺は目の前の光景に絶句した。

　既に到着していたゆるふわ母とエリーも呆然とマッチョ父を見ている。

「ち、父上……。そっ……そのご様子は……」

　何とマッチョ父が執務室において、まるでダンスを踊るように軽やかなステップを踏みながら、右へ左へと移動しつつ、美しい声で歌っていたのだ。

　例えるなら、歌劇の舞台において、聞き惚れてしまうような低音のいい声で歌いながら、舞台上で縦横無尽に舞い踊る演者の如き様相なのだが……。

「ンフフ～♪　レイン。お前先日来、錬金術だの何だのと言いながラララ～、黄色い果物を育てていたなアアアア？」

「え、ええ……。エリーが風邪の時、エルフたちに貰ったフォレストアップルという果実です。種が余っていたので、輸出用の作物にできないかと植えておりましたが……？　ぷぷっ」

　どうやらマッチョ父は、自分の意思とは裏腹に、身体が勝手に動いてしまっているらしい。

　俺に質問を投げかけながらも、歌と踊りが混在しているのがその証拠だ。

　その姿はあまりに面白く、フリードですら、必死に笑いをこらえている。

「ル～ララ～♪　それだ～、バカ者～ンンン！　その果物を食べた途端に～、ラララ～♪　私はこのような状況に～、陥ってしまったぞ～!?　お前エルフの方々に、ちゃんと育て方を聞いてきたんだろうな～ララララァ～♪」

　俺はちらりとエリーの方を見た。

　先日エリーも俺も、あとシロもフォレストアップルを食べたが、眼前の面白マッチョのようにバグった状態にはならなかったが……。

「育て方、育て方かぁ。そ、育て方……、育て方は……テヘッ」

　俺は後頭部をポリポリとかきながら、面白マッチョに向かってペロリと舌を出した。

　ごめんなさい……。早く栽培したい……いや、エリーに食べさせたい一心で、栽培の方法なんて何一つ聞いちゃいませんでした……。

「ぷぷっ……！　さ、察するに父上、もしやあの果物を食べた結果、そのような面白……ゲフンゲフン！　哀れなお姿に……ぶふっ!!」

　面白マッチョは、何と机の上にまで飛び上がり軽やかにステップを踏みながらも、どうやら怒りでプルプルと小刻みに震え始めたらしい。

　……しかし、まさかフォレストアップルにこんな副作用があったとはな……。

　けどシロはさておき、前に俺もエリーも食べたけど、こんな面白マッチョ・オペラブースト状態にはならなかったぞ？　それが一体なぜ……？

（ああっ……!?）

　その時、俺の頭の中で、一か月前の光景がフラッシュバックした。

　エルフ村からフォレストアップルを貰って帰る時、リアが不安そうな顔で何か言いたそうにしていたことを。

　そしてそれを遮るように、エルの奴が、サッサと俺を自宅に帰そうとしていたことを……。

（……そうだ、間違いない。フォレストアップルはエルフの森で栽培しないと、こんなにも恐ろしい（ちょっと面白いが）副作用が出るんだ……。そうか、エルの奴……。最初っからこうなることがわかってやがったんだな……？）

　くっそ～、どうりで話がうますぎると思ったぜ……。

　こんなことなら、リアからちゃんと説明を聞いていれば……。

「はっ!?」

　俺が顎に手を当て、歯噛みしながらフォレストアップルについて考えていたところ、眼前の面白マッチョの怒りは間もなく臨界点に達するようで、前世での美味しいリンゴに勝るとも劣らない真っ赤な顔で、めちゃくちゃ俺を睨んでいた。

　もちろんその間も、クルクルと軽やかに回転しながらなのだが……ぷっ。

「ラララ～♪　歯を食いしばれ、レインンンン。きついのを一発いくぞォ～～」

「ちょっ……、まっ……お待ちください父上！　私に拳骨を落とすのは、些か早計です！」

　俺は、激しい怒りによって覚醒し、断罪の鉄槌を振り下ろさんとして、徐々に俺の方へと迫って来るスーパー面白マッチョのあまりの迫力に、壁際まで後ずさった。

「フフフ～ン♪　この期に及んで言い訳とは見苦しいぞ、レインよ～～。お前も貴族の端くれなら、男らしく罰を……ンンン～♪」

「い……いえ、父上。そうではなく。今私はぶん殴られている暇はない、と申しているのです」

「ルラララ～♪　……それは一体どういう意味だンン？」

「いえ、ですので……。私がいつもヴィンセント様に野菜などを送っていたことはご存じだと思うのですが、今回は、その……、もっとエライ人にも、あの美味しさを堪能してほしいなぁ……と思いまして……」

「エ……エラ、エラララ～イ人……？　堪能？　お前、まさか……ンフォウ！　ンフォウ！」

　面白マッチョの怒りと興奮は頂点に達し、まるでジュリエットの死に悲嘆するロミオのように、奇声を上げながら大袈裟に膝から崩れ落ちた。

　しかしそこは賢い面白マッチョだ。どうやら次に俺が何を言い出すか、既に頭では理解しているようだった。

　もちろん、心がその事実を受け入れることを、拒否してはいるようだが。

「……はい。お察しのとおりです。ヴィンセント様へ荷物を発送した後、既に国王陛下に向けましても、『グレンフィードが大発見！　プラウドロード家の、ちょっと素敵な名物果実！』と銘打って、お送りいたしました……」

「ファ――ッ♪　ファ――ッ♪　な……何がちょっと素敵な名物だララララァ……！　サッサと差し止めてこ――い!!　ちゃんと回収の現物確認ができるまで、お前の食事も小遣いも、全て抜きだからなぁルルルアァァァァ!!」

　まるで屋敷全体が地面から浮き上がったように、面白マッチョの怒号が響き渡った。

「ひっ、ひえぇぇ!?　わっ、わかりましたぁ！」

　確かにこのままでは、素敵な名物果実ではなく危険な色物男爵として、父の名が王国全土に知れ渡ってしまう……。（それはそれで、ちょっと面白いが……）

　その時だった。

　激怒した父の姿にビビり、急いで執務室を出ようとした俺の元へ、エリーがトテトテと近づいてきたのだ。

　そしてエリーは俺の頭の上に、その小さな手を優しく乗せると、そのままよしよしと撫で始めたではないか。

「おにたま、いい子いい子です。エリーは難しいことよくわかりませんが、しっぱいはせいこうのおかたまと、ご本に書いてました。だからきっと、おにたまのしっぱいは、優しいおかたまのように、せいこうをみちびいてくれるですよ？」

　うう……、エリー。私利私欲に走った俺なんかにそんな優しい言葉を……。

　マジ天使かよ……シクシク。




　かくして、エリーの風邪に端を発したフォレストアップル栽培計画はものの見事に爆散し、俺はシロとともに、王家へ向かう輸送隊の差し止めと、次の日には元に戻ったマッチョ父と王都で合流し、ヴィンセントに直接謝罪に行くことになってしまった……。

　もちろん、トマートとともに、喜び勇んでフォレストアップルを食べたヴィンセントが面白化していたことは、言うまでもない。

　だが俺はくじけないぞ！　たった一回の失敗が何だ！　こんなことでくじけてどうする！

　優しくしてくれたエリーのためにも、俺は絶対に、将来の左うちわ生活を諦めないからな！

　な～っはっはっはっはっ!!

（……あ、言い忘れてたけど、ごめんねマッチョ父よ！）
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